















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　神々の子









　　　　†




　僕には四人の父親と母親がいる。

　彼らは捨て子だった僕を拾い、育ててくれた恩人だ。




　十数年前、まだ赤子だった僕は神々が住むという山に捨てられた。

　理由は分からない。

　その年は飢き饉きんだったらしいし、近きん隣りんで戦争が頻ひん発ぱつしていた。

　飢饉によって子供に食料を回せなくなったのか、戦争によって困こん窮きゆうを極めたのか、あるいは双そう方ほうだったのかもしれないが、赤子だった僕は捨てられ、それを拾ったのが神々だった。

　僕を見つけたのは万能の神レウスである。

　彼は農民の姿に化け、麓ふもとの街を視察してきた帰りに僕を見つけたらしい。

　ほろ酔よい気分で川岸を歩いていると、川上からどんぶらこと流れてきた僕を見つける。

　小こ舟ぶねに乗せられていた僕は小さく泣いていたそうだ。

　あまりにも僕の泣き声が自然だったので、あやうくそのまま見送ってしまいそうだった、とはのちのレウスの言葉だった。

　ただ、僕はそのまま川下に流され、滝たき壺つぼに落ちることはなかった。

　レウスが救ってくれたからだ。

　レウスは大おお鷲わしに変化すると、僕を鷲わし摑づかみにし、大空に羽ばたいた。

　そのまま神々が住まう山、テーブル・マウンテンに行くと、僕を仲間に見せた。




　剣けん神しんのローニンは僕の顔を覗のぞき込みながら言う。

「なんでい、人間の赤子か。俺はてっきり酒の肴さかなかと思った」

　無精ひげを撫なでながら嘆なげく。手には酒さか瓶びんが握にぎられている。

　治ち癒ゆの女神ミリアは言う。

「まったく、男はこれだから。見てみなさい、この可愛かわいい赤ちゃん、まるでマシュマロのよう」

　ミリアは僕を抱だきかかえ、あやしながら微笑ほほえむ。

　それを詰つまらなそうに見つめるのは魔ま術じゆつの神ヴァンダルだった。

　彼はしわがれた声をもらす。

「……子供は好かん。五月蠅うるさいし、我わが儘ままだ」

　僕の顔を一いち瞥べつすると、魔術書に視線を戻もどす。

　三者三様の態度であるが、万能の神であるレウスは知っていた。彼らが赤子である僕を気に入ったことを。

　事実、レウスがこの赤子を育てることを宣言すると、彼らは難色を示したものの、反対はしなかった。

　それどころか、なにかと理由を付けては赤子である僕のもとにやってくるようになった。




　剣神ローニンは日課である素す振ぶり一万回をこなすと、僕のもとにやってきてこうささやいた。

「小ちっちゃい手だな。まあ、いい、もう少し大きくなったら、剣を握らせ、俺の弟で子しにしてやろう。すぐに剣圧で蠟ろう燭そくを消せるようにしてやる」

　治癒の女神ミリアは大地との語らいを終えると、僕のもとにやってきて僕を抱く。

「なんと可愛らしい赤ちゃんでしょう。ああ、母性本能がうずくわ」

　彼女はそう言うと胸をポロンと出し、乳を与あたえようとするが、妊にん娠しんしたことがない女神は乳を出せない。

　諦あきらめると胸をしまって代わりに僕の頰ほおにキスをする。

「この子は世界一優しい子、いつか最高の治癒師にしましょう」

　ミリアが僕をゆりかごに戻すと、魔術の神ヴァンダルがやってくる。

　白髪しらがの老人は詰まらなそうな顔をする。しかめ面つらで僕を見つめると、一転、表情を崩くずし、間ま抜ぬけな顔をする。

　その顔を見てきゃっきゃと笑う僕。

　老人の眉まゆが下がる。

「……存外、ユーモアの分かる赤子だ」

　老人はそうつぶやくと、決心する。

「よかろう。この坊ぼう主ずをわしの弟子にしてくれようか」

　ヴァンダルは僕を見つめるとつぶやく。

「この子はやがて最強の魔ま術じゆつ師しとなる。我が後こう継けい者しやとなろう」

　こうして三人の神々に気に入られた僕。

　僕を拾ってくれた万能の神を含ふくめると四人か。

　彼らが僕の父親となり、母親となり、師し匠しようとなる。

　我が儘で自分勝手な人たちだが、彼らは厳しくも優しい師父、師母となる。

　そして彼らが僕に名前もくれるのだが、なにかにつけて喧けん嘩かになる四人が珍めずらしく命名に関しては一いつ致ちした。

　争うことなく、一回の話し合いで僕の名前を決めてくれたのだ。

　こうして僕は命拾いをし、名前を得た。

　神々が僕に与えてくれたのは、




「ウィル」




　という名前だった。

　しかし、自分がウィルという名であると知覚できるようになるまではもう少し時間が掛かかる。

　なにせ僕はまだ生まれたばかりの赤子なのだ。

　特技と言えば泣くことと寝ね返がえりを打つことくらい。

　他にできることはなにもなかった。




　　　　†




　僕がウィルという名前を知覚できるようになった頃ころ、神々は諍いさかいを始める。

　教育方針に違ちがいが出始めたのだ。

　拾い親である万能の神、あらゆるものに化身し、誰だれも本当の姿を知らない無む貌ぼうの神レウスは牡お鹿じかの姿でこう言った。

「ウィルは優しい子供だ。自由奔ほん放ぽうに育てたい。この山でなにものにも縛しばられることなく、天てん衣い無む縫ほうに育てたい」

　その教育方針には残りの神々も賛成したが、まずは剣神であるローニンが言う。

　彼は剣を司る剣けん術じゆつの神で、東洋のサムライのような格好をしている。腰こしにぶら下げている曲刀は東洋のサムライブレードだった。

　ローニンは刀を掲かかげながら言う。

「自由奔放に育てるのはいいが、男には腕うでっ節ぷしが必要だ。特に剣術がな。この子には剣術を習わせ、最高の剣けん士しにしたい」

　と、手作りの木刀を僕に握らせる。幼い僕は喜びながら木刀を振ふるう。

　それを見ていたミリアが木刀を取り上げ、僕を抱きしめる。

「なにを野や蛮ばんなことを言っているの。この子は山の動物たちに囲まれ、彼らの傷を癒いやす治癒師になるの。獣けもののヒーラーとして穏おだやかに人生を過ごさせるのよ。剣術なんて野蛮よ」

「なんだと！」

「なによ！」

　ローニンはミリアを睨にらみ付けるが、彼女には暖簾のれんに腕うで押おしだった。彼女は治癒の女神であるが、その実力は剣神に比ひ肩けんするのである。

　それにミリアは女性ながらとても気が強いのだ。

　治癒の女神、別名、豊ほう穣じようの女神は、今はこの山で隠いん遁とん生活をしているが、神代の時代は邪じや神しんに対たい抗こうするため、先頭に立って、数々の邪悪を打ち払はらってきたのだ。剣神とて恐おそれることはなかった。

　そんなふたりのやりとりを見つめるのはとんがり帽ぼう子しを被かぶった老人。いかにも魔術師っぽい風体をしているが、事実、彼は魔術師だった。ヴァンダルは魔術の神である。

　彼は魔術の真理を究めるため、このテーブル・マウンテンに引き籠こもり、本の山に埋うもれながら研究を重ねていた。

　彼いわく、前にひげを剃そったのは数年前、というほど魔術に没ぼつ頭とうする研究者タイプだが、彼も僕の教育方針に一言あるらしい。

「この子は利発で聡そう明めいだ。是ぜ非ひ、わしの後継者としたい。最強の賢けん者じやとして教育したい」

　その声は枯かれていたが、力強く、決意に満ちている。

　つまり神々の教育方針が分かれた、ということである。




　剣術を極めさせたい剣神ローニン。

　治癒師にしたい女神ミリア。

　魔術の道を追究させたい魔術の神ヴァンダル。




　三人が三人、一歩も引かない。

　神々の間に火花が飛び散る。

　一いつ触しよく即そく発はつ、まるで火薬庫のようになるが、仲ちゆう裁さいするものが現れる。

　万能の神レウスである。

　彼はこのテーブル・マウンテンの神々をとりまとめる主神なのだ。

　無限の貌かおを持つ神であるが、牡鹿の形をしている彼は、威い厳げんある表情と声でこう言った。

「子供の前で争うな！　それ以上、喧嘩をするならば、ウィルを連れて、別の世界に旅立つぞ」

　主神に怒おこられたから、というよりも愛する子供を奪うばわれることに恐きよう怖ふした三人は、それぞれの主張を止やめる。

　──一いつ瞬しゆんだけであるが、ローニンがいったん、引き下がる素振りを見せたあと、さり気なく木刀を僕の側に置き、喧嘩が再発する。

　ミリアは僕の近くに薬草を置き、ヴァンダルは魔術書を置く。老ろう獪かいなヴァンダルは魔術書の上に飴あめを置くものだから、ふたりは激げき怒どする。

　また、殴なぐり合いの喧嘩になりそうだったので、万能の神レウスは言った。

「ええい、お前ら、いい加減にしろ。なぜ、そんなにも自分の意見を通そうとするのだ」

　ローニンは答える。

「それはこの子が可愛いからだよ、レウス。可愛い我が子には自分の跡あとを継つがせたいものさ。剣術は最高だ。きっと、将来、この子を守ってくれるはず」

　ミリアも答える。

「前半までは完かん璧ぺきに同意。でも、この子を守るのは優しい心よ。相手を癒やす力こそがこの子の糧かてとなるはず」

　ヴァンダルもうなずく。

「その通り。しかし、この子を救うのは知識だ。万物の知識こそこの子を幸せにするはず」

[image: ]

　それぞれが僕を愛してくれているのは分かるが、このままだと埒らちがあかない。

　そう思ったレウスは宣言する。

「分かった。そこまで言うのならばそうするがよい。ただし、喧嘩は禁止だ。もしも喧嘩をしたならばウィルは取り上げるぞ」

　レウスは一いつ拍ぱく置くと、

「ウィルの教育は日ひ替がわりで行う。それぞれ順番にな」

　と宣言した。

「それはどういう意味？」

　女神ミリアは尋たずねる。

「そのままの意味だ。我らが子ウィルにはそれぞれが教育を施ほどこす。つまり、ローニンが剣術を、ミリアが治ち癒ゆを、ヴァンダルが魔ま術じゆつを教え込むのだ」

　その言葉を聞いた神々は、

「その手があったか！」

　という顔をした。

　その表情を見たレウスは、

「これで決まりだな。この子は最強の神々によって、最高の教育を受ける。やがて大人になるだろうが、そのとき、どのような大人になっているかな」

　と、漏もらした。

　剣けん神しんを超こえる剣術を持ち、治癒の女神を超える癒やしの力を持ち、魔術の神を超える魔力を持っているかもしれない。

　あるいは、剣術はローニンにおよばず、治癒はミリアに劣おとり、魔力はヴァンダルに負ける中ちゆう途と半はん端ぱな大人になっているかもしれない。

　しかし、そのようなことはどうでもいいことだった。

　肝かん心じんなのは、ウィルという子供がどのような人間になるかである。

　レウスとしては身体からだの強さよりも心の強さを持ってほしかった。

　どのような強敵にも屈くつしない強い心、悪を許さない正義の心、弱きものに情けを掛ける慈じ悲ひの心。

　それらさえ備えてくれれば、たとえ最弱の男になっても構うことはなかった。

　そのようにウィルを育てる決意をしたが、レウスの杞き憂ゆうは数年で吹ふき飛ぶ。




　赤子から幼児へと成長する過程で、ウィルはとんでもない強さの片へん鱗りんを見せる。

　ある日、剣神ローニンがウィルに訓練を施ほどこしていた。

　朝から晩まで剣術の手ほどきをしていたのだが、ローニンは冗じよう談だんめかして言った。

「ウィルよ、目の前にある巨きよ木ぼくを切り裂さけば、お前が前に欲ほしがっていたダガーをやるぞ」

「本当？」

　ウィルは喜ぶと、さっそく巨木を切り裂く。

　ローニンのように剣の先から剣けん閃せんを出そうとするが、そうそう簡単に出るものではない。

　──出るものではなかったのだが、ウィルは三回、ローニンの真似をしながら木刀を振るうと、木刀の先から剣閃を出す。

　木刀から放たれた黄金色の剣閃は巨木に当たる。

　砕くだけ散る巨木。

　それを見ていたローニンは、「──よくやった。約束通り、ダガーはやるよ」とウィルにそれを渡わたす。

　ウィルは喜びながら、山の仲間たち──、動物たちにダガーを見せびらかしに行く。

　そこに現れたのは治癒の女神。彼女はローニンの横に並び立つと、ウィルをべた褒ぼめする。

「すごい才能ね。治癒師としてだけではなく、剣士としても一流だわ」

　もちろん、あの子は治癒師にするのだけど、と続けるが、ローニンはそんなこと聞いていなかった。正確には耳に入らない。

　ウィルのすさまじい才能に驚おどろいているのだ。

　ローニンは木があった場所まで歩むと独り言のように言った。

「……俺は木を切れと言ったんだぜ？　それなのにウィルのやつは木を砕きやがった」

　砕けた木片となった欠片かけらを握にぎると、にやりと微笑ほほえむローニン。

　ミリアは治癒師に、ヴァンダルは魔ま術じゆつ師しにしたいようだが、ローニンはウィルを最強の剣士にしたかった。

　ウィルのとんでもない才能を見て、決意を新たにするのだった。
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　剣術の才能があると分かった僕だが、ヒーラーとしての才能も豊かだった。

　五歳の春、僕は山を駆かけ巡めぐる。

　狼おおかみや熊くまの友達と共に、外敵である魔物と戦う。

　先頭に立ち、仲間を守るために戦せん闘とうを繰くり広げる。




　僕はこのテーブル・マウンテンに侵しん入にゆうした魔物、グリーン・オーガと対たい峙じする。

　グリーン・オーガは全身緑色の魔物で、山に侵入しては、森の動物を食い荒あらす化け物だった。

　いや、食べるだけでは飽あき足たらず、か弱き動物を虐ぎやく殺さつする。必要以上に動物を殺し、嗜し虐ぎやく心しんを満たすのだ。

　そのような化け物を許すわけにはいかない。

　僕はローニンからもらったミスリル製のダガーを構えると、グリーン・オーガを駆く逐ちくする。

　まずはすばしっこい狼のシュルツがオーガを牽けん制せい、隙すきを作ると、僕が懐ふところに飛び込み、横なぎの一いち撃げきを加える。

　一撃で相手の錆さびた剣を吹き飛ばすが、それだけでは終らない。オーガには化け物じみた膂りよ力りよくがあるのだ。

　丸太のような腕うでを振ふり回すが、それは熊のハチによって受け止められる。

　熊のハチは山一番の力持ちなのだ。

　僕はハチが相手を抑おさえてくれている間に、後ろに回り込む。

　そしてミスリル製の短剣を相手の首に突つき立てる。

　遠えん慮りよはしない。このオーガからは血の臭においがぷんぷんしたからだ。多くの生物を殺してきた証しよう拠こだった。

　うめき声を上げながら倒たおれるオーガ。

　こうして僕は戦闘に勝利するが、見れば最初に牽制をし、オーガの視線を釘くぎ付づけにしてくれたシュルツの背中から血が流れていた。

　オーガの一撃をもらってしまったようだ。

　僕は傷付いた狼の背中に手を当て治ち癒ゆ魔ま法ほうを掛かける。

　狼のシュルツの身体が緑色に輝かがやき、傷が塞ふさがっていく。

「すごい！」

　と動物たちは賞賛をする。

「これはミリア母さんから習ったんだ。ミリア母さんは僕を治癒師にしたいみたい」

　動物たちはそれがいい、治癒師になって、自分たちを守ってほしいと口々に言う。

「うん、それはいいね。でも、ローニン父さんは僕を剣けん士しにしたいみたいなんだ」

「治癒師兼けん剣士になればいいじゃないか」

「そうだね。そういうのを聖騎士パラデインと言うらしい」

「ならば将来は聖騎士パラデインだな」

　狼のシュルツは微笑むが、僕は苦笑いをする。

「ヴァンダル父さんは僕を魔術師にしたいみたいだけどね。毎日、分厚い教科書や歴史書を読まされる」

「勉強は嫌きらいなのか？」

「まさか、剣を振るうのと同じくらい好きだよ」

「ならば悩なやましいな。剣と魔法と治癒、みっつを極めるしかないか」

「そうだね」

「ちなみにそのみっつを極めたものをなんと呼ぶのだ？」

　僕は困った顔をすると、分からない、というポーズをする。

「剣と魔法だけならば魔ま法ほう剣けん士しという呼こ称しようがあるけど、剣と魔法と治癒、みっつを極めたものの呼称はないんだ」

「ふむ、ならば新たに作るしかないな」

「自分で作るのか、その発想はなかった」

「そうだ、『勇者』という呼称はどうだ？　格好いいではないか」

「勇者か。……うん、格好いいな。でも、勇者ってのは生まれつき決まってるってヴァンダル父さんが言っていた。生まれついたときに身体のどこかに痣あざがあるんだって」

　自分の身体を見回すが、どこにも痣はない。

　しかし、シュルツは気にすることなく言う。

「勇者とは職業ではなく、尊そん称しようだ。俺の父が言っていた。自分よりもか弱きものの前に立ち、身を挺ていして弱者を守るその心意気が勇者なのだと。つまり、ウィル、お前はもう勇者だ。我らテーブル・マウンテンの勇者だ」

「そうか……、そうなのか。うん、じゃあ、僕はテーブル・マウンテンの勇者だ」

　改めて勇者という言葉を嚙かみしめる。

　そして肺の中に目め一いつ杯ぱい刻み込むと、

「僕はテーブル・マウンテンの勇者だー！」

　と叫さけんだ。

　その言葉は山の隅すみ々ずみまで響ひびき渡った。




　治癒の女神ミリアはその姿を目に焼き付けると、ほろりと涙なみだをこぼす。

　立派に成長したウィルに感かん慨がいを抱いだいたのだ。

　先日まで赤子だったウィルがよくもここまで立派に成長したものである。

　しかも立派な治ち癒ゆの使い手になっていた。

　ウィルは上級魔法である《即そく回復》の魔法まで習得している。

　無論、それを教えたのはミリアであるが、この歳としで使いこなせるようになるとは思っていなかった。

　ウィルの治癒師としての才能は、かつてミリアが治癒魔法を伝授した伝説の聖女と同等かもしれない。

　いや、彼女ですら、この歳で《即回復》は使えなかったであろう。

　それくらいウィルの才能はずば抜ぬけていた。

　将来が楽しみであるが、ミリアにはひとつだけ心配があった。

　ミリアの瞳ひとみに可愛かわいいウィルが映る。

「てゆうか、ウィル可愛すぎ。このままだと世界中のお姫ひめ様から求きゆう婚こんされちゃうかも」

　ウィルの容姿は少女のように可愛らしかった。

　それだけでなく、誰だれよりも強く、優しい少年は、ミリアの自じ慢まんの種であった。

　ミリアは印画紙にウィルの姿を転写させると、神々の寄り合いで自慢することを誓ちかった。

　近く、治癒系神々の集会があるのである。

　そこで思う存分、親おや馬ば鹿かになるつもりであった。
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　ウィル七歳の冬。




　僕はすくすくと育ち、神々の教えを吸収していく。

　水すい竜りゆうの日はローニンの剣けん術じゆつ道場、火竜の日はミリアの治癒教室、木竜の日はヴァンダルの魔ま術じゆつ講座。

　というわけで今日はヴァンダル父さんに魔法を習う。

　ヴァンダルは神々の中でも理論派として知られるので、ローニンのようにいきなり木刀を渡したりしない。ミリアのように適当に薬草を煎せんじさせたりしない。

　まずは座学ということで歴史書などをみっちり読まされる。

「なんで魔術の本じゃなくて、歴史の本なの？」

　ある日、まったく魔法とは関係ない本を読まされることに疑問を感じた僕は尋たずねる。

「魔法の基本は知識にある。膨ぼう大だいな魔術の体系を理解するには、基き礎そ的な知識が必要じゃ」

　それに、とヴァンダルは続ける。

「お前には頭がよくなってほしい。より多くの物事を学び、大局的にものを見られる魔術師になってほしい。だから基礎教養から教える」

　とヴァンダルはまず僕に読み書きを教え、その後、この世界の成り立ち、この国の歴史などを教えてくれた。

「このミッドニア王国は世界の中心にある歴史ある大国。世界の中心ゆえ、常に戦乱に巻き込まれてきたが、このテーブル・マウンテンだけは各国の不ふ可か侵しん領域となっている。なぜか、分かるか？」

「ヴァンダル父さんたちがいるから？」

「その通り。このテーブル・マウンテンには神々が住んでいる。下界に干かん渉しようしない代わりに、下界の国々も干渉しない不文律を持っている」

「ふぶんりつ？」

「子供には難しい言葉じゃったな。簡単に言うとそういう決まり事がある」

「決まり事は知っている。ローニン父さんの決まり事は毎日お酒を飲むこと。ミリア母さんの決まり事は毎日、美び肌はだパックをすること」

「わしの決まり事は毎日、本を読むことじゃな」

「うん、僕もヴァンダル父さんを見習って毎日、一冊は読むようにしている」

「すごいではないか」

　とヴァンダルは僕に絵本を渡わたそうとするが、僕は渋しぶい顔をする。

「毎日、一冊、絵本を読んでいるのだろう？　ならば足りなくなるはずだ。今度、街に行ったとき新しいものを買ってくる。今はこれで我が慢まんしてくれ」

「違ちがうよ。僕が毎日読んでいるのは、ヴァンダル父さんと一いつ緒しよの本だよ」

「なに？　わしと一緒？」

　僕はヴァンダルの書しよ斎さいに置かれた分厚い本を指さす。

「昨日はこれを読んだ」

　僕が指さしたのは、古代の魔術師カル・ラハブが書いた『炎えん竜りゆうの書』という魔術書だった。

「まさか、これは古代魔法言語で書かれたものだぞ」

「古代魔法言語はヴァンダル父さんがよくしゃべっているじゃない」

「あれは独り言だ。まさか、その独り言を解読したのか？」

「うん！」

　と元気よくうなずく。

「信じられない。真実まことか？」

「本当だよ。じゃあ、当ててみせるよ。適当なページを言ってみて」

「ならば二一一ページ」

「二一一か、そこに書かれているのは、カル・ラハブさんが書いた炎ほのお魔ま法ほうの一節。カル・ラハブのオリジナルだね。ええと、たしか詠えい唱しよう文字は『[image: アラビア語]』かな」

　ヴァンダルは炎竜の書を確認している。

「……たしかにその通りだ。ウィルよ、お前はたったの一日でこの難しい書物を読破し、記き憶おくしたというのか？」

「中身はちんぷんかんぷんだったから、一いつ生しよう懸けん命めいに覚えたんだ。覚えればいつでも頭の中で読めるでしょ？」

　ヴァンダルは細い目を見開くと、「この子は天才か……」と、つぶやいた。

「……信じられない」

　それでもつぶやくヴァンダルに、僕は信じてもらえるように行動に出る。

「まだ、よく分からない部分もあるけど、その魔法書で僕は魔法を使えるようになったよ。見て」

　そう言うと僕は窓を開き、外を指さす。

　家の外にある岩に向かって魔法を放つ。

《炎えん嵐らん》の魔法。ファイア・ストームだ。

　僕の手から放たれた小さな炎は、岩に近づくに従って渦うずを巻く。

　岩を取り巻くときには炎の嵐あらしとなっていた。

《炎嵐》は力強く燃え上がる。

「なんと、ウィルよ、おぬしはその歳で《炎嵐》を使いこなすというのか？」

　ヴァンダルは驚きよう愕がくの表情をするが、僕は平然と魔法を使いこなしていた。




　平然と楽しく魔法を使いこなすウィルを見てヴァンダルは思う。

　この子は天才そのものだと。

　通常、子供が魔法を覚えるのは早くても七歳くらいである。

　それも《着火》や《念動》といった基本中の基本魔法から覚え、《火球》の魔法を覚えるのは一〇歳くらいだろうか。

　それをこの子はすっ飛ばして七歳にして《炎嵐》を使いこなしているのである。

　しかもその魔法もヴァンダルが教えたのではなく、自力で覚えたのだ。

　ヴァンダルとてそのような器用な子供ではなかった。

　つまりこの子は数百年にひとりと謳うたわれた魔術師の麒き麟りん児じヴァンダルを超こえる逸いつ材ざいということになる。

　万能の神レウスがこの子を連れてきたとき、正直、ヴァンダルはどうでもよかった。ローニンやミリアのようにはしゃぐことはなかった。いや、それどころか赤子は五月蠅うるさいと厭いやな顔をしたことを覚えている。

　だが、どうだ。実際、ウィルという人間の子供に触ふれて、自分の考えは変わった。

　この世界には自分よりも才能と可能性のある人間の子供がいると知り、老木の血がたぎった。

「この子ならば魔術の真理に到とう達たつできるかもしれない」

　ぽつりとつぶやく。

　あまたの魔術師が、最高の知能と呼ばれた賢けん者じや級の魔術師たちが挑いどみ、結局到達することができなかった魔術の真理に、この子ならば到達できるかもしれない。

　そう思ったヴァンダルは頰ほおを緩ゆるめる。

　真理に到達するのが自分ではないというのが癪しやくであるが、思ったよりも嫉しつ妬と心は湧わかない。

　ウィルの屈くつ託たくのない笑顔を見ているとそんなものは消し飛んでしまう。

　自分の息子が自分を超えるかと思うと嬉うれしさしか湧かない。

「かつて魔術の真理に挑ちよう戦せんした無数の賢者たちよ。今、ここに宣言しよう。我が息子こそ、全魔術師の悲願を達成するものなり」

　魔術の神ヴァンダルは心の中でそう叫さけぶと、愛いとしい息子を抱だきしめた。
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　最高の父さんと母さんたちに愛情を持って育てられる。

　最強の父さんと母さんたちに厳しく修行を施ほどこされる。

　すると僕はすくすくと立派に育つ。

　病気することなく、一二歳まで育つ。

　この世界では一五歳が成人であるが、一二歳には大たい抵ていの子供は家業を継つぐか、それ以外の道へ進むかの進路を決めている。

　農地を継ぐ子供は鍬くわや鋤すきの修復方法を覚える。種をまく季節を覚える。

　領地を継ぐ子供は武術の訓練を始め、立派な騎き士しになることを誓う。

　商人の子供は読み書き算術を学ぶのだ。

　一方、僕はというと進路を迷っていた。

　なぜならば父親と母親の意見がバラバラだからである。

　剣けん神しんローニンは当然のように剣を僕に託たくす。

「男がちまちまと回復や魔術など馬ば鹿からしい。男は剣を握にぎるべきなんだ」

　治ち癒ゆの女神ミリアはそんなの野や蛮ばんよ、とポーションを渡す。

「ウィルは優しい子。治癒の道を極め、山の聖者になるべきよ」

　魔術の神ヴァンダルは言う。どちらもくだらない、と。

「魔術の真理こそ人間が学ぶべきこと。魔術の深しん淵えんを探究してこそ人生の尊さも味わえる」

　それぞれに違う主張をする。皆みな、こめかみをひくつかせる。ローニンは腰こしの刀に手を伸のばし、ミリアは身体からだに魔ま力りよくをまとわせ、ヴァンダルは杖つえに手を伸ばす。

　三者三様どころか、敵対する始末。

　僕としては三人の父母、皆好きだったので、ひとりだけを選ぶことはできない。

　ローニンもミリアもヴァンダルもそれぞれに大好きであった。

　しかもただ大好きなだけでなく、それぞれの得意とする分野も好きなのである。

　剣を振ふるうのも好きだし、ポーションを調合するのも好きだし、魔術の本を読むのも好きだった。

　それらを極めたい。色々な基き礎そを学んだが、それぞれさらに極めたいと思っていた。

　そのことを三人のいない場所、木の上で告白すると、褒ほめてくれる人物が現れる。

　鳥の姿をした人物だった。

　彼の名前は万能の神レウス、赤子だった僕を拾ってくれた恩人だ。

　彼は無む貌ぼうの神、千の化身を持つ神の異名がある。あらゆる姿に変身できるのだ。

　ヒヨドリの姿をした四人目の父親は、謹きん厳げん実直な声で僕を褒める。

「ウィルよ、お前は素晴らしいな。我わが儘ままな三人の父母の期待に応えている」

　苦笑を漏もらしながら答える。

「そんなことはないよ。父さんたちの修行はどれも本当に面白いんだ」

「しかし、いつかはどれかを選ばなければなるまい」

「やっぱりそうかな？」

「そうだ。お前には才能があるが、さすがにすべてを極めるのは難しいだろう。剣けん術じゆつではローニンに及およばない、治癒ではミリアに劣おとる、魔ま術じゆつではヴァンダルに勝てない。それでは竜りゆう頭とう蛇だ尾びもいいところだ」

「竜の頭になれるだけ立派だと思う。それにレウス父さんはそれでもいいって言っていたような」

「気が変わった。お前の才能は最強だ。だから最強の男になってほしい」

「最強になったらなにかいいことある？」

「あるさ。仲間を守れる。家族を守れる。厭なやつに頭を下げなくていい」

「最初のふたつは魅み力りよく的だ」

「仲間や家族を守れる強い男になりたいか？」

「うん、山の動物たちを守りたい。父さんや母さんたちを助けたい。……でも」

「でも？」

「父さんたちは守る必要がないかも。強すぎるもの」

「たしかに」

　かっかっか、と大おお仰ぎように笑うレウス。つられて僕の口角も緩む。

「ただ、お前にはより大きな視点を持ってほしいな」

「大きな視点？」

「ああ、家族や仲間を守るのも大切だ。それすら守り切れないものも多いからな。しかし、お前にはより多くのものを救える力があると思うんだ」

「より多くのもの？」

「そうだ。眼前に広がる光景を見てみろ」

「……眼前？」

　僕は見慣れた景色を見つめる。

　山々が広がっている。木々が目に飛び込む。その先にあるのは石で作られた人工物だった。

「あれは街だね？　人間が住んでいるんでしょう？」

「そうだ。あそこには人間が住んでいる。お前の仲間だな」

「でも、一度も会ったことがないよ？」

「そうだな。我々は山を下りるのを禁じていた」

「うん、危険が一いつ杯ぱいなんだよね」

「そうだ。子供であるお前には危険が一杯だ。誘ゆう惑わくも多い。敵もたくさんいる。だが、我はいつかお前にあそこに旅立ってほしいと思っている」

「あそこに？」

「そうだ。あそこにはたくさんの人間が住んでいる。お前にとって良い人間も悪い人間も。しかし、彼らと出会えばお前も成長するだろう。あらたな可能性を開いてくれるはずだ」

「新たな可能性……」

　僕は改めて街を見下ろす。たしかに一度あそこに行ってみたいとは思っていた。

「それにお前はいつか旅立つ。それは宿命なのだ」

「宿命──」

「定められた運命だな。我が赤子だったお前を拾ったとき、天てん啓けいが湧いたのだ」

「天啓？　神様なのに？」

　神様に似つかわしくない言葉に僕は苦笑してしまう。

「我は神と呼ばれているが絶対者ではない。この世界には神を作った圧あつ倒とう的な超ちよう越えつ者もいることだろう。いや、調整者かな」

　レウスは感かん慨がい深ぶかげに言うが、その話題を広げる気はないようだ。

「ともかく、お前を拾ったとき、内に声が湧いた。なにものかがささやいた。この子はやがて世界を救う子になる。我らが世界の救世主になると」

「救世主……」

　つぶやいてみるが、当然、実感が湧かない。

　しかし、レウスは「気にするな」と言う。今は実感がなくても定めのときは訪れると言う。

　レウスは預言者のように言う。

「やがてお前を大海に放つ使者がやってこよう。それは我々親子が、別れを告げる日でもある。しかし、それは悲しいことではない。旅立ちは新たな出で逢あいの始まりでもあるのだ。それに我ら親子が培つちかった絆きずなは距きよ離りという暴ぼう虐ぎやくでも時間という悪あく魔までも引き裂さけない。どのように離はなれようとも、どんなに時が経たっても、我らは最高の親子ぞ」

　ヒヨドリのレウスがそう言うと、僕も「うん」と、うなずいた。

　そしてふたりは一いつ緒しよに家に帰る。

　今日はミリア母さんが腕うでによりを掛かけて料理を作ってくれているのだ。

　ちなみにミリア母さんは女神だけど、五人の中で一番料理が下手へただった。しかしそれでも一番一いつ生しよう懸けん命めいに作ってくれるので、母さんの料理が一番好きだった。








第二章　一四歳になった少年
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　一四歳になった僕。

　正確には一四歳と一一ヶ月と数日。

　つまりほとんど成人となっていた。

　もはや体たい軀くは立派な大人──とは言い切れない。

　激しい修行を重ねたが、僕の身体はローニンのように大きくはならなかった。

　かといってヴァンダルのように貧弱でもない。

　強しいていえばミリア母さんから胸とくびれを取ったような感じ。どちらかといえば華きや奢しやだった。

　顔もどこか女の子っぽい。女装をさせればさぞ美人になるだろう、とはローニンの言葉であり、ミリアが実行しようとしたところであるが、僕は必死に抵てい抗こうした。

　だから今まで女装はさせられずに済んだが、一五歳の誕生日、つまり、成人の日までに一度はさせたいとミリアは狙ねらっていた。

　女装などさせられたらたまらない。山の仲間たちに笑われる。

　そう思った僕は成人の日の準備をする父母たちに背中を向け、狼おおかみのシュルツの背中に乗った。

　気晴らしに山を散策するのだ。

　友の背に乗った僕は風と一体になる。

「風が心地いい……」

　素直な感想を漏らすと、友が尋たずねてくる。

「我が友ウィルよ。お前が山を下りるとは本当か？」

「どこでその話を？」

「山の仲間たちがささやいている」

「カーバンクルのリックだな。さては」

「あいつはおしゃべりだからな」

「たしかに」

　僕が間接的に犯人の名を告げると、シュルツは真面目な表情で問い直してきた。

「して真実なのか？」

「…………うん」

　やや間を置いて答えたのは、親友に噓うそをつきたくなかったからだ。

「レウス父さんが言ったんだ。僕はやがてこの山を下りるって。やがて救世主というやつになるらしい」

「救世主か。たしかにお前のような男がこの世界に必要なのかもしれない」

「ごめんね。そうなるともう君たちを守れない」

「なにを小こ癪しやくな。山を守っているのはウィルだけではない。この山には他にも猛者もさがいる」

「シュルツとか？」

「そうだ。俺は狼最強だ」

「そうだね。あとは熊くまのハチも強い。僕がいなくても山は守れると思う」

「いざとなったら神々にご協力願うさ」

「そうだね。神々は人の諍いさかいに参加しちゃ駄だ目めらしいけど、動物はありかもしれないし」

「まるでとんちだが、実際、何度も守ってもらった」

「そうだね。僕がいなくなってもやっていける。……ちょっと寂さびしいけど」

「なあに永遠の別れじゃないさ。我々の絆は不変だ」

　レウスのようなことを言うシュルツを抱だきしめた。

　狼特有のゴワゴワした毛並みであったが、その下から漏もれ出る温かさは心地よかった。

「……シュルツ、さようなら」

「……今こん生じようの別れのようなことを言うでない」

「たしかに。またいつか会えるよね」

「そうだ。世界を救ったあと、お前は再びこの山に戻もどってくる。いや、救わなくても戻ってきていい。ここはお前の故郷なのだ。戦いに疲つかれたらいつでも戻ってきていいんだ」

「必ず戻るよ。世界の端はしから端を見たあとに。ここより良い場所なんて存在しないからね。戻ってきたときはシュルツもお嫁よめさんをもらっているはずだから、子供を僕に見せて」

「生意気なことを言うな。だが、まあ、それも悪くない。お前のお守もりから解放されたら嫁を取る暇ひまくらいできるだろう」

「ヴァイスと結けつ婚こんするんだね」

　ヴァイスとは山にいる白い毛並みの狼である。シュルツとは幼なじみであるが、互たがいに意地っ張りでなかなか恋こいに発展しない。

「あのようなお転てん婆ばを嫁にするくらいならば熊でも嫁にするわ」

　シュルツは気き恥はずかしげに顔を背そむけると、身体からだを寄せてきた。

　最後の別れ、僕の匂においを染みこませるかのように身体をこすりつけると、別れを惜おしんだが、その動作が途と中ちゆうで止まる。

　シュルツは神しん妙みような表情をすると、麓ふもとのほうを見つめる。

「──なにものかが近づいてくる」

　僕も同じような表情になる。

　僕はシュルツの鼻の良さに全面的な信しん頼らいを置いていた。

「なにものって？」

「分からない。おそらくは女だ」

「女？」

「ああ、人間のな」

「人間の女──」

　言葉を詰つまらせたのは、生まれてから一度も人間の女を見たことがないからだ。

　山の動物の雌めすは見たことがある。女神も当然ある。しかし、人間の女は見たことがなかった。

　このテーブル・マウンテンは神々が住まいし山、聖域であるから人間が近寄ってはならないことになっている。

　人間の男は稀まれに迷い込んできたり、あるいは意図的に侵しん入にゆうしてくるが、人間の女がやってきたことはない。

　それくらいこの山に至る道が険しいということでもあるが。

「……人間の女か。父さんたちに知らせたほうがいいかな？」

「それがいい」

　と言うシュルツだが、僕は麓へ向かう。

「どうした？　知らせに行くのではないのか？」

「そう思ったけど、それは山鳥に任せる。僕はその女性を助けに行くよ」

「助ける？」

　シュルツが不思議な顔をしたので説明する。

「今、魔ま法ほうで聴ちよう覚かくを強化したら、金属音が聞こえた。鎧よろいを着た男が複数、こちらに向かっている。彼女を追っているようだ」

「なるほど、しかし、男たちのほうが善かもしれないぞ」

「ミリア母さんは言っていた。女を寄ってたかって虐いじめるのは悪だって」

「なるほど、その原則を信じるか」

「うん、それにだけど、彼女が放つ心音、とても心地よいんだ。こんな心音を響ひびき出せる女性が悪党のわけがない」




「この距離で彼女の心音を聞き分けたと言うのか？」




　シュルツは驚おどろきの表情を見せる。

　通常、《聴覚強化》の魔法を使っても、この距離から人間の心臓の音を聞き分けることなどできない。

　魔ま術じゆつの天才にしかできない行こう為いであるが、ウィルはやはり天才なのだろうか。

　改めて長年連れ添そった相棒であるウィルを見つめると、シュルツは背中に彼を乗せ、走り出した。

　風と一体になるかのように木々の間を駆かけ抜ぬけると、そのまま山を駆け下り、女性のもとへ向かう。

　シュルツたちが駆けつけると、白い法衣を着た女性と鎧を着た男たちが戦せん闘とうを繰くり広げていた。




　　　　†




　麓に至る道にいたのは美しい女性だった。

　年ねん齢れいは僕より少し上であろうか、清せい楚そで穏おだやかなまるで絵物語に出てくる聖女のようであった。

「治ち癒ゆ神ミリア様よりも神こう々ごうしいな」

　と言うシュルツの言葉に思わず苦笑してしまうが、その意見は正しかった。

　僕たちの存在に気が付いた彼女は、修道女のように毅き然ぜんと尋ねてくる。

「そこにおられる方はもしやこの山に住まいし方ですか」

「そうです」

　と答えると彼女は微笑ほほえむ。

「神とその眷けん属ぞくが住まう聖なる山に土足で足を踏ふみ入れて申し訳ありません。それにこのような輩やからを引き入れてしまって」

「そのことは気にしないで。どこからどう見ても男たちのほうが悪党に見えるよ」

「このものたちはおそらく邪じや教きようの集団の一味でしょう。私と勇者様の接せつ触しよくを拒こばんでいるのです」

「勇者？」

「この山に住まいし神々に育てられた少年のことです」

「というと僕なのかな？」

「失礼ですが、あなたは黒くろ髪かみですか？」

「そうだけど」

「ならばきっとあなたがそうでしょう」

　黒髪であることも確認できないのはどうしてだろう、と疑問に思ったが、すぐに理由が判明した。

　法衣を着た銀ぎん髪ぱつの女性は、盲もう目もくであった。

　彼女の目の周りにはマスクがはめられていた。

　僕が気が付いたことに気が付いたのだろう。彼女は説明する。

「私は地母神に身を捧ささげた盲目の巫み女こルナマリア」

「地母神」

　聞いたことがある。この大地に豊ほう穣じようをもたらすいにしえの神の名前だ。とても戒かい律りつが厳しい神様として知られ、地母神に身を捧げる巫女は皆みな、自ら光を奪うばうのだ。幼き頃ころに自分の目を潰つぶすのだ。さすれば聖なる巫女になれるというのが、地母神教を布教する司祭の言葉であった。

　ただ、それは俗ぞく説せつというか伝説の類いで、現代でもそのような真似をしている巫女がいるとは聞いたことがなかった。そのことをルナマリアに伝えると、自じ嘲ちよう気味に笑う。

　彼女は「盲目の仮面」を取ると、以後、素顔を晒さらしながら話してくれる。

「たしかに古い因習です。ですがその伝統は今も受け継つがれています。私の他にも盲目の巫女はたくさんいます」

「その盲目の巫女がなぜ、このテーブル・マウンテンに？」

「それは……」

　と言いよどんだのはなにか裏があるからか、それとも敵の攻こう撃げきが激しくなってきたからか、は分からなかった。双そう方ほうのような気がしたが、ともかく、ルナマリアの応おう援えんをしたほうがいいような気がした。

　僕とシュルツは敵兵の間に立ち塞ふさがると、戦闘の意志を示した。




「灰色狼おおかみに人間のガキ。珍ちん妙みような取り合わせだ」

「手向かうならば斬きるだけだが」

「子供を斬るのか？　始末するのは巫女だけと聞いていたが」




　鎧を着た男たちは相談を始めるが、結局、多数決で僕を斬ることにしたようだ。依い頼らい主ぬしはルナマリアの死を望んでいるそうだが、ルナマリアが探そうとしている勇者にも興味があるようだ。もしもついでに勇者を殺せれば重ちよう畳じようらしい。

　まったく、人の命をなんとも思っていない連中だ。ため息を漏らしながら言葉を探す。

「シュルツ、こういう輩をなんて言うんだっけ？」

「悪党、だな」

　狼のシュルツは一言で斬り伏ふせる。

「そうだった。悪党だ。こういうやつに遠えん慮りよはいらないんだよね？」

「ああ、喉のど笛ぶえを切り裂さいてやれ」

　シュルツはさっそく、彼らの喉笛を狙ねらうが、僕も同様に攻撃する。無論、刃は物ものは使わないが。僕が使うのは体術である。見ればこいつらはそんなに強くない。とても鈍どん重じゆうなのだ。一挙手一投足がとても鈍のろい。刃物など使わなくても容易に対処できそうだった。

　僕はローニンに習った古武術を使う。相手の懐ふところに入り込み、相手の呼吸に合わせて突つきを繰り出す。子供の拳こぶしであったが、相手が前のめりになる瞬しゆん間かん、急所にぶち込めば大ダメージを与あたえられる。

　相手の喉笛、みぞおち、目、こめかみ、どんな達人も鍛きたえられない場所に的確に打だ撃げきを与えていくと、悪党どもはその場で悶もだえ苦しむ。

　それを聞いていたルナマリアは賛さん嘆たんの声を上げる。

「勇者様の武術は神がかっています」

「神様に教えてもらったやつだからね」

「やはりあなたが伝説の子供、勇者様なのですね」

「それは違ちがうと思う。神様である父さんたちに育てられたけど、勇者の印はない」

「……印がないのですか」

　ルナマリアは軽く表情を曇くもらせる。

「善と悪に調和をもたらすもの。この世界の救世主。彼は神々に育てられた真の存在」

「それは？」

「我が教団に伝わる古い言葉です」

「神々に育てられたというところしか共通点がないね」

「ですね。しかし、それで十分です」

　ルナマリアはそう言うと、右手を光らせた。それをそうっと悪党の胸に添える。悪党は一〇メートル吹ふき飛び、木々を折る。

「君もすごい力だね」

「この力は神の恩おん寵ちようにしか過ぎません」

「すごい恩寵だ」

　と言うが、僕はすでに五人の悪党を戦闘不能にしていた。このままならば簡単に殲せん滅めつできるだろう、と思っていたが、そうはいかなかった。

　奥から悪党どもの増ぞう援えんが現れたからである。その数一〇。皆、重武装をしていた。

「……厄やつ介かいだな。魔法の武器を持っているものもいる」

　光を放つショートソードを見る。皆、熟練の傭よう兵へいといった感じだった。

「あいつらは邪教徒が雇やとった傭兵でしょう。手て強ごわいはずです」

「みたいだね。倒たおせないことはないと思うけど。……ルナマリア、僕の後ろに下がってくれる？」

「お気持ちは嬉うれしいですが、私は神と勇者様にその身を捧げた巫女でございます。命など惜おしくありません」

「君が惜しくなくても僕が惜しいんだよ。今からこの辺りが真っ赤に染まる。僕の後ろにいれば《防ぼう壁へき》の魔法で防いであげられる」

「真っ赤？　炎ほのおの魔ま法ほうを使うのですか？」

「不正解だよ。炎を使うのは僕じゃない。天から飛んでくるトカゲだ」

「トカゲ？」

　ルナマリアが首をかしげると、空が真っ暗になる。

　先ほどまで明るかった周囲が暗くら闇やみに包まれる。雲が出たわけではない。空を覆おおったのは翼つばさを持ったトカゲ。つまりドラゴンだった。

　真っ赤な肌はだを持ったドラゴンは、口から炎を漏もらしながら翼をはためかせている。まるで嵐あらしが迫せまっているかのような風が周囲を包む。

　ルナマリアもその風、それに竜りゆうの咆ほう哮こうで恐きよう怖ふの存在を察知したようだ。

「あれはドラゴンですね！」

「そうだよ。テーブル・マウンテンにはいないけど、その周囲には一いつ杯ぱいいるんだ。あの傭兵たちが引き連れてきてしまったようだね」

　見れば傭兵の衣服はそんなにくたびれていない。街から最短距きよ離りでここまでやってきたのだろう。ドラゴンの巣があるとも知らず、谷を通ってきてしまったのかもしれない。

　彼らはその近道の代だい償しようを支し払はらわなければならない。

　レッドドラゴンはホバリングを止やめると、急降下し、傭兵のひとりを鷲わし摑づかみにする。

　そのまま大空を舞まうと、高所から傭兵を解き放つ。大声を上げる傭兵であったが、ドラゴンは急きゆう滑かつ降こうするとそのまま傭兵を飲み込んだ。悲鳴ごと喰くらい尽つくす。

　怒いかりに燃えた仲間の傭兵は、クロスボウや弓で反はん撃げきを試みるが、巨きよ大だいなドラゴンの鱗うろこを貫つらぬくことはできなかった。それどころか頭上で炎の息を吐はかれ、火だるまとなっている。

　このまま見ていれば傭兵たちはもちろん、邪教徒も全ぜん滅めつであろうが、僕は傍ぼう観かん者にはなれなかった。

　理由はふたつ、ひとつはもしもドラゴンがやつらを倒しても次は僕らにその牙きばをむいてくるに決まっていたからである。

　ルナマリアという巫女とは出会ったばかりであるが、彼女には不思議と親近感を感じていた。守りたいという保護欲も。僕にとって彼女はすでに山の仲間たちと変わらない。

　もうひとつの理由は、悪党とはいえ、見殺しにするのは気が引けたのだ。

　こいつらはルナマリアを殺そうとしているらしいが、それでも彼女を殺したわけではない。もしかしたら誰だれかに命令されているだけかもしれない。

　それにこいつらにだって、父親や母親はいるだろう。現世にいるかは分からないが、死ねば双方が悲しむと思われた。

　レウス父さん、ローニン父さん、ミリア母さん、ヴァンダル父さん、それぞれの笑顔が浮うかぶ。その表情を思い出すと、見殺しという選せん択たく肢しは浮かばない。

　なので僕は腰こしの短たん剣けんを抜ぬき放つ。

　ミスリル製の短剣だから、ドラゴンの鱗とて通すであろうが、どんなに深く差し込んでも内臓に届くようには見えない。それくらいレッドドラゴンは大きい。皮下脂し肪ぼうがとんでもない。

「普ふ通つうにやったら傷を付けるくらいだけど、僕には必殺技がある」

　必殺技とは、剣けん神しんであるローニンに習った技術。魔ま術じゆつの神ヴァンダルに習った魔法である。

　ローニンの剣けん技ぎはペーパーナイフとて凶きよう器きに変える総合剣術、ヴァンダルは小枝すら業わざ物ものに変える付ふ与よ魔術を極めていた。

　つまり、ミスリルという魔法を通しやすい金属に魔法を付与すれば、その威い力りよくは計り知れなくなるということだ。

　僕は邪じや教きよう徒とたちを蹂じゆう躙りんするドラゴンを睨にらみ付ける。

　慈じ悲ひのない竜の目と視線が交差するが、恐怖は覚えなかった。いや、逆に竜のほうがただならぬ気配を察したようだ。

　この少年を生かしておくと危ない!!

　そう思った竜は食べかけの邪教徒を放り投げると、翼をはためかせ、こちらに向かってくる。

「……手間が省ける」

　こちらとしては標的がこちらに移ってくれたほうが有り難い。

　邪教徒から離はなれてくれたほうが大技を仕し掛かけやすいのだ。

　そう思った僕は呪じゆ文もんの詠えい唱しようをする。




「無念の氷結よ、虚こ空くうの風を凍いてつかせよ！

　静せい寂じやくを支配し、すべてを氷結させよ！」




　そう詠唱を終えると、ミスリルの短剣が氷に包まれる。冷気の魔ま力りよくに包まれる。

　あとはそれを剣けん閃せんにして解き放つだけだった。

　僕は何度も練習してきた剣閃をドラゴンに放つ。

　練習で何百回もしたことであったが、実戦でもまっすぐに飛ぶ。

　ローニンがその筋を褒ほめ、ヴァンダルがその才を賞賛した魔法剣の一いち撃げきがドラゴンを襲おそう。




　それを後方から確認していたルナマリアは驚きよう愕がくする。無論、彼女の瞳ひとみに光はないが、その分、知覚は誰よりも優れていた。

　少年の魔力の冷気は肌を刺さすほどに冷たく、少年の魔力の波動はルナマリアの全身を包み込むかのようであった。彼の冷気の魔法剣の威力はとてつもないものになる。ルナマリアは確信したが、その確信は間ま違ちがっていなかった。

　冷気の剣で切り裂かれたレッドドラゴン。やつは炎の息で対たい抗こうしようとしたが、少年の放った冷気は炎ごと氷こおり漬づけにし、ドラゴンの肉を裂いた。

　氷像のように氷漬けにされながら肉を真っ二つに裂かれるドラゴン。氷の中には赤い皮ひ膚ふと鮮せん血けつが飛び散った竜がおり、とても美しい。

　まるで美術品のようであるが、なによりも恐おそろしいのは、この巨大なドラゴンを倒したのが、まだ一四歳の少年ということであった。

　このような少年がいるとは聞いていない。

　口々に悲鳴を漏らしながら逃にげ出す邪教徒たち。

　彼らが完全に撤てつ退たいしたのを確認すると、ルナマリアは改めて少年の前に立ち、右手を差し出す。握あく手しゆをしたかったのだ。

　それに名前も聞きたかった。

　そのことを少年に伝えると、少年は気き恥はずかしげに微笑ほほえみながら言った。

「──僕の名前はウィル。ただのウィル。平民だけど、父さんと母さんは神様なんだ」

　照れ笑いを浮かべる少年ウィル。

　とてもドラゴンを倒した英えい雄ゆうには見えなかったが、ルナマリアは彼がこの世界を救う勇者であると確信していた。




　　　　†




　ドラゴンの氷像の前で自己紹しよう介かいをするふたり。僕は自分がウィルという名前であること、それに神々の息子であることを話す。それと相棒のシュルツも紹介する。

　シュルツは最初、見慣れぬ女に警けい戒かいをしたが、彼女が膝ひざを折り、微笑むと、黙だまって喉のどを撫なでられる。ルナマリアもまるで目が見えているかのように的確にシュルツの弱いところを撫でる。

　それを見ていてこの人は本当に盲もう目もくなのだろうか、という疑念が浮かぶが、ルナマリアはにこりと否定する。

「先ほどから私の行動は少し変でしょう。まるで光があるかのように見えませんか？」

「たしかに目が不自由とはとても思えない」

「子供の頃ころから目が見えないと、色々と細かい技を覚えるのです」

「技？」

　こくりとうなずくルナマリア。
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「視力以外の感覚が鋭するどくなるのです。聴ちよう覚かくや嗅きゆう覚かくなどが代表的ですが、触しよつ覚かくも。──そうですね。ウィル様、私が後方を向いたら、右手か左手を挙げてください」

　うん、分かった、と素直に左手を挙げると、ルナマリアは後ろを向きながら言う。

「今、左手を挙げていますね。しかも、拳こぶしを握にぎりしめたまま」

「な、どうして分かったの!?」

「簡単です。空気の動きです。手を広げたまま挙げると指の間に空気が通って独特の音がします」

「右か左か当てるだけでもすごいのに、そんなことも分かるなんて、すごい」

「すごいかは分かりませんが、幼き頃よりこうして生きているので、生活には不自由しません」

「大変だったね、という同情の言葉は失礼に当たるかもしれないね」

「そうですね。望んで目を神に捧ささげましたし、巫み女こになったことに後こう悔かいはありません」

「でも、その盲目の巫女がどうしてこんな場所に？」

「それは最初に言いましたが、私はこの世界を救う勇者を探しているのです。それはあなた様だと思っています」

「僕が？　でも、印が……」

「印など不要です。仮にあっても私には見えません」

　彼女は微笑むと続ける。

「私は神の神しん託たくを受けました。必ずこの地にこの世界に平和をもたらす勇者がいる、と。そしてその方はあなた以外考えられません」

「たしかにこの地には人間は僕しかいないけど」

「ならばもはや確実ですね。ささ、勇者様、どうかこのルナマリアと共に世界を救う旅に出てください」

「いきなり言われても」

「そうでした。たしか、神々に育てられたのですよね」

「そうだよ」

「ならばその神々に挨あい拶さつに伺うかがいます。このルナマリアが従者としてウィル様を導くお許しを得ます」

「お許しかあ……」

　父さんたちの顔を思い浮かべるが、皆みなが反対する顔が浮かぶ。まだ修行が足りない。可愛かわいい僕を外に出したくない。この山で一生暮らせ。そのように説得される未来図が浮かぶ。

　快く送り出してくれるのは万能の神レウス父さんくらいだろうな、と説明すると、ルナマリアは、

「……そうなのですか。残念です」

　と肩かたを落とす。

　が、それも数秒、すぐににこりと言う。

「逆に言えばひとりは賛成してくださるのですよね。ならばその方を頼たよりましょう。それに最終的に山を下りるのはウィル様が決めること。ウィル様は外の世界を見たいのですよね？」

「……うん、見てみたい」

　シュルツにだけ語った決意を彼女にも披ひ露ろうする。

　僕は山の外を見てみたかった。

　無論、この山は大好きである。大好きな父さんも母さんもいる。修行や勉強も楽しい。仲間と遊ぶのも大好きだ。

　でも、勉強で習う外の世界。動物たちから外の世界の話を聞くと、どうしても現実の世界を見たくなるのだ。

　魔術の神ヴァンダルは、それは僕が人の子であるから、と言う。人間というやつは探究心を押し込めるのが難しいのだ。

　好こう奇き心しんを殺すのは神にも不可能、というヴァンダルの言葉を思い出した僕は、結局、ルナマリアの言葉に従うことにした。

　いつか好奇心と探究心を剝むき出しにして旅立つ日がくる。ならばそれが今で悪い道理はない。彼女と一いつ緒しよに外の世界を旅するのが一番いいように思われたのだ。

　そのことをルナマリアに伝えると、彼女は花が咲さき誇ほこったかのような笑みを浮うかべた。

　同じ年とし頃ごろの少女が笑うのを初めて見た。ミリア母さんとはまったく違ちがった笑顔だった。

　しばしその笑顔に見とれると、僕は彼女の手を引き、山頂へ向かった。




　テーブル・マウンテンはその名の通り台形の形をしている。

　台形の平面部分には広大な森が広がっているが、その中心に神々の宮きゆう殿でんがある。

　宮殿と言っても人間の王族が住まうようなものではなく、森の獣けものたちの力を借りて作ったささやかな建物であるが。

　ただ、それぞれの寝しん室しつ、修練所、図書室、瞑めい想そう室などもあり、規模はそれなりにあった。

　僕はルナマリアを応接室へ連れて行くと、そこに父さんたちを集めた。

　レウスは大空から鷲わしの姿で舞まい降りる。ローニンは修練所からそのままやってくる。上じよう半はん身しん裸はだかでタオルを肩に掛かけている。ミリアは三番目にやってきたが、ルナマリアの姿を見ると「化け粧しようをしてくる」とどこかに行ってしまう。ヴァンダルは四番目にやってきたが応接室でもルナマリアに視線をやることなく、書物ばかり読んでいた。

「……変わった父さんたちでごめんね」

　代わりに僕が謝るが、ルナマリアは首を横に振ふる。

「神々なのですから当然です。私こそいきなりお邪じや魔ましてしまうという不ぶ躾しつけを働いてしまって」

「この山には呼び鈴りんもないからね。気にしないで」

　冗じよう談だんで彼女を落ち着かせると、化粧を終えて戻もどってきたミリアが開口一番に言う。

「うちのウィルはあなたのような小こ娘むすめには渡わたせないわ。どんな手練手管で誘ゆう惑わくしたかは知らないけど、帰ってちょうだい」

　いきなり失礼な発言であるが、ルナマリアは怒おこった様子もない。

　少しだけ口元を緩ゆるめ、僕に耳打ちしてくる。

「本当のお母様のようですね。嫁よめ姑しゆうとめ問題発生です」

　冗談めかして言うが、その冗談はあながち外れてはいなかった。

　僕は大きくため息をつくと、

「彼女の名はルナマリア。地母神に仕える盲目の巫女。──僕の初めての友達なんだ。人間の」

　と紹介をした。

　その言葉を聞いた神々はそれぞれの視線で僕とルナマリアを交こう互ごに見た。
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「地母神に仕える盲目の巫女がなんだってうちのウィルに粉を掛けるんだ？」

　とはローニンの言葉である。

「だからそんなんじゃないよ。彼女はその身を神様に捧げているんだから」

「でも、チューくらいはしたいんだろう？」

　チューという単語に顔を真っ赤にしてしまうが、ルナマリアは平然と言い放つ。

「我が身は神と勇者様に捧げております。ウィル様が望むのならば、接せつ吻ぷんでも夜よ伽とぎでも」

「こりゃあ、早めに孫を抱だけそうだな」

　にやにやと無精ひげをなで回すローニン。

　なんとか言ってよ、とヴァンダルのほうを見るが、彼も似たようなものであった。

「ウィルの年頃になれば生せい殖しよくに興味を覚えるのも無理からぬもの。サキュバスでも召しよう喚かんして女体の神秘を教えようかと思っていたが、その身を捧げてくれるものがいるのならば、不要だな」

「…………」

　最後の頼たのみでミリアを見るが、僕の味方は彼女だけのようだ。

　ミリアはふくよかな胸で僕を抱きしめると、

「うちのウィルにそんな破は廉れん恥ちなことを教え込んだら、あんたたち、生なま爪づめをはぐからね」

　とローニンとヴァンダルを脅きよう迫はくしていた。神々の最終戦争が勃ぼつ発ぱつしかねない勢いであるが、万能の神レウスが調停に乗り出す。

「いい加減にするのだな、ローニンとヴァンダルよ。それに盲目の巫女、お前もだ。あまり神々をけしかけるな」

「そういう意図はないのですが、ご迷めい惑わくをおかけしたことは謝ります」

　深々と頭を下げるルナマリア。素直な女性だった。

　ルナマリアは顔を上げるとレウスに問うた。

「それでレウス様はどうお考えなのです。ウィル様は旅をし、より多くのものを見たほうがいいと思うのですが」

「その件については何度もウィルと話し合った。我はウィルの意志を尊重する」

「それでは──」

　旅立ちの許可をくれるのですね。というルナマリアの言葉を遮さえぎるのは三人の神々。

「ちょいと待ちな、巫女さんよ。主神のレウスはいいと言っても俺たち三人が認めねえよ」

「剣けん神しん様……」

「治ち癒ゆの女神に魔ま術じゆつの神もだ。ウィルは俺たちの可愛い息子なんだ。可愛い子供には旅をさせろなんて言葉もあるが、俺たちはその言葉が嫌きらいでね」

「ですが、ウィル様は外の世界を見たがっています」

「見せないのも親心だよ。悪意に満ちた世界だ」

「その中にも美しい善意の種も芽め吹ぶいています」

「それを見る前に悪に染まっちまうかもな。下界は誘惑が多い」

「私が防ぎます」

「なるほど、身をもって防いでくれるのか。ならばどうだ、俺たち三人の試練を解決できたら、ウィルの旅立ちを許す、というのは」

「試練でございますか？」

「ああ、それぞれが難題を出すから、それをお前たちふたりが解決するんだ」

「私とウィル様が……」

　ルナマリアは「私たちの初めての共同作業」と小さくつぶやいたような気もするが、周囲のものはそれを無視するとルナマリアは大きくうなずいた。

「いいでしょう。その勝負お受けします」

「いいのか？　負けたら二度とウィルに近寄らせないぞ」

「ならば私はそれだけの巫み女こだったというだけ。それに私にはビジョンが見えました」

「ビジョン？」

「ウィル様と世界を旅する映像です。昨日、神託と共に見ました。私たちはきっとこの試練に打ち勝ち、共に旅をするでしょう」

「なるほどね、自信たっぷりなわけだ」

　ローニンは値ね踏ぶみするようにルナマリアを見つめると、次いで視線を魔術の神ヴァンダルにやった。

「おい、じじい、まずはお前からだ。長生きして得た小こ賢ざかしい嫌いやがらせをしてやれ」

「糞くそガキが。老人に敬意を持て。……ふん、だがまあいい、可愛いウィルを外の世界にやるわけにはいかないからな、全力を尽つくすぞ」

　いつものように毒づくとヴァンダルは最初の試練を用意した。

　ヴァンダルはコップをふたつ用意すると、指先から水を召喚し、コップに注ぐ。

「これはなんなのですか？」

　ルナマリアが尋たずねると、ヴァンダルは当然のように「水だ」と答える。

「ただの水……なのですね」

「そうみたいだね」

　と答える僕。だけどあのヴァンダルが水を用意するだけとは思えない。その水でなにかしなければならないだろう。

　そう思っていると案の定、ヴァンダルは無理難題を突つきつけてくる。

「この水を一いつ滴てきもこぼさずに山の麓ふもとにある一いつ本ぽん杉すぎまで行って戻ってこい。そうだな、時間は一時間」

「それは短すぎない？」

「普ふ段だんのお前ならば三〇分も掛かるまい」

「そうだけど、今日はルナマリアもいるし……」

　盲もう目もくの巫女に軽く視線をやるが、彼女は軽く眉まゆを怒いからせる。

「ウィル様は普段からこのように集中力を養っているのですね。大だい丈じよう夫ぶです。私も似たようなトレーニングをしています。きっと同じ時間で帰って参ります」

　物言わぬ視線で決意を燃やすので、それ以上のことは言えない。

　それに試練を受けるのは決定事じ項こうだ。達成が困難だからもっと優しいものにしてくれ、と願い出ることはできない。

　もはや父親たちの難題をこなすしかないのだ。

　そう思った僕は黙だまってコップを摑つかむと山の麓へ向かった。少し遅おくれてルナマリアもそれにならうが、やはり彼女の動作は少したどたどしかった。

　僕はコップの水を一滴もこぼすことなく、悠ゆう々ゆうと歩く。普段より良い姿勢で歩くため、端はたから見てもかっこよく見えるらしい。山の動物たちが「決まってるよ、ウィル」と褒ほめてくれる。

　その都度、礼を言い、微笑ほほえむが、顔は笑っていても心は笑っていない。なぜならばこの速度では間に合わないからだ。

　かなり速く歩いているように見えるが、それは常人から見てだ。ルナマリアなどはコップを持って歩いた速度記録樹立です、と、軽くはしゃいでいたが、僕は心配だ。

　普段はこの三倍というか、ほぼ走る速度で移動している。三〇分も掛からずに一本杉のところまで往復している。

　無論、その速度でも水を一滴もこぼさない。

　今も一滴もこぼしていないが、この速度では一時間で往復は不可能である。

　そう思った僕は立ち止まると、コップを切り株の上に置いた。ルナマリアにもそうするように迫せまる。

　急にコップを置くように指示されたルナマリアはさらに驚おどろくが、僕の指示に従ってくれた。

「私はウィル様に身も心も捧ささげた巫女。どのような命令にも従います」

　たおやかに微笑む顔は素敵であったが、彼女にこのままでは間に合わないことを教えると、さすがに表情を曇くもらせた。

「ど、どうしましょう」

　と軽く慌あわてる。

「速度を三倍にするしかないね」

「でも、現状でも水をこぼしそうになるのに、それは無理かと」

「無理を通さないとヴァンダルの試練には打ち勝てない」

「分かりました。ですが、無策で挑いどむのは下策かと」

「うん、それは分かっている。僕にはちゃんと策があるんだ」

　僕はにこりと微笑むと、ルナマリアに耳打ちをする。

　彼女は「ふむふむ」と聞いてくれた。彼女の耳に顔を寄せたとき、とても良い匂においがした。







　一方、その頃ころ、山頂にて。




　ヴァンダルは魔ま術じゆつ師し特有の帽ぼう子しを深々と被かぶり、沈ちん黙もくしていた。

　その間も刻々と砂時計の砂が落ちるが、その光景を見てローニンは皮肉を言う。

「それにしても魔術の神ヴァンダルは容よう赦しやないな。試練とはいえ、あんな厳しい要求をするなんて」

　珍めずらしくミリアも同意する。

「そうね。手心がない。あんな不可能な条件を押しつけられたウィルが可哀かわい想そう。帰ってきたらおっぱいで包み込んで良い子良い子してあげないと」

「……つーか、うちのウィルをマザコンにする気か」

「そうよ」

　悪びれずに即そく答とうするミリア。

　そんなふたりのやり取りを鼻で笑うヴァンダル。

「なにがおかしいのよ」

「いや、お前たちがウィルのことを信じていないようだったのでな」

「そんなことないわ」

「ならばどうしてそのように心配する。ウィルならばこの試練を見事に乗り越こえるだろう」

「ウィルひとりならばな。あいつの身体能力、バランス能力なら三〇分も掛かからず戻もどってくるよ。だが、あのルナマリアという娘むすめが一いつ緒しよなら話は別だ」

「おんぶしても揺ゆれるものは揺れるしね」

「おぬしらはウィルが戻ってこられないと思っているのか？」

「残念ながら」

　と続けるふたりに、ヴァンダルは大きな笑いを漏もらす。

「ふぉふぉっふぉ、やはりふたりは見る目がないな」

「むかつくじじいね。こんな難しい試練を用意しておいて」

「たしかに難事ではあるが、ウィルならば必ず解決すると思って用意した。──事実、解決するだろう」

　ヴァンダルはそう言うと、杖つえで遠方をさす。

　その杖の先を見ると、なんと小走りで走るウィルとルナマリアの姿が見えた。

「あ、あれは可愛かわいいウィル！」

「な、ウィルたち、あの速度で走ってきたのか？　ウィルはともかく、ルナマリアの嬢じようちゃんは水をこぼしているんじゃ？」

　しかし、遠目からは水がこぼれている様子はない。

「もう、全部こぼれているんじゃ？」

　その可能性を疑うミリアであるが、そのようなこともなかった。

　肩かたで息をしながらやってきた彼女たちは、ヴァンダルが用意した机の前にそうっとコップを置く。そこには並々と水が注がれて──いなかった!?

　なんとコップの中にあったのは水ではない物体だった。

「な、これってもしかして氷？」

　気が付いたミリアが叫さけぶと、ウィルはこくりとうなずく。

「液体の水で運ぶとこぼす恐おそれがあったので、魔ま法ほうで氷にしました」

「たしかに氷ならこぼしようがないけど、これってありなの？」

　ミリアは恐る恐るヴァンダルを見るが、老人の表情は普段と同じだった。その口調も。

　彼は淡たん々たんとした口調で、

「無論、ありじゃ」

　と断言した。

「ありなのか」

　ローニンは驚く。

　ヴァンダルは説明する。

「ありに決まっているだろう。わしはコップに水を入れて運べ、と言った。水を氷にしてはいけない、とは言っていない。出て行くときは液体、わしの手に戻るときも液体で、一滴も減っていなければなんの問題もない」

　ウィルはコップを地面に置き、その周りに小さな炎ほのおを作る。氷を解かい凍とうするようだ。ほんの数分で氷が水になる。それをヴァンダルに渡わたすと、ヴァンダルは口を付ける。

「いい白さ湯ゆだ。温度を心得ている。さすがは我が子ウィル」

　にこりと笑うと、ヴァンダルは「合格じゃ」とウィルの頭を撫なでる。嬉うれしそうに老人の手を受け入れるウィル。

　このように魔術の神の試練を突とつ破ぱしたウィル。ミリアとローニンは心配していたようだが、ヴァンダルは一切の心配をしていなかった。

　ウィルならばその智ち恵えによって必ず解決すると信じていた。ある意味これはサービス問題だったのである。

　無論、ヴァンダルとてウィルと離はなれるのは辛つらいが、それと同じくらいウィルには勉強をしてほしい、という気持ちがあった。

　この広い世界に飛び出て学んでほしいのだ。

　自分のもとでも多くのことを学べるが、実際に世に出てその身で学ぶことには大きな価値があるだろう。

　山に閉じ籠こもり、本に囲まれて暮らしているヴァンダルとて、そのくらいのことは承知していた。

　最高の息子であり、最強の弟で子しであるウィルには自分よりも大きな存在になってほしかった。

　それがヴァンダルの偽いつわらざる気持ちである。
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　見事、魔術の神ヴァンダルの試練に打ち勝った僕たち。

　ルナマリアとハイタッチをして喜ぶ。

　ルナマリアは僕の機転を最大限に賞賛する。

「まさか、水を氷にして運ぶとは夢にも思っていませんでした。もしかしたらウィル様は智恵の勇者なのかもしれませんね」

「智恵の勇者？」

「はい、勇者にはいくつも種類があって、その特とく徴ちようによって二つ名が付きます。剣けんが得意ならば剣の勇者、人を守るのが得意ならば盾たての勇者などです」

「へえ、そうなんだ。でも、何度も言うけど、僕は勇者じゃないよ。勇者の印がないんだ」

　ね、ローニン、と話を振ふると、答えたのはミリアだった。

「たしかにうちのウィルには印がないわ。昔、お互たがいに身体からだ中のホクロの数を数えあったけど、聖せい痕こんはなかった」

「……いつそんな遊びを」

　ジト目でミリア母さんを見つめると、僕が乳児のときと言う。

「それは数え合いではなく、一方的に数えられただけのような」

「まあ、そうとも言うわね」

　と茶目っ気たっぷりに舌を出すと、ローニンが介かい入にゆうしてくる。

「たしかにウィルには聖痕はないが、聖痕などなくてもウィルは最強の男だ。勇者など片手で倒たおせる。それくらい俺が鍛きたえたからな」

　というわけで、とローニンは第二の試練を発表する。

「第二の試練はこの俺、剣神ローニンの試練だ」

　僕とルナマリアはごくりと生なま唾つばを飲む。第一の試練でさえかなりハードだったのだ。体育会系のローニンが提示する試練はヴァンダルよりも数段上だと予想できる。

　固かた唾ずを吞のんで見守る僕たちに、ローニンは大おお仰ぎように試練を発表する。

　ローニンが大声で言い放った試練、それはとてもローニンらしい試練だった。

「いいか、お前たちにはこれから剣を使って魔ま物ものと戦ってもらう」

「剣で魔物と。……シンプルな試練ですね」

「ローニンはまどろっこしいのが嫌きらいなんだ」

「聞こえてるぞ」

　とローニンが言ったので無む駄だ口ぐちを止やめると、彼は続ける。

「これからヴァンダルに作ってもらった訓練用ゴーレムと戦ってもらう。剣のみでだ。攻こう撃げき魔法や強化魔法は禁止」

　横から口を出してきたのはミリアだった。

「でも、それって簡単すぎない？　ウィルならレベル二のゴーレムでも素手で倒しちゃうけど」

「そうだ。だから今回はウィルは戦っては駄だ目めだ」

「え？　僕が戦っちゃ駄目なの？」

「そうだ。これはお前たちふたりの覚かく悟ごと相性を見る試練だ。ウィルはその嬢ちゃんを指導し、ゴーレムを破は壊かいするんだ」

「でも、ルナマリアは剣を握にぎったこともなさそうだ」

　と言うとルナマリアは外がい套とうの中からショートソードを取り出す。

「地母神は刃は物ものを持つことを戒いましめていますが、盲もう目もくの巫み女こは旅をするため、武器の携けい帯たいを認められています。幼き頃から鍛たん錬れんもしてきました」

「ならばなんとかなるな」

　とローニンは言う。

「はい。この試練は納得がいくものです。たしかにウィル様はお強いですが、私はウィル様を守る従者です。その従者が弱くては話になりません。是ぜ非ひ、この試練を受けさせてください」

「良い返事だ、お嬢ちゃん。じゃあ、レベル二のゴーレムを使うがいいか？」

「構いません。ウィル様は倒されたことがあるんですよね？」

「あるさ。たしか五歳の時にはもうレベル二に移行していた」

「ならば余よ裕ゆうですね」

　ルナマリアはそう言うと剣を鞘さやから出し、空を切る。肩かた慣ならしをしているようだ。

　僕はそんな彼女にアドバイスをしたいが、なかなか言葉が出ない。そもそも他人にアドバイスをしたことはない。それにレベル二のゴーレムなど当時から雑魚ざこ扱あつかいだったので苦戦するポイントが分からないのだ。

（まあ、これもサービス問題かな。ルナマリアがあっという間に倒してしまうかも）

　そう思って悠ゆう然ぜんと観戦することにしたが、試合が始まると思ってもみなかった展開になる。

　ルナマリアが押され始めたのだ。

　最初、目が見えないことがハンデになっているのかと思ったが、それは違ちがうようだ。彼女は目が見えない代わりに人一倍聴ちよう覚かくが良く、ゴーレムの作動音を聞き分け、的確に敵の攻こう撃げきを避よけ、隙すきを突つく。

　まるで舞ぶ踏とうを踊おどるかのように優ゆう雅がに攻撃を始める。しかし、一方的に攻撃を加えてはいるが、優勢なのはゴーレムのほうであった。

　実力的には名人クラスであったが、ルナマリアの攻撃がまったく通らないのだ。

　彼女は的確にゴーレムの関節などに剣を見み舞まうが、ゴーレムは傷付く様子はない。

「もしかしてこれってレベル二じゃないんじゃ？」

　とヴァンダルのほうを見るが、彼はゆっくりと首を横に振る。

「まごうことなきレベル二のマッドゴーレムじゃよ。──ただし、これはウィル仕様だが」

「ウィル仕様？」

「お前は幼き頃ころからゴーレムを破壊しまくったからな。だからわしはお前の修行になるようにとゴーレムを強くしてきた。わしにとってはレベル二のゴーレムじゃが、これを魔ま術じゆつ師し協会に持って行けば最低でもレベル一〇として扱われるんじゃないかの」

　な、なんだってー!?　というやつである。

「…………」

　呆あきれて声も出ないが、その仕様を生んでしまったのは自分であるからして、あまり声高に文句は言えない。

「それにあの嬢じようちゃんのショートソードは神聖魔ま法ほうが付ふ与よしてある。アンデッドや邪じや悪あくな存在には効果てきめんだが、魔法生物に特に有効というわけではないようだな」

「そうか。じゃあ……」

　と魔法を付与しようと詠えい唱しようを始めるが、それはローニンに止められる。

「おっと、付与魔法は禁止だ。お前が出していいのは口だけ。指示だけであの嬢ちゃんを勝たせてみせな」

「指示だけって……」

　ルナマリアは明らかに劣れつ勢せいで壁かべ際ぎわに追い詰つめられている。その劣勢も攻撃力不足からきていることは明白だったので、攻撃力を強化する以外に活路はないと思えた。

　それには付与魔法で剣の攻撃力を上げるのが最適なのだが、今回の試練は魔法禁止である。なにか別の方法を考えなければならないが、その方法がなかなか思い浮うかばない。

　だが、思い浮かばなければルナマリアは負ける。僕たちは敗北する。そうすれば外の世界には行けないのだ。

　そう思った僕はルナマリアとゴーレムを観察する。

　昔、ヴァンダルに教えてもらったゴーレムの特性を思い出す。

「ゴーレムとは泥どろをこねて作った魔法生物。鉄でできたゴーレムなどは破壊が困難であるが、そんな厄やつ介かいなのと出くわしたら、ゴーレムの弱点を突け。ゴーレムの弱点とは身体からだのどこかに書かれている魔法文字じゃ。その一文字を消せば命令が自己破壊に切り替かわり、すぐに死ぬ。それがゴレームという生き物」

　そんなことを教わったことを思い出す。その後、アイアンゴーレムを出されようが、ミスリルゴーレムを出されようが、難なく破壊し、弱点を突かなくてもなんとかなったので、忘れかけていたが、その知識は無む駄だにならなかった。僕は《解かい析せき》の魔法でゴーレムを丸まる裸はだかにすると、文字が書かれている場所を見つける。マッドゴーレムの魔法文字は背中にあった。

「ルナマリア！　やつの背中にある文字、頭かしら文字を消すんだ。そうすればやつは倒れる！」

　その言葉を聞いたルナマリアは軽くうなずくと、ひらりと敵の一いち撃げきをかわし、宙に舞まう。大道芸人のような身軽さでマッドゴーレムの背中に飛び乗ると、指でさすり、文字が書かれている部分を探す。

　目が見えなくても人一倍敏びん感かんな触しよつ覚かくによって文字の位置を探し終えたルナマリアは、僕に言われた通り、文字を削けずる。

　ショートソードによって頭文字を削られたゴーレムの命令系統は破壊される。その身体も。

　鋼鉄のように固かったゴーレムの身体は土器になったかのようにもろくなり、自重を支えられなくなる。

　そのままゴレームは崩くずれ落ちると、もとの土の塊かたまりへと戻もどる。

　つまりルナマリアが勝利したのである。

　彼女はその場で軽く飛び跳はね、耳を澄すませて僕の位置を確認すると、僕の胸に飛び込んできた。

　僕よりもお姉さんで身長が少し大きいので、彼女が僕を抱だきしめるとちょうど胸に顔が埋うずまる。しかも年ねん齢れいの割には豊満だから息ができないくらいである。

　ミリア母さんにもよく同じことをやられるが、ルナマリアにやられるとどうも顔が真っ赤になる。

　嬉うれしいという感情と恥はずかしいという感情が同時に生まれるのだ。

　それが思春期というやつだ、とローニンから説明を受けるのだが、ともかく、僕たちはローニンの試練に打ち勝った。

　ローニンはよくやった！　と僕たちふたりの背中を叩たたいてくれた。

　ただ、おじさんぽいことも言う。

「ふたり旅は許すが、俺はまだおじいちゃんになりたくない。ちゃんと避ひ妊にんするんだぞ」

　と言うと豪ごう快かいに笑った。

　ルナマリアは顔を真っ赤にしているが、僕も似たようなものだった。

　ヴァンダルは「やれやれ、デリカシーのない男じゃ」と漏もらすが、彼も笑っているので同罪だと思った。
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　第二の試練もこなした僕たち、意い気き揚よう々ようと第三の試練を求めるが、その試練を用意する治ち癒ゆの女神はとんでもないことを口にした。

　彼女に試練の内容を尋たずねると、僕たちにこう言う。

「あんたたち、私の目の前でチューをしなさい」

「…………」

「…………」

　僕とルナマリアは思わず沈ちん黙もくしてしまうが、一いつ瞬しゆんだけ早く気を取り直した僕が再び質問をする。

「……今、チューをしなさい、と聞こえたような気がするけど」

「聞き間ま違ちがいじゃないわよ。チューをするの」

「さっきは僕とルナマリアがそういう関係になるのを拒こばんでいたような」

「もちろん、今も拒んでいるわよ。あ、そこの小こ娘むすめ、うちのウィルちゃんとキスしたくらいで正妻を気取ったら許さないからね」

　びしっと指を突きつけるミリア。

　ルナマリアはなんとも言えない顔をしている。

「まあ、でもふたりが出で逢あってしまって、旅に出るのは事実。しかもウィルの初めてのガールフレンドなんだし、キスまでは許しましょう。本当は厭いやだけど、どうせ陰かげでぶちゅっとするなら、ファーストキスは目の前で見たい。ううん、《転写》の魔法で絵にして取っておきたい」

　と言うとミリアは、キスシーンを撮とる気満々になる。

　なんでもロマンチックな一枚が撮れればふたりの仲を認めてくれるらしいが、当然、僕は拒きよ否ひする。

「いくら母さんでもそんなことを試練にする権利はないよ。断固拒否する」

「あら、外の世界に行きたくないの」

「行きたいけど、その試練は駄目」

　ルナマリアも厭だよね？　と尋ねると、彼女は、「厭ではないかも……それで試練を果たせるならば楽ですし……」と頰ほおを染めた。

　その姿を見てミリアはニヤニヤとする。いけない。このままだとなし崩し的にキスをさせられる、そう思った僕は逆に提案をする。

「ミリア母さんは僕とルナマリアの絆きずなを見たいんだよね？　これから一いつ緒しよに旅を続けられるか調べたいんだよね？」

「まあ、有あり体ていに言えば」

「ならばちゃんとした試練を用意してよ。ふたりが今後、協力していけるか計れるような」

「むう、超ちよう正論ね」

　さすがのミリアも聞く耳を持ってくれるというか。キスだけで旅立たせるのはどうかと思ったのだろう。てゆうか、僕は確実に反対すると思っていたようだが、ルナマリアが乗り気なのが計算外だったようだ。そうなると天あまの邪じや鬼くとして別の試練にしたくなるのがミリアだった。

　ミリアは腕うでを組むと、しばし目を閉じ、考え始める。

　しばらく考え込むと、ミリアは言った。

「分かったわ。じゃあ、ふたりで一緒に薬草を採ってきて」

「薬草？」

「そうなの。実は最近、お化け粧しようののりが悪くてね。徹てつ夜やのしすぎで肌はだが荒あれているの。だからお肌に良い薬草を採ってきてほしいの」

「それならお安い御ご用ようだけど、楽すぎない？」

「そんなことないわよ。ふたりに行ってもらうのは竜りゆうの穴だから」

「竜の穴！」

　僕は声を上げるが、その単語でルナマリアも不ふ吉きつなものだと悟さとったようだ。

「竜の穴とは竜が住む穴なのですか？」

「そうだよ。テーブル・マウンテンの北にあるんだけど、危険だから森の動物も近寄らないんだ」

「そんなところにある薬草を採ってくるのですね」

「しかも母さんの美容のためにね」

　ため息を漏らすが、断るつもりはない。たしかにあの穴をふたりで冒ぼう険けんできるのならば、外の世界でも通用すると認めてもらえるだろう。

「分かった。今からその薬草を採りに行くけどなにか注意点はある？」

「聖せい蘭らん草はこの時季、あまり咲さいてない貴重な花なの。竜の息で焼かれないようにしてね」

「分かった」

「竜の穴は一〇階層まであるけど、花が咲いているのは第三階層と第一〇階層だけよ」

「なるほど、他に注意点は？」

「期限は明日の正午まで」

　空を見上げる。もう夕刻だった。

「分かった。じゃあ、今から出で掛かけるね」

　とミリアに背を向けるが、ミリアはハンカチを持ったか、忘れ物はないか聞いてくる。まるで子供扱あつかいであるが、いつものことなので気にせずすべてを持ったことを伝えるとそのままルナマリアと北へ向かった。

　かなりの速度で歩く。

　あっという間に神々の住まいを出立すると、僕たちは竜の穴に向かった。




　ウィルたちがいなくなると、剣けん神しんであるローニンが治癒の女神ミリアに話しかけてくる。

「ミリアよ、お前、ウィルを旅立たせる気あったのな」

「なにそれ？　どういう意味？」

「いや、だってお前の用意した試練は楽勝だっただろう」

「キスはウィルが拒むと思っていたわ。本当はキスを拒んだことを口実に落第にしようとしたのだけどね。あの泥どろ棒ぼう猫ねこが乗り気だったのが計算外だったわ」

「いや、そうじゃなく、竜の穴のほうだ。あれはウィルならば楽勝だろ」

「そうね。ウィルならば簡単に手に入れるはず。安全に、迅じん速そくに」

「なら試練はこなしたも同然じゃないか」

「私の試練は聖蘭草を私のもとへ持ってくることよ」

「手に入れればすぐ帰ってくるだろう」

「そうかしら、うふふ」

　ミリアは怪あやしく微笑ほほえむ。なにやら悪わる巧だくみをしているようである。

　この女神は昔から悪巧みが得意であったし、そもそも今回の旅に一番反対なのは彼女なのだ。

　ミリアは幼き頃ころからウィルを猫可愛かわいがりしているし、一番、ウィルを手元に置きたがっている。

　女親ゆえに仕方ないところもあるが、ウィルが可愛くて仕方ないようだ。

　その点、ローニンとヴァンダルは男の子はいつか旅に出るもの、という共通認識があった。

　──あったが、実はローニンはミリアを応おう援えんしていた。あまりそりが合わない女神であるが、今回ばかりは彼女の悪わる知ぢ恵えに期待を寄せている。

　男の子はいつか旅立つものだが、ウィルにはまだ早いと思っていたし、その時期は遅おそければ遅いほどいいと思っていた。

　あと数年は一緒に剣を振ふり、岩いわ風ぶ呂ろに浸つかりながら星を眺ながめたかった。

　それが剣神と謳うたわれたローニンの偽いつわらざる心境であった。
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　強行軍で竜の穴を目指したが、竜の穴が見える手前で火を起こす。

　そこでテントを張り、一夜を明かすのだ。

　朝になったら竜の穴に飛び込むが、それまでに英気を養う。

「竜は夜行性だからね。今、飛び込めばこちらが不利だ。じっくり身体からだを休めて万全の体調で挑いどみたい」

　僕はそう言うと抱かかえていた鍋なべに水を張る。

　塩しお漬づけのベーコンをカットして入れ、だしを取る。

　鍋に家から持ってきた野菜を入れる。

　それをコトコトと煮に込こむと良い匂においがしてくる。

　ルナマリアは、

「ウィル様は料理がお上手ですね」

　と褒ほめてくれる。

「そうかな」

「お上手ですよ。ベーコンと野菜を切る手て際ぎわがいいです。トントンとリズミカルです。これは手慣れている証しよう拠こ」

「山では当番制で料理をするからね。昔は母さんと父さんが順番に作っていたけど、最近は僕もローテーションの一角なんだ。ミリア母さんよりも上手うまいよ。包丁さばきだけは」

「ミリア女神様ですね。最初、キスをしなさいと言われたときは驚おどろきました」

「たぶん、母さんの冗じよう談だんだとは思うけど」

　もしも即そく答とうでＯＫし、キスをしてたらどうなったのだろう、とルナマリアの唇くちびるを見てしまう。

　桜色に染まった彼女の唇はとても柔やわらかそうだった。

　思わず頰を染めてしまう。彼女に光がないのは幸いだった。僕は素数を数えると努めて冷静になる。

「……そ、そういえばルナマリアは料理はするの？」

「はい。巫み女こは自分ですべてをこなさなければなりませんから」

「包丁で指を切ったりしない？」

「目が見えない分、慎しん重ちようになるのでそれはないです」

「良かった。じゃあ、旅をしていればそのうちルナマリアにも作ってもらえるね」

「お口に合うかは分かりませんが。──ウィル様がさり気なく作ってしまったから忘れていましたが、食事の用意は基本、私がします」

「え？　それは悪いよ。当番制にしよう」

「私はウィル様の従者です。身の回りのことをするのがお仕事です。以後、メイドのようにお使いください」

　と言うと彼女は木の皿にベーコンと野菜のスープをよそい、それを僕に渡わたす。とても器用で目が見えないようには思えない。

　僕はスープを受け取ると彼女に尋たずねる。

「──君は本当に目が見えないんだよね？」

「はい。幼き頃、地母神に仕えるために、私は光を失いました。目が見えなくなる霊れい薬やくを飲んだのです」

「なぜ、そんなことを？」

「地母神に仕えるためです」

「生まれたときから巫女だったの？」

　彼女は首を横に振る。

「いえ、私は貧農の生まれです。五人兄弟の末すえ娘むすめだったのですが、両親が流行はやり病やまいで死んでしまったため、神しん殿でんに引き取られました。そこで巫女の適性があると分かり、巫女になったのです」

「じゃあ、半分強制じゃないか」

「そんなことはありません。宿命ですね。巫女になる前日、神の声を聞きました」

「神の声？」

「はい。私が巫女になること。そしてその一〇年後、身命を捧ささげるべき勇者様と出会うことを告げられました。その神しん託たくはすべて実現しています」

　にこりと微笑むルナマリア。

　悲ひ壮そう感はない。彼女にとって巫女としての使命を果たすのは息をするのと同義なのかもしれない。

　そう思った僕はそれ以上、なにも言わなかった。

　彼女がよそってくれたスープを平らげると、その後、木の歯ブラシで一いつ緒しよに歯は磨みがきをし、毛布にくるまった。

　眠ねむる瞬しゆん間かん、彼女は言う。

「神の予言を聞いた瞬間、神の吐と息いきを感じた瞬間、とても幸せな気持ちに包まれました。──今もです。勇者様と焚たき火の前で寝ねるのはとても心地よい。大きな存在に護まもられているかのような安心感を覚えます」

　彼女はそう言うと早々に寝息を立てた。

　初めて会った人間の前でも寝られるのは冒険慣れしているためだろうか、それとも──。

　一方、僕はというと隣となりに女性がいるという状じよう況きように戸と惑まどっていた。ミリアなどが裸はだかで僕のベッドに入ってきてもなにも感じなかったが、ルナマリアが横にいると思うとなかなか眠りにつけない。

　僕は眠るためにルナマリアから視線を遠ざけると、狼おおかみの数を数える。

　四三匹びき目の狼で睡すい魔まがやってきてくれたが、その後、眠るのにさらに一〇〇匹近く数える。なぜならば四四匹目と四五匹目の狼がシュルツとヴァイスという雄おすと雌めすの狼だったからだ。夫婦の姿をした彼らはとても仲良しだった。

　再びルナマリアを意識してしまった僕は、なんとか彼女を振り払はらうと、根性で眠ることに成功した。
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　翌朝、起きる。

　するとルナマリアは昨晩の宣言通り、朝食を作っていた。

　あらかじめ持っていたのか、立派な鶏けい卵らんとベーコンの炒いため物を作っている。パンは長旅用の堅かた焼やきパンだった。それに昨晩の残りのスープを添そえている。

　なかなかに豪ごう勢せいで美味おいしかったのだが、食べ終わると僕の目を気にせず衣服を着き替がえ始める。

　僕は慌あわてて彼女に背を向ける。

「い、いきなり脱ぬがないで」

「分かりました。今度からは許可を得て脱ぎます」

「そうじゃなくて、男の目を気にしてよ」

　きょとんとした顔をしながら彼女は問う。

「私の肌はだにはやましいところはありません。ましてやこの身はウィル様に捧げたもの。見られて恥はずかしい理由はありませんが」

「僕はあるの！」

　そう言うと今後は慎つつしむように約束させる。

「分かりました」

　と言うが、どこまで理解してくれたか。生来、彼女は、他人の視線に無む頓とん着ちやくなところがあるようだ。また、巫女の集団と暮らしてきたところもそれに拍はく車しやを掛かけているようである。

　ある意味、ミリア母さんと同じくらい開けっぴろげなところがあるかもしれない。

　そう思ったが口にせず、荷物をまとめると竜りゆうの穴へ向かう。

　竜の穴はすぐ近くにある。テーブル・マウンテンの北の傾けい斜しや部分にあるのが竜の穴であるが、穴の近くまで寄るのはそれほど難しいことではなかった。

「問題なのは中に入ることなんだよね」

「中ですか」

「うん」

「傾斜部分に穴が開いていますが、ロープを使えば簡単に入れそうですが」

「いや、入るのは簡単だろうけど、中にどんなやつがいるか」

「竜がいるのではないのですか？」

「基本的にはそうだけど、ここの竜はすぐに住すみ処かを変えるんだ」

「どうしてでしょうか？」

「大形の餌えさが少なくて住みにくいのかも」

　予想を述べると、なるほど、と、うなずく巫女。

「それではどのような竜が住んでいるか分からないのが危険なんですね」

「うん、ヴァンダルが教えてくれた東方の兵法書にもある。敵を知り、己を知れば百戦殆あやうからずって。でも、敵が分からないとなあ」

「じっくり調べる時間はなさそうです」

　太陽を見上げる。正午までには戻もどらないといけないのだ。

「だね、悩なやんでいても仕方ない。さくっと中に入ろう」

　と言うと同時に中に入る。ロープを下ろし、先に下りるが、紳しん士しである僕は上は見上げない。

　僕のあとにルナマリアが「うんしょ、うんしょ」と下りてくるが、彼女が下りると同時に穴の中に入る。

　竜の穴は思ったよりも大きい。この大きさならば古竜ですら住処にできるのではないか、そう思った。

　僕たちは用心に用心を重ねながら、洞どう窟くつの中に入るが、幸運なことに途と中ちゆう、魔ま物ものには出くわさなかった。

「ついていますね」

　ルナマリアの言葉であるが、僕は同意しない。魔物がいないということはそれだけこの穴の主が危険なのではないか、という推察も成り立つからだ。

　しかし、さらに幸運なことに第三階層にやってきてもなにものにも出くわさない。この穴の主である竜もいないのだ。

「食事に出ているのでしょうか」

「たぶんね」

「それは幸運です。我々の目的は薬草なのですから」

　ルナマリアがそう言うと、第三階層に到とう着ちやくする。その端はしに白く輝かがやく花を見つける。

「あった！　あれが聖せい蘭らん草だ！」

　そう言うと素早くそれに近寄り、摘つむ。

　聖蘭草は根が浅く、簡単に摘むことができた。

　これでミッションコンプリートである。

　と安あん堵どのため息を漏もらしていると、風の流れが変わったことに気が付く。

「……なにかがくる！」

　僕がそう言った瞬間、咆ほう哮こうと共にやってきたのは青い皮ひ膚ふを持ったドラゴンだった。

「あれはブルードラゴン！」

　ルナマリアが叫さけぶ。

　ブルードラゴンとはスカイドラゴンの別名で、大空を駆かけ回るドラゴンの総そう称しようである。

　大きさは千差万別であるが、この個体はそれなりに大きい。先日倒たおしたレッドドラゴンと同じくらいの大きさだった。

　同じ大きさということは同じくらい強力ということである。僕はルナマリアの前に立ちはだかると、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、《障しよう壁へき》を作った。

　僕の判断は正しく報むくわれる。僕がバリヤーを作ると同時にドラゴンは強力な炎ほのおの息を吐はく。

　周囲にあった草花があっという間に灰になる。もしも障壁を作っていなければ僕たちもああなっていたことだろう。

「ありがとうございます、ウィル様、命拾いしました」

「その言葉はやつを倒すか、逃にげ切るまで取っておいて」

「そうですね。しかし、先日もレッドドラゴンを余よ裕ゆうで倒したウィル様です。負けるとは思えません」

「毎回、無む双そうを期待されてもなあ」

　と愚ぐ痴ちを漏らすが、戦わない、という選せん択たく肢しはない。命までは取らないが、この巣から逃げ出すくらいの一いち撃げきは与あたえたかった。

　僕は腰こしの短たん剣けんに手を伸のばすと、それを抜ぬき放ち、ドラゴンに接近する。

　竜のような巨きよ体たいに挑いどむのはそうそうないことだが、僕は普ふ段だんから竜よりも何倍も強い人たちの懐ふところに飛び込んでいた。

　ローニンの懐に飛び込むことに比べれば、なにも怖こわいことはない。

　そんな気持ちを抱いだきながら、竜の懐に飛び込むと、そのままミスリル製の短剣で竜の鱗うろこを切り裂さく。

　紙でも切り裂くかのようにすうっと通る短剣。さすがはミスリル製である。と納得しながら斬撃を加えていくと、竜は怒いかりに満ちた反撃をしてくれる。

　巨きよ大だいな尾おを振ふり回し、僕を殺そうとするが、その一撃を颯さつ爽そうとかわすと、短剣けんに魔ま力りよくを込め、斬撃を加える。

　まっすぐに伸びた剣けん閃せんはそのまま尻尾しつぽに向かい、尻尾はその剣閃をまともに喰くらう。

　すると尻尾は竜の身体からだから切断される。部位破は壊かいに成功したのだ。

　竜の身体から放たれた尻尾は、ぴくぴくとうねる。まるでトカゲの尻尾のようであった。

　ただ、トカゲと違ちがうのは尻尾を切断されると痛みを伴ともなうということだろうか。ブルードラゴンは苦痛に満ちた咆哮を上げる。

　僕はそれを身体全体で受け止めると、裂れつ帛ぱくの気き迫はくを入れ、叫んだ。




「ブルードラゴンよ！　この穴から去れ！　この山から消えろ！　さすれば命までは取らない！」




　僕の言葉が通じたかは分からないが、ドラゴンは僕と戦う愚おろかさを悟さとったのだろう。僕に背を向け、入り口から飛び立つ。

　そのまま大空の彼方かなたへ消えていく。

「……勝ったのかな？」

　ドラゴンの気配が消えると、ぽつりとつぶやくが、勝利を確信させてくれたのはルナマリアの言葉だった。

　彼女はその場で飛び跳はねながら、僕に近寄ってくる。僕を力強く抱だきしめる。

「さすがはウィル様です。赤きドラゴンに次いで青きドラゴンも倒しました。ドラゴンスレイヤーです」

「追い払っただけだよ」

　彼女の胸の谷間から真実だけを告げると彼女は首を横に振る。

「謙けん遜そんするところも素晴らしいです。ささ、勇者様、さっそくこの薬草を持って神々の住まいに戻り、旅立ちを祝福してもらいましょう」

　ルナマリアは一刻も早く旅をしたくて堪たまらないようだ。

　たしかにゆっくりとしていれば約束の正午を過ぎてしまいそうだったので、僕たちは素早く撤てつ収しゆうするが、帰り道、僕たちはドラゴンよりも厄やつ介かいな存在に遭遇する。

　それは女神ミリアの用意した罠わなであった。
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　無事、竜の穴から戻った僕たち。

　そのまま神々の住まいまで戻ろうとしたが、途中、足が止まる。

　テーブル・マウンテンの森で知り合いに出くわしてしまったのだ。

　彼の名はマックス。立派な牡お鹿じかだ。鹿たちを率いるリーダー的な立場の鹿であるが、なにか困った顔をしていた。

　当然のように声を掛ける。彼も大切な友人なのだ。

「どうしたの？　マックス。浮うかない顔をして」

「ああ、ウィルか。実はだな……」

　暗い表情でマックスは話す。なんでも自分の娘むすめが病気に罹かかってしまったというのだ。この春に結けつ婚こんしたばかりだというのに病に倒れてしまったらしい。

「それは大変だ。あとでミリア母さんと相談してポーションを作るよ」

「それは有り難いが、容態が急変してな。悠ゆう長ちようなことは言ってられなくなった。だから俺が今から薬草を探しに行くんだ」

「それは大変だ。──ちなみにその薬草の名前は？」

「聖蘭草だ」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、僕は天を仰あおぐ。

　ミリア母さんの策士具合に呆あきれたのだ。

　その様子を感じてルナマリアが話しかけてくる。

「ウィル様、動物とお話できるのですか？」

「ああ、そうか、ルナマリアは動物語が分からないんだね」

「はい」

　と、うなずくルナマリアにことの経けい緯いを説明する。

　彼女も僕と同様に驚おどろく。

「まあ──、それは大変です。そしてミリア様はとても策士でいらっしゃる」

「そうだね。きっとこのことを知って僕に竜りゆうの穴まで行かせたんだ。たぶん、マックスに薬草の名前を教えたのもミリア母さんだ」

「となるとその鹿の娘さんを治せるのが聖蘭草だけというのも怪あやしいですね」

「ミリア母さんはポーション作りの天才だよ。たぶん、手持ちの薬草でも治せるはず」

「ここでウィル様が聖蘭草を渡わたすか、試しているのですね」

「たぶんね」

「ならばこのまま薬草を渡しましょう。きっとウィル様の心の優しさを試しているのです。手ぶらで帰っても許してくれましょう」

「それは無理だと思う。ミリア母さんはそういうところは厳しいし、そもそもそんな策略を使うということは僕を不合格にしたいはずなんだ」

「……たしかに。それでは薬草を渡さずに戻りますか？」

「…………」

　僕はマックスという牡鹿を見る。彼の目は憂うれいと悲しみに満ちていた。

　そのような表情をしている友人を無視するのは難しい。

　僕はリュックの中に入れた聖蘭草を取り出す。それを握にぎり締しめるが、最後の最後まで迷った。

　これを渡すべきか否か。

　僕は数秒ほど迷うと、聖蘭草を──。







　その頃ころ、神々の住まいにて。

　治ち癒ゆの女神ミリアは嬉うれしそうにウィルの部屋を掃そう除じしている。

　その姿を見て剣神ローニンは尋たずねる。

「年頃の息子の部屋を掃除するなんて過保護じゃないか」

「なにを言っているの。ウィルはまだ一四歳よ。子供よ」

「一四歳と一一ヶ月だよ。あと一〇日で大人だが」

「ならばあと一〇日、思いっきり甘やかさないと」

　ミリアはるんるんとはたきを掛かける。

　ローニンは吐と息いきを漏らす。

「年頃の息子はベッドの下に女親に見られたくないものを隠かくすものだが」

「うちのウィルをあなたと一いつ緒しよにしないでよ。ウィルはふしだらな子じゃありません」

「まあ、この山には本屋もないしな」

　苦笑を漏らすと、ローニンは話題を転じさせた。

「そういえばもうすぐ正午だというのに余裕だな」

「余裕って？」

「ウィルが試練に打ち勝ってしまうというのに、慌あわててないってことさ。試練に打ち勝てば、山を下りるんだぞ」

「ああ、そのことね。大だい丈じよう夫ぶ、ウィルは試練に失敗するから」

「あの子を舐なめるな。竜くらい余裕で払はらい除のける」

「そりゃあ、下位のドラゴンならばね。でも、ブルードラゴンは倒せても、時間は倒せないわ。どんな勇者にも」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味よ。ウィルの帰り道に、聖せい蘭らん草を必要とする鹿を配置したの。優しいウィルのことだから、きっと採取した聖蘭草を上げてしまうでしょう」

「……おま、なんて狡こう猾かつなことを」

「なんとでもいいなさい。可愛かわいいウィルのためよ」

「まあ、気持ちは分かるがな……。しかし、ウィルが聖蘭草を取りに戻もどったらどうなる？　たしか第一〇階層にもあるのだろう」

「あるわよ。でも、鹿と出会った森から竜の穴に戻るには数時間、さらに第一〇階層に到とう達たつするには数時間掛かるの。無理よ」

「それはどうかな？」

　と反論したのは魔ま術じゆつの神ヴァンダルであった。

　彼は哄こう笑しようしながら近づいてくる。

「なによ、その笑いは」

「いや、おぬしがウィルの実力を過小評価しているのに呆れてな。ウィルならば《飛ひ翔しよう》の魔法を使いこなし、ほんの数十分で竜の穴まで戻れるはず」

「……かもしれないわね。でも、第一〇階層まで到達することは無理。なぜならば第一〇階層は竜の巣になっていて、レッサー・ドラゴンが無数にいるから」

「レッド、ブルー、グリーン、多種多様なドラゴンが住んでいるらしいのう」

「なんで餌えさの少ないこの山にそんなに竜がいるのかしらね」

「わしが調べた限りでは交配のために集まっているらしい。この時季特有だ」

「わお、じゃあ、さぞ、気が立っているのでしょうね」

「だろうな──しかし、ウィルならばその中を突つっ切って、聖蘭草を採取してくるかもしれんぞ」

「無理よ」

「ならば賭かけるか？」

「いいわよ。なにを賭けるの？」

「そうじゃのう。ウィルが旅立つときに交わす最後の抱ほう擁ようの権利」

「いいでしょう──と言いたいところだけど、止やめておきましょう」

「臆おくしたか？」

「そうよ。というか、もう結果が判明しちゃった」

　と言うとミリアはウィルの部屋にある鏡に映像を映す。そこには笑顔で走ってくるウィルの姿があった。両手には抱かかえきれないほどの聖蘭草を持っていた。

　映像の場所を竜の山の第一〇階層に移す。そこにはきょとんとした竜が何匹びきも映っていた。皆みな、翼つばさや身体からだが傷付いている。

　つまり、ウィルは単身、第一〇階層を突っ切り、聖蘭草を採取してきたのだ。

　それを見た剣けん神しんローニンはつぶやく。

「……まったく、底が知れない子供だ。どこまで強くなるのやら」

「男子、三日会わざれば刮かつ目もくして見よ。もしもウィルが旅立ったら、どのような英えい雄ゆうになって帰ってくるか、想像も付かないな」

　魔術の神ヴァンダルはそう漏らし、治癒の女神ミリアを見つめるが、彼女は不ふ機き嫌げんそうに「……ふんっ」と漏らした。

　だが、ウィルが試練を乗り越こえたことは認めているようだ。

「旅に出るのは認めるけど、ほんのちょっとだけよ。半年したらこの山に戻して、もう一生離はなさないんだから」

　どうやらミリアは自分の負けを認め、旅立ちを許すようである。

　旅立ち反対派の最強きよう硬こう派はが認めたことで、ウィルの旅立ちは決定するのだが、その後、成人までの最後の時間をどうやって過ごすかで揉もめに揉めた。
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　竜の山から聖蘭草を持って帰った僕とルナマリアは、神々から総出で迎むかえられ、祝福を受ける。

「よくやった」

「ようやった」

「でかした」

「がんばったわね」

　というそれぞれの言葉で賞賛されると、神々から旅立ちの許可を得た。

　僕とルナマリアは喜び、その場で飛び跳はねるが、ミリアが釘くぎを刺さす。

「はいはい、そこまでー。旅立ちの許可をしましたが、不純異性交遊の許可はしていません」

　ふたりの間に割って入るミリア。

　無論、そんなことはしないが、面と向かってそのように言われると気き恥はずかしい。ルナマリアと少しだけ距きよ離りを取る。

　そんなやりとりに呆れたのか、話を進めてくれたのは万能の神レウスだった。

　大おお鷲わしの姿をしたレウスは口を開く。

「ともかく、ウィルの旅立ちは決まった。一〇日後に出立する」

「すぐにではないのはどうしてですか？」

　ルナマリアが問うてくる。

「深い意味はない。一〇日後にウィルは成人を迎える。丁度いいと思ったのだ」

　それに、とレウスは神々を見み渡わたす。

「こいつらも心の準備が必要だろう。あと一〇日、たっぷり甘やかせてやれ」

　その言葉を聞くとローニンは酒をぐいっと飲み、「しょうがねえな」と口にし、

　ミリアは花が咲さいたような笑顔で両手を挙げ、

　ヴァンダルは長いあごひげをさすりながら「時間を効率的に使う数式を作るか」と、つぶやいた。

　そのやる気満々の姿を見て、僕はため息を漏らす。これはこの一〇日間、寝ねる暇ひまも与あたえられないほど可愛がられるな、と思った。

　ただ、嫌いやな気持ちはしない。

　外の世界を見たいという気持ちは収まらないが、それと同じくらい胸を締しめ付ける思いもある。

　やはり家族に別れを告げるというのは寂さびしいのだ。

　永遠の別れではないが、かなりの長期間、家族の顔を見られなくなるのは確実であった。

　その寂しさを紛まぎらわせるため、この一〇日間、子供に戻ることにする。目め一いつ杯ぱい、父さんと母さんに甘えることにした。




　こうして僕とルナマリアは一〇日間、神々の住まいで日常を送るのだが、残された一〇日の使い道はそれぞれだった。

　剣神であるローニンはいつものように剣の稽けい古こをつけてくれた。

「男は背中で語るもんだ」

　と余計なことは言わず、剣で語ってくれた。

　朝から晩まで剣の修行をする。

　その音を聞いてルナマリアは、

「ウィル様の強さの秘ひ訣けつが分かりました。このような過か酷こくな修行をしていれば強くもなります」

　と言ったが、僕はぽりぽりと指で頰ほおを搔かく。彼女が見けん当とう違ちがいなことを言っているからだ。

　実は今している修行はとてもぬるいのだ。

　普ふ段だんの修行はこのようなものではない。ローニンは僕と最後の語り合いをするため、かなり手を抜ぬいてくれた。

　ルナマリアに説明しても信じてもらえないだろうが、普段は滝たき壺つぼの上から大木を一〇本同時に落とし、それを斬きる修行などをしているのだ。

　それに比べれば剣を打ち合う修行など遊びであったが、最後の時間くらい剣と剣で語り合いたかったのだろう。

　僕もそれは望むところだったので、朝から晩までローニンと剣で会話を繰くり広げた。

　剣神とはそのように過ごしたが、女親であるミリアはただただ僕を甘やかすだけだった。

　朝昼晩と僕の好きな料理を作ってくれたり、一緒にお風ふ呂ろに入ったり、服を新調してくれたりした。

　一緒にお風呂に入ったときは特製のシャンプーで髪かみを洗ってくれた。

「女の子のような艶つややかな髪ね。旅の途と中ちゆうでもちゃんと手入れするのよ」

　と髪を撫なでられる。

　ミリアは女の子を育てたかった、と常つね日ひ頃ごろから言っていたので、美容には五月蠅うるさかった。あまりムキムキになって帰ってこないように、と釘を刺される。

「女の子が欲ほしいならば、ルナマリアと一緒にお風呂に入ったらいいかも。彼女の髪は手入れのしがいがあるよ」

　美しい銀ぎん髪ぱつが頭に浮うかぶが、ミリアも案外、まんざらではないようだ。

「いきなりうちの可愛いウィルをさらいにきた子だけど、根は悪い子ではないみたいね。──違ちがった形で出会ったら、娘むすめみたいに感じていたかも」

　と口にはするが、まだウィルはやれない、と闘とう志しを燃やす。

「ウィルとお風呂に入れるのは私だけ。あんな小娘に負けないわよ」

「大人になったらさすがに一いつ緒しよには入れないよ」

　と言うとミリアは「だーめ」と僕を抱だきしめる。僕は厭いやがるが、その後、身体の隅すみ々ずみまで洗われて、一緒のベッドで寝かされた。

　まあ、これもあと一〇日だと思うと我が慢まんできる範はん囲いではあった。

　ローニンの剣の稽けい古こがない日はヴァンダルの書しよ斎さいに籠こもり、一緒に本を読んだ。会話はほぼない。

　ヴァンダルは本を読むときはとても集中する。三日くらいなにも口にせず、トイレに行くのも億おつ劫くうそうにする。
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　その弟で子しである僕も似たようなところがあり、本を読んでいるだけでいくらでも時間を潰つぶせた。

　僕は街で流行している小説を読む。ヴァンダルは古代魔法文明の未読の書物を読んでいた。

　ただ、ゆったりと時間が流れるが、ヴァンダルはぽつりとつぶやく。

「──そういえばお前が読みたがっていた本があったな」

　と言うと本ほん棚だなの奥にある本を差し出す。

「旅の途中で読むがいい。いい暇つぶしになる」

「いいの？　これは読んでは駄だ目めと言っていたけど」

　この本は狂くるえる魔ま術じゆつ師しリン・バザムという人が書いた本である。悪書と呼ばれ、読んだものを邪じや悪あくに導くといわれ、禁きん忌き経典として扱あつかわれていた。

　僕のような未熟なものは絶対に読まないように、ときつく注意されていた本だ。

「もうじきお前も大人だ。善悪の区別も付く。それにわしはお前に清せい濁だく併あわせ吞のむような大人物になってもらいたいのだ」

「清濁併せ吞む──」

「そうじゃ、お前ならば悪と善だけにとらわれず多くの人々を救う存在になれるだろう。そのためには色々なことを学んだほうがいい」

「分かった。ヴァンダル父さんのくれた知識、絶対に無む駄だにしない」

「無駄にしてもいいさ。ただ、取捨選せん択たくしてほしい。無限にあふれる情報の中から、真に必要なものを選び出せる能力を持ってほしいのだ」

　ヴァンダルは一いつ瞬しゆんだけ遠い目をすると、そのまま読みかけの本に視線を戻もどす。

　僕もそれ以上なにも言わず、小説を読み続けた。




　このように三人の神々と過ごすウィル。その間、ルナマリアは気を利かせ、そっとしておいてくれた。

　巫み女ことしての修行をすると、ひとり、森の奥に出で掛かけていた。

　ルナマリアは滝たきを見つけると、そこで身体からだを清め、滝に打たれる修行をする。

　全ぜん裸らになった彼女は神に祈いのりを捧ささげながら懊おう悩のうする。

「──念願の勇者様には会えた。とても素晴らしいお方だった。しかし、彼を見ていると邪じや念ねんが湧わいてしまう」

　家族と仲良く暮らす様を見ていると、羨うらやましいという気持ちが湧いてしまうのだ。

　ルナマリアは幼き頃ころに両親や家族を亡くし、以後、ずっと神しん殿でんに籠もって修行してきた。

　温かい家族というものから何年も遠ざかっているのだ。それゆえに仲なか睦むつまじいウィルたちを羨ましく思ってしまうのは仕方ないように思われたが、根が真面目なルナマリアはそのことを戒いましめる。

「羨んでは駄目、羨んでいるといつかその感情は嫉しつ妬とに変わる──」

　自分にそう言い聞かせるが、いくら水を浴びても煩ぼん悩のうは消え去らない。

　ルナマリアが懊悩していると、小さなヒヨドリがやってくる。

　そのものはルナマリアに語りかける。

「地母神の巫女よ。悩なやんでいるな」

「……その声はレウス様？」

「そうだ。我はヒヨドリの姿で話しかけている。お前はウィルたちを見て遠えん慮りよしているようだな」

「……神に隠かくし事はできませんか。その通りです」

「仲睦まじい家族を羨んでいるようだな」

「はい」

「羨むのは悪い感情ではない。それが嫉妬に変わらなければ」

「ですが、自信がありません。いつか醜みにくい感情にとらわれてしまうような気がして」

「ならば自分からその幸せに飛び込むのだ」

「飛び込む？」

「そうだ。ウィルと神々の中に入ればいい。彼らは快くお前を迎むかえるだろう」

　──ミリアは嫉妬交じりに虐いじめてくるかも知れないが、と冗じよう談だんを言うレウス。

「しかし、私などが……」

　と言うと遠くからウィルの声が聞こえる。

　どうやらあまり姿を見かけないルナマリアを心配してやってきたようだ。

　レウスは言う。

「ウィルは見ての通りの子だ。神々を父母として大切に思っていると同時に、山の動物も大切な仲間だと思っている。あの子にとって愛いとおしきものは皆みな、家族なのだ。その中に盲もう目もくの巫女が加わっても邪じや魔まに思うことはない。いや、誰だれよりもお前を大切に扱うだろう」

　ヒヨドリはそう予言を残すが、ルナマリアは反論する。

「そうでしょうか？　ならばなぜ、ウィル様は近づいてこないのでしょうか？」

　音を聞けばウィルは数十メートル離はなれた場所に留とどまっていた。家族ならば、仲間ならばもっと近づいてほしかった。

　ただ、それについてはルナマリアの勘かん違ちがいであるのだが。

　レウスは飛び立つ前に言う。

「ウィルが立往生しているのは、お前が裸はだかだからだ。美しき裸ら身しんを持つ少女よ、少年とは年とし頃ごろの娘の裸を気軽には見られないのだ」

　その言葉を聞いて自分が素っ裸であることを思い出す。

　神殿では女性しかおらず、平気で肌はだを晒さらすことができた。しかし、異性の前では肌を晒してはいけないことを思い出す。

「──目が見えないのを不自由と思ったことはありませんが、これからは注意しないといけませんね」

　ルナマリアはタオルで身体を拭ふくと衣服をまといウィルのもとへ向かった。

　その後、ウィルに誘さそわれて皆で食事を取った、豪ごう勢せいな食事で女神ミリアが焼いたケーキも出てきた。

　ローニンは酒を飲み、ミリアはケーキを切り分ける。ヴァンダルは食事中も本を読む。ウィルは楽しそうにそれらをにこにこと見る。

　ルナマリアは楽しいという感覚をひさしぶりに思い出した。
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　このように最後の日々を過ごす僕たち。

　時間は無情にも過ぎる。

　旅立ちの当日を迎える。

　成人の日。僕の一五歳の誕生日当日、僕はリュックサックに荷物をまとめるとそれを担いで家の外に出た。

　そこには家族たちがずらりと並んでいる。

　剣けん神しんローニンは酒さか瓶びんを持って酔よっ払ぱらっていた。なんでもやけ酒をしたらしい。

　治ち癒ゆの女神ミリアはかなり化け粧しようが濃こい。なんでも泣き腫はらした顔を見られたくないそうだ。

　魔ま術じゆつの神ヴァンダルだけが冷静なように見えたが、それはふたりと比ひ較かくすれば、であった。実際はかなり落ち込んでいる。

　万能の神レウスは説明する。

「このものたちは別れを惜おしんでいるが、今さらお前を翻ほん意いさせようとは思っていない。もはや皆、お前の旅立ちを歓かん迎げいしている」

　レウスがそう宣言すると、ローニンが僕の胸を小こ突づく。

「いい革の胸当てだ」

「ローニン父さんがくれたものだよ」

「ああ、お前にはフルプレート・アーマーよりもそっちのほうが似合う」

　ローニンはにこりと微笑ほほえむと拳こぶしを突つき出す。僕も真似る。

「ミリアのやつは相変わらずルナマリアをいびっているな」

　見ればミリアはルナマリアに僕が好きな食べ物、寝ねる時間などをレクチャーしている。ルナマリアも真面目にメモをしていた。

「存外、いい嫁よめ、姑しゆうとめになるかもな」

「気が早いよ。それに彼女は巫女だ。神と結けつ婚こんしている」

「神様と離り婚こんしちゃいけない法はない」

「そうだね。神様だって地上に降りてきて子育てする時代だ」

「そうだ。ま、その子育ても終りが見えてきたが」

「終ったら天界に帰るの？」

「さあ、どうするか。新しき神々だからな、俺たちは」

　新しき神々とは地上に降りて暮らしている神々をさす。基本、神様は天界で暮らすのだが、天界で暮らしている神は古き神々と呼こ称しようされる。

「天界に戻っても会いに行くよ」

　と言うとヴァンダルのほうに振ふり向き、彼の懐ふところに飛び込む。

「……ヴァンダル父さんもさようなら」

　ヴァンダルは僕を抱きしめる。細身なのにとても力強い。

「これは別れではない新たな出で逢あいの始まりだ。お前はこの旅でより多くの仲間、友人と出会うだろう。もしかしたら新しい家族とも出会えるかもしれない」

「出会ったら真っ先に紹しよう介かいするよ」

「そうしてくれ。さて、あまり長話をすると別れが辛つらくなる。抱ほう擁ようはここまでだ」

　と言ってヴァンダルは一歩後ろに下がった。辛しん気きくさくならないのはヴァンダルらしいと思った。

　僕はヴァンダルをしばし見つめると、ミリアに出立を告げる。

　ミリアは僕を抱だきしめて離さないかと思ったが、意外にもなにもしてこなかった。

　ただ、鼻水を流すほど顔を歪ゆがめ、手を振る。

「もう旅出たせる決意をしたから、これ以上なにも言わないけど、ちゃんと手紙を書くのよ」

「分かったよ。ミリア母さんもローニン父さんとあまり喧けん嘩かしないでね」

「あんな酒飲みに構っている暇ひまはないわ」

　と言うとミリアはポーションをいくつかくれる。冒ぼう険けんに役立つだろうという言葉を添そえて。

「ありがとう」と受け取ると、僕は彼らに背を向ける。このままだといつまでも別れ難さにこの場に留まってしまいそうだったからだ。

　早くテーブル・マウンテンを出立し、人間の街に行きたかった。

「そういえばウィル、旅をするとは聞いたけど、なにか目的はあるの？」

「さあ、ノープランだけど」

　と、ルナマリアのほうを見つめるが、彼女は神々に自分の心の内を話す。

「取りあえず神しん託たくに従い北を目指します」

「北か……、このミッドニア王国を出て行くのか？」

　と、白いあごひげを撫なでるのはヴァンダル。彼はこの世界の地理に詳くわしいのだ。

　ルナマリアはかぶりを振る。

「いえ、ミッドニアとの国境にある森に向かいます。そこにあるという聖剣を抜ぬこうかと」

「国境にある聖剣とはデュランダルのことか？」

「はい」

「しかし、あれは勇者にしか抜けないことになっているが」

「ウィル様ならば勇者の資格はあるかと」

　ふたりの視線が僕に注がれるが、そのような目をされても困る。

「何度も言うけど僕は勇者の印がないんだ」

「勇者とは印ではなく、その心根だと思っています。山の動物を助ける優しい心、悪漢に襲おそわれる私も助けてくれました」

「通りかかれば誰でも助けるよ」

「そんなことはありません。この世界は案外世せ知ち辛がらいのです」

　ルナマリアがため息交じりに言うと、ヴァンダルも首しゆ肯こうする。

「その通りじゃ。世間様は案外冷たい。ウィルはこの旅でそのことを身をもって知るだろう。しかし──」

「しかし？」

「世間の温かい一面も知ることになる。糞くそみたいな世界じゃが、世の中、捨てたものではないと錯さつ覚かくさせてくれる善人も稀まれにいる」

「ルナマリアみたいな子もいるってことだね」

「そうだな。ここまで清らかな巫み女こはそうそういないが、彼女のような人間もいる」

　と言うとルナマリアは顔を染めるが、反論はしなかった。そろそろ出立の時間だからである。

「それではそろそろ旅立ちますね」

　ルナマリアがそう言うと、神々は名残なごり惜しそうに僕を見送る。

　全員がその場から動かなかったが、それでも僕が見えなくなるまで手を振り続けてくれた。




　僕たちが去ったあと、神々はしんみりとつぶやく。

「ああ、可愛かわいいウィルが旅立ってしまった」

　ミリアの落らく胆たんは凄すさまじい。この前、白髪しらがが一本生えていたのを発見したときよりも落ち込んでいる。

　豪ごう胆たんなローニンですら肩かたを落とす。

「……くそう、やけ酒だ」

　と酒瓶をぐいっと呷あおるが、ヴァンダルだけは比ひ較かく的てき冷静さを保っていた。

「……まあ、旅立ったものはしかたない。より多くのものを得て帰ってくるのを祈いのるばかりだ」

　ヴァンダルはそうまとめると研究室に戻もどろうとする。

　ふたりはその酷こく薄はくさを批難するが、ヴァンダルは気にした様子もなく去る。ただ、なにもないところでよろめく。内実はかなりショックを受けているようだ。

　その光景を見て軽く笑みを漏もらすふたりの神々。

　ミリアはヴァンダルの肩を担ぐと、ローニンは酒瓶を掲かかげ言う。

「おい、じじい。研究など休みだ。今日は飲もう」

「なにを言う。わしは研究を──」

　ヴァンダルの言葉が止まったのは意外な人物が呼応したからだ。

　普ふ段だん、一いつ緒しよに酒を飲まないミリアまでも「飲むわよ」と誘ってきた。

　こうなったら飲むしかないか、と腹をくくるヴァンダル。たしかに彼らの言う通り、今日はなにをしても頭に入らないだろう。

　そのまま家に戻り、酒を飲むが、途と中ちゆう、ミリアがあることに気が付く。

「そういえばレウスはどこに行ったのかしら。彼も誘いたい」

　その問いに答えたのはヴァンダルだ。

「レウスは大おお鷲わしになって大空を旋せん回かいしている。神域を出るまでウィルを見つめていたいのだろう」

「ずるい。私たちは我が慢まんしているのに」

「まあ、いいじゃないか。この一〇日間、俺らがウィルを独どく占せんしてしまったし」

　ローニンが珍めずらしく弁護したのでミリアは引き下がる。

「まあ、いいか……、レウス、ウィルの無事を見守ってね」

　ミリアはぽつりとつぶやくと、神々の家で一番度数の高い酒をぐいっと飲んだ。

　その飲みっぷりは酒しゆ豪ごうのローニンよりいける口であった。




　一方、大空を旋回するレウスは風に身を任せながら大地を見下ろす。

　ぽつんと小さな点のようなものがふたつある。ウィルとルナマリアだ。

　すでにかなりの距きよ離りを歩いており、無事、神域を出られそうである。

　レウスはそのまま彼らに付いていきたい気持ちにあふれていたが、すんでのところで思いとどまる。

　レウスは新しき神々の中でも一番古き神に近い。

　古き神は神域を出てはいけないのだ。本来ならば天界にいなければいけない存在。地上にあまり干かん渉しようしてはいけないのだ。

　ゆえにこのテーブル・マウンテンに引き籠こもり、瞑めい想そうする日々を過ごしていた。

　それを思い出したレウスは大空を旋回すると、そのまま山へ戻る──。

　ことはなく、そのままウィルたちを追った。

　たしかに神々は地上のことに干渉してはいけない不文律はあったが、大空を舞まってはいけない法はなかった。

　上空から愛する息子を眺ながめることくらい許されるだろう。

　神の掟おきてを勝手に解かい釈しやくしたレウスはそのままウィルたちの上空を飛びながら、彼を陰かげながら見守ることにした。

「……ローニンやミリアは不平を漏らすだろうが、まあ、これもあの山の主の役得だ。我がウィルを拾ったのだしな」

　レウスはそう漏らすと、翼つばさをさらにはためかせ、大空を舞った。








第三章　剣けんの勇者
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　神々の山、テーブル・マウンテンから下山した僕。

　そのままテーブル・マウンテンの周囲を包む大森林を進む。

　小鳥や子こ鹿じかを見かける。この森は豊ほう穣じようの森なのだ。

「このように豊かな森はミッドニアでもそうそうありません」

「そうなのか。僕は山を下りたことないから分からないや」

　当たり前の返答をするが、実は心ここにあらず、である。

　初めての下界、僕の心は逸はやっている。

　テーブル・マウンテン以外の森に興きよう味み津しん々しんだった。

「なんかちょっと生えている木が違ちがうね」

「それは植生というやつですね。地方によって生える木々は変わります」

「なるほど」

「温暖な地域では小さな木々が密集し、ジャングルになります。寒い地域には針葉樹などが多いですね」

「ローニン父さんはスギの花か粉ふん症しようだから北方に行けないな」

　そう笑うとルナマリアも同意してくれる。

「そうですね。さて、出立してかなり経たちましたし、そろそろ昼食にしませんか？」

「いいね。ローニン父さんが作ってくれたサンドイッチを食べよう」

　と言うとルナマリアはシートを敷しき始める。薪まきに火を点つけ、お湯を沸わかす。手て際ぎわが良い。

　僕も手伝うよ、と言うと彼女は右手を突つき出し、止める。

「先日も言いましたが、私はウィル様の従者です。食事の用意は私の仕事」

「でも、ふたりでやったほうが効率的だ」

「今は急ぐ旅ではありません。ゆっくりと北部へ行きます。ウィル様はその間、初めての下界をご堪たん能のうください。さしあたり、この辺を散策されたらいかがでしょうか？」

　という提案をされたのでそれを受け入れる。

　いくら言ってもルナマリアの決意は変わらなそうだったし、それに彼女の言う通り、初めての下界を堪能したくて仕方なかったからだ。

　僕は先ほど見つけた滝たきを見学しに行くことにした。

　テーブル・マウンテンにも滝はあるが、この森にはテーブル・マウンテンにはいない魚もいるとのことだった。

　魚さかな釣つりが趣しゆ味みのひとつである僕は、どのような魚がいるか、確認だけでもしておきたかった。

　そのような理由で滝たき壺つぼに向かったのだが、そこで僕は新たな出で逢あいをする。

　滝壺で魚を獲とっている少年を見つけたのだ。

　年ねん齢れいは僕よりも下だろうか。一二歳前後に見える。金色の髪かみを持った少年だった。

　彼は木の棒に糸をくくりつけ、滝壺にたらしている。釣りをしているようだ。

　その光景を見て、小説のシーンを思い出す。

「……ええと、こういうときは釣れますか？　と尋たずねればいいんだよね？」

　誰だれに言うでもなくつぶやく。ルナマリア以外の人間とは初めて話すので緊きん張ちようする。ましてや同じ性別の男の子と話すのは初めてだ。

　もしかしたら友達になれるかもしれないし、最初の挨あい拶さつが肝かん心じんだと思った僕はこほんと咳せき払ばらいをすると後ろから声を掛かけた。




「あ、あの、初めまして！　僕の名前はウィル！　君の名前は？」




　かなりうわずった上に大声だったので、声を掛けた少年は「わ！」とその場で飛び跳はねる。

　あまりのことに釣り竿ざおを落としそうになったので、慌あわてて空中でキャッチする。

　彼はなにごとか？　と僕のほうを見るが、僕が人間だと分かって安心したようだ。ただ、驚おどろかされたことを批難する。

「急に声を掛けないでください。熊くまかと思いましたよ」

「ごめん、楽しそうに釣りをしていたから、声を掛けたくなって」

「まさか、こんな森の奥で人と出会うとは思いませんでした」

「それは僕もだよ。麓ふもとの村から結構離はなれているみたいだけど」

「ええ、僕はとあるお方の従者なのです」

「従者？　誰の？」

「勇者様ですよ。剣の勇者様の従者を務めています」

　えっへん、と胸を張る少年。

　てゆうか、少年だよね？　かなり線が細く、可愛らしいので女の子のように見えるが。少年の頭頂から足下を見つめるが、彼の性別よりも大切なことを思い出す。

「剣の勇者？　へえ、勇者様の従者なのか。あれ？　でも、近くにはいないよね？」

　周囲を見み渡わたすが誰もいない。集中し、さらに範はん囲いを広めるが、ルナマリア以外の気配は感じない。

「……ええと、剣の勇者様は森の縁ふちにいます。そこで僕が魚を釣ってくるのを待っているのです」

「君は魚を釣るためだけにここにやってきたのか」

「はい。剣の勇者様がどうしてもこの森の主を食べたいと言ったので」

「主？」

「はい。この森のこの滝壺に主と呼ばれる魚がいます。東方の外来種で、コイタロウと呼ばれる魚です」

「コイタロウね。主と言うくらいだからでかいのかな」

「おそらくは」

「でも、酷ひどいね。君のような子供にひとりで釣りに行かせるなんて」

「はは、慣れましたよ」

　と自じ嘲ちよう気味に笑う少年。どうやらこのようなことはよくあるらしい。

　夜中にメロンが食べたいとか、朝一番に和食が食べたいとか、剣の勇者様は我わが儘ままの名人らしい。

　軽く同情していると彼は「忘れていました」と頭をかく。

「僕の名前はリンクスと言います」

「いい名前だね。僕の名前はウィル。よろしくね」

　と、右手を差し出し、握あく手しゆをする。

「力強い握手から友情が生まれる」というローニンの言葉に従い、力を込めるが、フルパワーの三十分の一で行う。ヴァンダルいわく、僕がフルパワーで握手すると普ふ通つうの人間は骨折してしまうらしい。

　それでも結構強かったのか、リンクスは少しだけ表情を歪ゆがめるが、握手が成立すると場の雰ふん囲い気きが和なごむ。

　その後、取り留めもない話をするが、途と中ちゆう、リンクスはとあることに気が付く。

「あ、そろそろ仕事に戻もどらないと」

「仕事ってコイタロウ釣り？」

「そうです。もう三日も粘ねばっているのですが、なかなか釣れなくて」

「コイタロウなんていないんじゃ？　もしくは餌えさが悪いのかも？」

　餌はなにを使っているの？　と、少年に釣り竿を返しながら尋ねた。

「餌は生きたカモを使っています」

「生きたカモ？」

　滝壺を覗のぞけばたしかにそこにはカモがいた。そのカモの首に太めの糸が巻き付けられている。

　カモは悠ゆう然ぜんと泳いでいる。

「…………」

　世間知らずの僕であるが、釣りに関しては五月蠅うるさい。そんな餌じゃ絶対に釣れない、と言おうと口を開いた瞬しゆん間かん、少年の持っている釣り竿がしなる。

「こ、これは!?」

　少年の顔色が変わる。興奮しているのが分かる。

「この引き、きっとコイタロウです」

　見れば先ほどまでいたカモは水面にいなかった。なにものかに捕ほ食しよくされたようだ。

「あの餌で釣れたのか。しかも、これはすごい大物かも」

「はい。コイタロウはとても大きいんです」

　と木の竿さおを引っ張るが、あまりに大物なので少年ごと引き込まれそうになる。僕は後ろから彼を支え、一いつ緒しよに引っ張るが、その引きは尋じん常じようじゃなかった。

「──なんていう引きだ。このままじゃ滝壺に引き込まれる。手を離すんだ」

「それはできません。勇者様にコイタロウを持っていかないと従者を首になります」

「君ごと食べられちゃうよ」

「そのときはそのときです。従者を首になるよりマシです」

　命のほうが大事だろうに。まったく、なんて我が儘な勇者様だ。そう思ったが、口にはしなかった。また、僕たちも滝壺に引き込まれることはなかった。途中で木の竿が折れたからだ。

　この竿ではあのような巨きよ大だいな魚を釣り上げることはできない。

　釣り竿が折れたことに落らく胆たんしているリンクスだったが、落胆していられるのも一いつ瞬しゆんだけだった。次の瞬間、「ざぱーん」と水面から音がしたと思うと、巨大な魚が空中に飛び出す。

　見れば僕の三倍はあろうかという巨大な鯉こいがリンクス目掛け、飛びかかってきた。

　そのままリンクスを捕食するつもりのようだ。

「なんて化け物だ」

　僕は呆あきれたが、リンクスはあまりのことに声を失っている。なにもできずに立ち尽つくしている。

　このままではリンクスは鯉に捕食されることだろう。──このままならば、だが。

　しかし、そのようなことにはならない。僕の右手はすでに腰こしの短剣に伸のびていた。

　僕は二文字の魔ま法ほうを詠えい唱しようする。




「斬ざん！」




　と叫さけぶとミスリル製のダガーが青色に光り、斬の文字が浮うかび上がる。

　これは東洋の漢字と呼ばれるルーン文字だ。斬とはスラッシュの意味である。この付ふ与よ魔ま法ほうを掛けると剣けん閃せんが何倍にも強くなる特性があった。

　僕はその特性を生かし、コイタロウを斬きる。コイタロウを真っ二つにする。

　リンクス少年の横を駆かけ抜ぬける青白い剣閃。それはそのままコイタロウに直ちよく撃げきし、巨きよ魚ぎよを切り裂さく。

　目の前で巨魚が切り裂かれるのを呆ぼう然ぜんと見つめるリンクス。彼は腰を抜かしながらつぶやく。

「な、なんて剣閃なんだ。剣の勇者様でもこんな剣閃は放てない」

　少年はキツネにつままれたかのように僕のことを見つめていた。

　──たぶん、少年だよね？　山育ちの僕は人の性別を見分けるのが少し苦手だった。




　　　　†




　このように剣の勇者の従者を助けた僕。

　コイタロウに飲み込まれずに済んだ彼は、感謝の念を言葉にするが、くしゃみもする。

　コイタロウがはねたときに水をもろに被かぶってしまったのだ。

　このままでは風か邪ぜを引く、そう思った僕は彼をルナマリアのところへ案内する。

　ルナマリアはちょうど、湯を沸わかし終え、お茶を入れようと準備をしていた。

「ルナマリア、よかったらこの子にもお茶を注いでくれないか？」

　と言うと彼女は微笑ほほえみながら了りよう承しようしてくれる。

　目が見えるかのようにてきぱきとカップを三人分用意し、お茶を注ぐ。その間、リンクスは服を脱ぬぎ、乾かわかす。

「ウィル様はミルクですか？　それともレモンの蜂はち蜜みつ漬づけですか？」

「僕はミルクで。ええと、リンクスは？」

「僕はレモンの蜂蜜漬けでお願いします」

　と言うとルナマリアは手早く用意する。ちなみに彼女はストレートで飲むようだ。

　目の前にカップを置かれる。旅用の木のカップだが、綺き麗れいな巫み女こさんが入れてくれたと思うと神聖なもののように見える。

「…………」

　僕はしばらく無言でお茶を飲むと、ルナマリアが話しかけてきた。

「ウィル様、その子とはどのような関係なのでしょうか？」

「ああ、そういえば紹しよう介かいしていなかった。この子はリンクス。さっき、滝たき壺つぼで出会ったんだ」

　リンクスは気き恥はずかしげにうなずくと、命を助けられたことを説明する。

「まあ、そのように巨大な魚が。一度、見てみたいものですわ」

「滝たきに行けば死体が残ってると思うけど……」

　それ以上言葉を繫つなげなかったのはルナマリアが盲もう目もくであることを思い出したからだ。

「まあ、鯉なんて見ても面白いものじゃないよ。泥どろ臭くさくて不味まずいし」

「たしかに鯉はあまり美味おいしくないらしいですね」

「うん、ルナマリアには今度美味うまい魚を用意するよ。川魚ならばやっぱり鮎あゆか鰻うなぎだね」

「鰻は大好きですわ。パイにするととても美味しいです」

　僕はミリアが作ってくれたパイを思い出す。

　唾だ液えきが漏もれ出るが、そういえば昼食を取ろうとしていたことも思い出す。

　僕たちはリンクス少年にもサンドイッチを分け、昼食を取る。

　リンクス少年は目をぱちくりとさせる。

「…………」

「どうしたの？　口に合わない？」

「違ちがいます。とても美味しいです。でも、こんなに親切にしてもらったのは初めてで」

「剣の勇者様は大切にしてくれないの？」

「はい。僕の両親は他界していて出で稼かせぎで勇者様の従者をしているんです。──勇者様は従者の食事には無関心で」

　悪い人ではないのですが、と苦笑いを浮かべる。なんでも自分と女性以外に無関心なだけらしい。

「そうなのか。大変だな。まあ、食べなよ。これはローニンというサムライが作ってくれたんだ。豪ごう快かいな人だけど、案外、料理は得意なんだよ」

　ローニンが作ってくれたサンドイッチは、肉や野菜がこれでもかと入っている。無骨な見た目だが、味は最高である。

　恐おそる恐る食べるリンクス少年。彼は──

「美味い！」

　と絶賛をする。

「この白いソースがとても美味しいです」

「それは神々の秘伝のレシピ、マヨネーズというソースだよ」

「マヨネーズ？」

　疑問のクエスチョンマークを浮かべたのはリンクスだけではない。ルナマリアもきょとんとしている。

「マヨネーズとは異世界からやってきた異世界人が神々の世界に広めた魔法のソースなんだ。鶏けい卵らんと油と酢すで作るのだけど、とても長持ちで、美味くて、栄養がたっぷりなんだよ」

「それはすごいです。神々はこんなものも知っているのですね」

「うん、この世界のことだけじゃなく、あらゆる次元のことに精通している。特にヴァンダル父さんはとても詳くわしい」

　我が家にマヨネーズを広めたのも魔ま術じゆつの神ヴァンダルであった。

　神々の家ではとても珍めずらしいものが食べられるのである。

　密かな自じ慢まんであるが、サンドイッチをむさぼっているリンクス少年を見ると、愛情一杯で美味しい料理を毎日食べられるのはとても贅ぜい沢たくなことだったと悟さとる。なのであまり自慢しないように気を付けると、リンクス少年に尋たずねた。

「コイタロウの切り身は手に入れたみたいだけど、勇者さんのところに持って行くのかい？」

「はい。食事が終ったらすぐにでも」

「そうか。鯉はあまり美味くないんだけどね」

「それでも持って行かないと」

　なんでも勇者は味よりも珍しさに注目しているようだ。たぶん、一口食べたら飽あきるだろう、と言う。

「我わが儘ままな勇者様ですね。鯉を食べるためだけに従者をこんな危険な森に派は遣けんするなど」

　ルナマリアは吐と息いきを漏らす。

「危険なの？　この森は？」

　僕が尋ねると彼女は答えてくれる。

「神々の山へ続くこの森には凶きよう悪あくな魔ま物ものが潜ひそんでいることでも知られています」

「てゆうか、ルナマリアはそんな危険なところを一人で突つっ切ってきたの？」

「私は幼き頃ころからウィル様にお仕えするように鍛たん練れんを積んできましたから」

「それにしてもすごいな。ルナマリアは」

「本当です」

　とリンクス少年も首しゆ肯こうするが、彼はサンドイッチの最後の一片を名残なごり惜おしげに食し終る。

　指の先に付いたマヨネーズを舌で舐なめ取ると、立ち上がり、ぺこりと頭を下げる。

「命を助けて頂いた上にこんなに美味しい食事までご馳ち走そうしてもらってありがとうございます」

「剣の勇者のもとへ戻もどるんだね」

「はい。それが従者の務めですから」

　と言うリンクス少年を見たあと、ルナマリアのほうに振ふり向く。彼女は空気の動きだけで僕が見つめていることに気が付いたようだ。軽く首を縦に振る。

「リンクス。よければだけど、剣の勇者のもとまで僕たちも付いて行くよ」

「え？　あなたたちもですか？」

「うん」

「でも、そこまで面めん倒どうを見てもらうのは悪いです」

「面倒を見るなんて大層なものじゃないよ。そうだ、勇者様の顔を見たいということで」

「顔ですか？」

「うん、僕は田舎いなか暮らしでね。勇者様なんて生まれてから一度も見たことがないんだ。どんな人かこの目で見てみたい」

　噓うそではない。

　勇者という存在には興味があった。ルナマリアは僕のことを勇者と言うが、本物の勇者というものがどのようなものであるか、この目で確認したかった。

「分かりました。それでは剣の勇者様に紹介しますね」

「うん、よろしく」

　と言うと僕は右手を差し出し、リンクスと握あく手しゆをする。僕より年若い少年の手はとても華きや奢しやだった。ルナマリアと同じくらいに小さい。

　こうして僕は森の端はしまで少年を送り届けるという使命を得た。

　簡単な仕事かと思われたが、食事の後片付けをするルナマリアはぽつりと漏らす。

「少年を連れてきたときから覚かく悟ごしていましたが、まさか、本当に一いつ緒しよに旅をすることになるとは。ということは森で化け物と遭そう遇ぐうする、という神しん託たくも成立してしまうかも」

　何気ない一言であるが、その予言は数刻後に現実のものとなる。




　　　　†




　このような経けい緯いで一時的に三人パーティーとなった僕たち。

　ただやることはふたりのときと変わりない。この森を抜けるため、黙もく々もくと歩む。

「テーブル・マウンテン以外の森は新しん鮮せんだけど、早く街か村というところに行きたいな」

「え？　ウィルさんは街や村を知らないのですか？」

「うん、まあね──」

　と言ったあとにわずかに間があったのは、神々の山で暮らしていたことを話すか迷ったからだ。

　ルナマリアに視線を送ると彼女はこくりとうなずく。隠かくすようなことではない、ということだろう。

　しかし、吹ふい聴ちようするようなことでもないので、その旨むねを前置きし、リンクスに伝える。

「実は僕は神々の山で暮らしていたんだ。テーブル・マウンテンの奥で」

「あの山に人が暮らしていたんですか？　それは知らなかった」

「まあね」

　その神々が父さんと母さんなんだ、とは言わない。

「だから下界のものが珍しくてね。見るものすべてが新鮮なんだ」

「それは面白いですね。僕には見慣れた光景だけど」

「まあ、実は森はそんなに山の上と変わらないから少し飽きつつはある」

　見れば時折、子リスや鹿しかなどを見かけるが、それは山の上にもいた。むしろ、山のほうがカーバンクルや篦へら鹿じかもいた分、多種多様であった。

　植物が若干違うこと以外、大きな差異はなく、下山した当初ほどの感動はない。

　しかしそれでも道をひたすら進む感動はあるが。

　と少年に語っていると、少しずつ視界が開けてくる。

「森の縁に到とう着ちやくしたようです」

　というリンクスの言葉で、森林を抜ぬけつつあると察する。

「この辺に剣けんの勇者様はいるんだっけ？」

「はい。気が変わられていなければこの辺でキャンプをしているはずですが」

　とリンクスは迷うことなく先導すると、岩いわ陰かげにキャンプしているのを見つける。

　立派なテントが張ってあり、木々の間にはハンモックもある。

　それらすべては勇者の従者であるリンクスが用意したものらしい。手配が大変だったという。

「手配もだけど、運ぶのも大変そうだ」

「それは専門の歩ぼつ荷かなどがいますから」

「従者に歩荷か。勇者様の待たい遇ぐうはすごいね」

　と言うとその勇者様を探すが、きょろきょろと見み渡わたしても誰だれもいなかった。

　ただ、先ほどまで火をくべていた痕こん跡せきがある。

　何事かあったのだろうか？　と心配するとリンクスは「大だい丈じよう夫ぶです」と言う。

「弓矢一式がありません。それに勇者ガールズもいないようですから、たぶん、狩かりにでも出で掛かけているのでしょう」

「勇者ガールズ？」

「はい。剣の勇者様専属の応おう援えん隊です。村々から選せん抜ばつし、『きゃー！　すごい！　勇者様素敵ー！』と声援を送らせるためだけに近くに置いています」

「それはすごいな……」

　と呆あきれる。ルナマリアもなにか言いたげにしているが、彼女から皮肉が漏もれることはない。それよりも先に彼女は異変を察知したからだ。

　ルナマリアが険しい顔をしたので僕はすぐに臨戦態勢に移行する。

　彼女に問いただす。

「危険が迫せまっているんだね」

「はい、遠くから金属音がします。鎧よろいが動く音、それに剣を振るう音です」

　ルナマリアの聴ちよう覚かくを全面的に信しん頼らいしている僕は、《遠見》や《鷹たか見み》の魔ま法ほうを使うことはない。彼女に方角を示してもらうだけだった。彼女は白い指を南東にさす。

「ここから一〇〇メートル先で戦せん闘とうが行われています。──複数人、います」

「おそらく、剣の勇者様だね」

　リンクスもうなずくので、僕はそちらのほうに駆かけ出した。

　するとそこでは剣の勇者と思われる一行とゴブリンたちの戦闘が行われていた。

　剣の勇者と思われる派手な格好をした男が先せん陣じんに立ち、その後方に女戦士と女神官、女魔ま術じゆつ師しがいる。さらにその後方には例の勇者ガールズたちがいた。

　勇者ガールズたちは黄色い声を上げている。




「きゃー、勇者様ー！　格好いい！」

「ゴブリンきもーい！　やっつけちゃって!!」

「勇者様、がんばってー！！！」




　と応援を背に勇者たちは戦っている。

　勇者と女戦士が前線で剣を振るう。女僧侶が神聖魔法でサポートし、女魔術師が攻こう撃げき魔法で支し援えんする。

　完かん璧ぺきな連れん携けいが取れていた。

　その手て際ぎわは見事なもので、次々とゴブリンたちが倒たおれていくが、ひとつだけ問題がある。

　それはゴブリンの数が異常に多いことだった。

　その数は三〇はいるだろうか。

　ちょっとした軍隊である。これではいくら勇者といえども大変だろう。

　そう思ったが、勇者は気にした様子もない。

「このオレを誰だと思っている。オレは最強の剣の勇者。最強の勇者に後退の二文字はない。引かず、下がらず、顧かえりみずがオレのモットーだ！」

　と言うと剣を振るい次々とゴブリンを斬きり伏ふせる。流れるような剣筋だが、剛ごうの要素が強い。本人は細ほそ面おもての美男子系なのだが。

　ルナマリアは剣の勇者の動きに驚きよう嘆たんの声を上げる。

「これが剣の勇者。──さすがは勇者に列せられるだけはあります。強い」

　リンクスは説明する。

「剣の勇者様はこの国最強の剣の使い手です。その剣の動きは燕つばめさえも切り裂さくほど速い」

「たしかにすごい音です」

　と、唸うなるルナマリア。リンクスも改めて主の動きに見とれているようだが、僕だけは違い和わ感かんを覚えた。
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　ただ、その違和感は口にできない。

　いや、だって、




（……この動きがこの国最強なの？　燕も切り裂く速さなの？　ローニン父さんに比べたら、あくびが出るというか、トンボが止まりそうなほどとろいんだけど）




　という感想を抱いだいていたからだ。

　うーん、もしかして下界の勇者ってしょぼいのかな？　そう思った。あるいは他人の剣けん技ぎに見慣れていないだけで、実は超ちようすごかったりするのだろうか。

　それを確認するため、腰こしから短剣を抜き、それを最速で振ふる。

　そこから放たれる剣けん閃せん。剣風。それはまっすぐにゴブリンのもとに飛び、ゴブリンを数十メートル吹ふき飛ばす。

　しかし、あまりの速さに周囲のものは誰も気が付かない。前線で戦っている勇者パーティーたちですら気が付かないのだ。

　勇者は、突とつ然ぜん吹き飛んだゴブリンを見てきょとんとするものの、周囲のものたちが、

「さすがは勇者様、威い圧あつ感かんだけでゴブリンを吹き飛ばすなんて」

　という見けん当とう違ちがいな台詞せりふを発すると、ちゃっかりと自分の手て柄がらにする。

「そうだろう。これがオレの実力だ。はっはっは」

　と、さらに前線を突つき進む。

　それを見て僕は、

「……ううむ、下界ってもしかしてレベルが低いのか？」

　もしかしてそうでないか、と思っていたことに気が付いてしまう。

　困こん惑わくしていると、ルナマリアがこちらのほうを向いていることに気が付く。彼女だけは僕の剣音に気が付いたようだ。

「……最初、剣の勇者はすごいと思いましたが、ウィル様の剣技は剣の勇者を凌りよう駕がしています。これほどとは」

　呆れるルナマリア、彼女は小声で続ける。

「剣の勇者はとてもプライドが高いようです。彼のプライドを傷つけないようにしてください」

「……分かっているよ」

　小声で返すと、僕は下界の流りゆう儀ぎに合わせることにした。

　力を三分の一ほどセーブすると、戦線に加わる。実力を隠しながら勇者パーティーを援えん護ごすることにしたのだ。

　僕の見立てではこのままでは勇者たちは負ける。

　今でこそ優勢であるが、ゴブリンの数は多い。それに比べ勇者たちは四人しかいない。

　そのうち魔ま力りよくも尽つきるだろうし、そうなればゴブリンに包囲され、その命を散らすだろう。

　勇者にはなんの義理もなかったが、リンクス少年にはある。

　彼の給料は勇者から出ているらしいし、それに勇者という人物はなんとなく憎にくめない。

　リンクスをこき使うところは許せないが、戦闘において前線に立ち、危険を顧みないところは好感が持てる。

　剣神ローニン辺りに言わせれば、

「女の前でかっこつけたいだけさ」

　ということになるのだが、魔術の神ヴァンダルならばこう言うだろう。

「女の前でも格好つけられない男が多い中ではましなほうだ」

　と。

　そんな結論に至った僕は短剣を構え、勇者の援護を始めた。
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　ゴブリンたちとの戦闘に加わる決意をした僕であるが、同時に勇者の自尊心も傷つけないように気を遣つかう。

　間近で見て分かったが、この剣の勇者様はとてもプライドが高いようだ。

　女の子の前でいい格好をしたくて堪たまらないタイプに見える。

　そんな人物の前であまり活かつ躍やくすれば嫌きらわれること必定だった。だから彼を立てながら戦う決意をする。

　勇者の横にふわりと並んだ僕は、

「援護します」

　と言う。

　勇者は最初、僕のことを胡う散さん臭くさげな目で見たが、

「あなたが剣けんの勇者様ですね。リンクスから話は聞いています。聞きしに勝る剣の達人だ」

　とお世辞を言うと表情をにこにこさせる。

「ほう、分かっているじゃないか。オレの名はレヴィン、剣の勇者をしている。まあ、足を引っ張らない程度にがんばれ」

　と言うと剣を振るうが、やはり呆れるほど遅おそかった。

　それに眼前の敵しか見ていないものだから、背後や真横に無む頓とん着ちやくだ。当然、ゴブリンはそれを狙ねらってくるが、僕はそこを狙うゴブリンを倒す。なるべく、ゆっくり、少なくともレヴィンよりは活躍しないように注意しながら戦う。

　彼の仲間たちも実力は似たり寄ったりだったので、背後から近づく敵の存在を知らせたり、密かに強化魔法を掛かけて援護する。

　その甲か斐いあってか、ゴブリンとの戦いは終始、こちらが有利だった。最後まで敵を圧あつ倒とうする。

　そうなるとゴブリンたちも浮うき足立つ。

　元々、不要な遭そう遇ぐう戦せんだったのだろう。彼らは撤てつ退たいを始める。

「ふう、これで終わりか……」

　吐と息いきを漏らし、安心する僕。ただ、剣の勇者様の行動は斜ななめ上を行く。

「くそ、逃にげるつもりか。そうはいかんぞ。オレの正義の剣を最後まで受けよ！」

　と、追つい撃げきを始める。

「…………」

　なんというアホな人なのだろう。自分の実力も分かっていないのだろうか。

　そう思った僕は彼を見放そうと思ったが、勇者を応おう援えんするリンクスの姿を見て諦あきらめる。

「……まあ、ここまで付き合ったのならば最後までやるか」

　吐息を漏らしながら小声で言うと、僕は勇者を諫いさめる。

「勇者様、ここまでです」

　と、彼の前に立ちはだかると、大の字で彼を止める。

「なんだ、小こ僧ぞう、邪じや魔まをするな」

「小僧じゃないです。ウィルです」

「じゃあ、ウィル、そこをどけ」

「それはできません。勇者様、深追いをすれば手痛い仕返しを受けます」

「そんなことはない。ゴブリンなどすっぱすっぱと切り裂ける」

　と問答をするが、その間にゴブリンは遠くなる。

　勇者は「っち……」と漏もらすと、剣を鞘さやに収めた。

「まったく、興が削そがれる。これからだというのに」

　勇者はそう愚ぐ痴ちるが、その瞬しゆん間かん、木の上から影かげが振ってきた。

　なんとゴブリンの一匹ぴきが木の上に潜ひそみ、隙すきをうかがっていたのだ。

　まっすぐに伸のびるゴブリンの凶きよう刃じん。ゴブリンのショートソードは勇者の首に迫せまる。

　当然、勇者は反応できない。というか、あまりのことに腰を抜ぬかしている。

　それを確認した僕はとっさに短剣を振るう。最速の動きで。

　剣閃を放つ僕の短剣。それによってゴブリンは切り裂かれるが、それを呆ぼう然ぜんと見ているのは勇者様。

　それに彼の仲間たち、勇者ガールズたちも気が付く。

「……な、なに、今の速度!?　それに短剣から剣閃が出たように見えたけど？」

「ば、馬ば鹿か、剣閃を放てるのはソードマスターだけだ。剣の勇者様でも無理なんだぞ」

「でも、今、剣から剣閃が出たような……」

「錯さつ覚かくだ。そもそも短剣から剣閃を出すことなど不可能だ」

　と会話を繰くり広げる勇者の部下たち。

　面めん倒どうなので錯覚ということにして、さっさとこの場を去ろうとしたが、勇者はこめかみを震ふるわせる。

　仲間たちの前で腰を抜かしてしまったことを怒おこっているようだ。

　それに勇者ガールズのひとりが僕の活躍を見て、ぽうっと顔を赤くしているのも気に食わないし、ウィル・ガールズともいえるルナマリアが美少女なのも気に食わないようだ。

「さすがはウィル様です。剣の勇者を上回る剣技、素晴らしいです！」

　と歓声を上げるルナマリアを苦々しく見ている。

　これはこのままでは収まらないな、そう思ったが、その予想は外れない。

　勇者はびしりと僕を指さし言った。

「そこの少年、なかなかの剣けん術じゆつを使えるようではないか。だが、やはり先ほどオレの前に飛び出て追撃を制止したのは気にくわない。ちょいとばかり反省してもらおうか」

　と剣を突きつけてくる。

　僕はルナマリアのほうに振り向き尋たずねる。

「これってやっぱり、決けつ闘とうするってことだよね？」

「おそらくは」

　と、うなずくルナマリア。

　僕は「ちょっと待ってください」とルナマリアのもとへ向かうと、彼女に相談をする。

「なるべく彼のプライドを傷つけないように援護をしたのに」

「最後の最後で詰つめを誤りました。やはりウィル様の実力はとんでもありません。勇者様など目じゃないくらいです」

「……うーん、下界って想像したよりもレベル低いね」

「違ちがいます。ウィル様のレベルが高すぎるのです」

　と断言するルナマリア。

　ならば仕方ないが、問題はどうやってこの場を収めるか、である。

「旅立ったばかりなのに、勇者と喧けん嘩かしたくないよ。この先、他の勇者にも会うだろうし」

「たしかにあの勇者様はしつこそうです。では、ここは負けるが勝ち、というのはいかがでしょうか」

　かくかくしかじか、と僕に耳打ちをする巫み女こ様。少しこそばゆい。

　ただ、そのアドバイスは的確だった。

「なるほど、わざと負けて相手に花を持たすんだね」

「はい、さすがはウィル様、聡そう明めいです」

「ヴァンダル父さんもよくローニン父さん相手にチェスをわざと負けるからね」

「そんなことをされるんですね、ヴァンダル様は」

「相手をコテンパンにし過ぎると二度とチェスをしてくれなくなるかららしい。山ではチェスの相手探しに困るんだってさ」

　と言うとルナマリアは笑みを漏らすが、剣の勇者レヴィンは大声を張り上げる。

「どうした、少年！　怖おじ気け付いたのか？　女にすがるのか？」

　怖じ気付いて女にすがっている、と言っても気が済まないだろう。そう思った僕は彼の前に立ち、勝負を受け入れることにした。

　こうしてこの国一番の剣の勇者と勝負することになったのだが、さて、どのように負ければ彼の自尊心を傷つけず、ことがまるく収まるだろうか、僕は考えた。
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　勇者にわざと負ける、その方針は決まったが、詳しよう細さいは決まっていない。

　どのように負けようか悩なやむ。

　わざと負けるというのは結構難しいのだ。

「ま、負けたー！」

　と大げさに演技をして倒たおれればさすがに鈍どん感かんな勇者でも気が付くだろう。そうなればさらに怒ること必定だった。

（ということはここはそこそこの勝負をして、そこそこの差で負ければいいのか）

　そう思った僕はそれを実戦しようとするが、なかなか難しい。

　仲間から木ぼつ剣けんを受け取った勇者は、僕にも同じものを渡わたすと、ぶんぶんとそれを振ふり回してくる。

　なんの遠えん慮りよもない本気の一いち撃げきだ。

　無論、その速度では僕を捉とらえることはできない。

　僕は普ふ段だんからこの三倍の速度の剣を避よけているのだ。剣神ローニンの剣はもっと速いのである。

　僕はゆっくりと相手を観察する。

　剣の勇者レヴィン。ゴブリンと戦っているときから直線的な動きが目立つ、剣になんの工夫もないのだ。

　剣の速度自体はそれなりに速い。間近で見ればやはり剣の勇者と呼ばれるだけはある。しかし、動きが余りに単調なので次の一手が簡単に分かるのだ。

　これはあまり剣術の修行をしてこなかったものの特とく徴ちようかもしれない。あるいは師し匠しようが悪かったのかもしれないが。

（……勿もつ体たいないな。才能はあると思うんだけど）

　とは思うが、まさか才能があるから稽けい古こしてあげるとも言えないのが僕の立場だった。

　というわけでさらっと負けることにする。僕は二、三度、惜おしい一撃を放つと、バランスが崩くずれた振りをして相手を誘さそう。そのまま敵の攻こう撃げきを誘ゆう発はつし、敵が攻撃してきたところで剣を受ける。

　渾こん身しんの一撃を木剣で受ける。

　思いのほか、その一撃は重かった。

（……やっぱり才能はある。一撃一撃が重い）

　体格差を考こう慮りよしてもその一撃は強かった。想定外だったので、本気でバランスを崩す。このままだと本気の一撃をもらってしまいそうだったので、僕も軽く力を解放し、相手に一撃を加える。もちろん、相手が受け止めることを前提に。

　僕の一撃を受け止めたレヴィンは、

「やるじゃないか、少年、なかなかの一撃だったぞ」

　と言うとその一撃をいなし、攻撃を加えてくる。

（──今だ！）

　そう思った僕は半歩だけ下がると、勇者の斬撃を軽く受ける。

　それなりに手応えはあるが、怪け我がをしないように攻撃をもらう。攻撃を受ける瞬間、ピンポイントで《障しよう壁へき》を作ったので相手には手応えがあったはずだ。

　あとはタイミングよく後ろに吹ふっ飛べば、気持ちいい負け方、になるはずであるが。

　僕は後ろに吹っ飛びながら、薄うす目めを開けて確認するが、思おも惑わく通り、勇者は満足しているようだった。

（……ふう、これで勇者に花を持たせられたぞ。やっと解放される）

　心の中でそう漏らしながら、僕は気絶した振りをした。

　勇者の仲間たち、それに勇者ガールズたちは、僕を倒し、両手を挙げる勇者を賞賛していた。

　こうして僕は勇者一行に嚙かませ犬として認知されるのだが、他者にどう思われようが、どうでもいいことであった。

　リンクスだけは僕を庇かばってくれているし、ルナマリアだけは僕の実力を知っていたが、早くこの茶番を終らせ、人間の住む街に行きたかった。

　一〇分後、気絶した振りを止やめ、立ち上がると、

「さすがは剣けんの勇者様、すごいなあ」

　と相手を賞賛し、別れを告げる。

　気をよくした勇者は、

「オレも大人げなかった。まあ、ゴブリンを逃にがして気が立っただけだ」

　と弁解し、欲ほしくもないサインを僕にくれる。

　軽く苦笑いしてそれを受け取ると、彼らに別れを告げる。

　僕とルナマリアはそのまま街道に出て北上した。

　途と中ちゆう、ルナマリアが褒ほめてくれる。

「さすがはウィル様です。その演技力も世界一です」

「大げさだよ」

「大げさではありません。道中、旅の一座にスカウトされないか心配です」

　それに、と彼女は続ける。

「とても大人です。負けるが勝ち、相手に花を持たせることの意味も知っています」

「まあ、面倒ごとは避けたいからね」

「それが正しいです。私はウィル様が真の勇者だと知っていますが、世間はそうではありません。勇者と敵対しながら旅をするのは面倒です」

「それくらい山育ちでも想像つくからね」

　と言うと彼女に微笑ほほえみ返し、歩調を合わせた。

「……女性に歩調を合わせるところも紳しん士し的で素敵です」

　と彼女は小さく漏もらした。







　ウィルたちが小さくなると、レヴィンはぽつりとつぶやく。

「……なかなかの少年だったな」

「え？　なにか言いましたか？」

　従者のリンクスが尋ねてきたので、「なんでもないさ」と答えると、彼にコイタロウの切り身があるか尋ねた。

　リンクスはにこやかに切り身を取り出す。

「ほう、見事だ。よくぞ取ってきた」

「これはウィルさんが協力してくれたからです」

「ほう、あの少年がね」

「はい、なかなかの腕うで前まえで──」

　リンクスの言葉が途中で止まる。レヴィンがウィルのことを嫌きらっていると思っているのだろう。

　それは誤解でもあり、正しくもあるのだが、あえて訂てい正せいはせずに切り身を受け取ると、それを調理人に渡す。

　鍋なべにしてもらうのだ。

　鯉こいを鍋にしてもらうと、それを勇者ガールズたちに振る舞まう。レヴィンも食べるが、彼女たちに食べさせてもらう。

「あーん」

　と、にやにやと鯉を食べる。

　多少泥どろ臭くさいが、可愛かわいい女性に食べさせてもらうとそれなりに美味おいしかった。

　それに東方の魚だからだろうか、米の酒と相性がよかった。

　勇者ガールズたちは、

「もう、レヴィン様ったら甘あまえん坊ぼう。自分で食べないなんていけない子～」

　と茶化すがレヴィンは「気にするな」と彼女たちの胸や太ももを触さわりながら鯉を食べさせてもらう。

　その後、夜半まで酒しゆ宴えんを楽しむと、皆みな、それぞれに寝ねどこに向かうが、夜中、レヴィンはむくりと起き上がると、近くの泉に向かう。

　泉に着くと、湧わき水に手を浸ひたす。

　冷たい水がじんわりと心地よい。レヴィンは月につぶやくように心境を告白する。

「……このオレが甘えん坊だと？　そうじゃない、今のオレはナイフも箸はしも持てないだけだ」

　見れば両手は赤く腫はれ上がっている。

　戦せん闘とう中に怪け我がをしたのではない。あの少年の一撃を受けたときに痛めたのだ。

「……くそ、なんだ。あの一撃は。あれは本当にただの少年なのか？　オレは剣の勇者なんだぞ」

　あの一撃。ウィル少年の一撃はとんでもないものだった。その一撃を放つ前に見せた動きもただものではなかった。

「……あのとき放った剣けん閃せん、あれも本物だったということか？」

　短たん剣けんで剣閃を放つとは信じられない。信じられないからこそ勝負を挑いどみ、胸中の不安を消し去ろうとしたのだが、それは失敗に終った。

　手合わせを行って得たものは、自信の喪そう失しつと驚きよう愕がくだけだった。

「……この世にオレよりも強い男がいるのか……。女であることを捨て、剣に命を懸かけてきたオレよりも強い男が」

　そう言うとレヴィンは胸を締しめ付けていたサラシを取り去る。そこにはふくよかな胸があった。

「……くそ、忌いま々いましい」

　自分に対する怒いかり、それに自分よりも強い少年に対する憤いきどおりに胸の中を支配されたレヴィンは、衣服を脱ぬぎ去ると、泉に飛び込んだ。

　頭を冷やすことにしたのである。

「……ウィルと言ったか。あの少年、忘れないぞ」
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　ウィルという名を胸に刻むとレヴィンはしばし、勇者であることも男装の麗れい人じんであることも忘れ、泳ぎまくった。

　レヴィンは体育会系の思考を持っており、身体からだを動かすと厭いやなことを忘れる体質なのである。








第四章　アナハイム商会の娘むすめ
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　レヴィンの心を知ってか知らずか、僕たちはのんきに街道に向かう。

　森を出てから道は開け、すぐに街道らしきものが見えたが。

　街道を見つけた僕は、「あれが街道かぁ」とお上りさんのようにぽかんとしてしまう。

　下界に降りて初めて山にないものを目にしたからだ。

「テーブル・マウンテンに道はないのですか？」

「ないよ。人間は僕しか住んでいないからね」

「まあ」

「獣けもの道みちやローニンが作った小道はあったけど、ちゃんと舗ほ装そうされたのは初めてだ。すごいなあ」

「王都や主要都市の周辺は石いし畳だたみの道になっていますよ」

「それはすごい。見てみたい」

「残念ながらこれから向かう北の地周辺には大都市はありませんが」

「それは残念だ。それでも村や街を早く見たいけど」

　という会話をしながら街道を歩む。

　やはり森や山よりも歩きやすい。

「すごいな、これならばいつまでも歩いていられそうだ」

　と言うとルナマリアが「危ないですわ、ウィル様、横に下がってください」と注意をしてくる。

　見れば横を馬車が通る。

　たしかに轢ひかれたら洒落しやれにならないので横にそれる。

「下界は馬車優先なんだね」

「本来ならば歩行者優先なのですが、馬車を所有するほどの特権階級は驕おごってしまうのでしょう」

「なるほど」

　馬車の中の人は偉えらそうにふんぞり返っていた。一方、収しゆう穫かくした農作物を驢ろ馬ばに運ばせている農民はすいっとこちらを避よけてくれる。

「街道は色々な人が使うんだね」

「街道は国の大動脈です。人、物資、様々なものを運びます」

　周囲を見み渡わたす。旅人や商人がいた。彼らは皆、物資を持っている。それだけでなく、その背中には様々な思いを背負っていると想像できた。

　様々な人種、様々な感情を持った人たちと、一いつ緒しよに歩む。

　山では動物の仲間たちとよく歩いたが、知らない人間たちと一緒に歩くというのは、思いのほか面白かった。

　色々な考察ができるし、ふたり組以上で歩いている旅人は色々なことをつぶやくからだ。




「これから冬がくる。その前に一ひと儲もうけし、暖かいコートを買いたいなあ」

「ノースウッドの街は今、建築ラッシュだ。木材が高こう騰とうしているぞ」

「うちの娘がふたり目の孫を産んだんだ」




　それぞれ脈みやく絡らくもないが、下界でしか聞けない言葉なので興きよう味み津しん々しんである。

　彼らの言葉に耳を奪うばわれているとまた馬車の音がする。

　今度はルナマリアに注意されることなく、脇わきにそれるが、僕は彼女の肩かたを抱だき、強引に街道を外れる。

「わ、どうされたのですか、ウィル様」

「いや、ぶつかりそうだったので」

　見れば馬車は先ほどのものよりも乱暴で速かった。街道の人間など眼中にないようである。酷ひどい馭ぎよ者しやだと思ったが、馬車の中の人物は意外にも優しげな顔をしていた。

　とてもスピードを出し、旅人を蹴け散ちらすように指示するタイプには見えない。僕と似たような年とし頃ごろの女の子が乗っており、街道を歩く人をいたわるそぶりも見せていた。

　そんな考察をしていると、もう一台、馬車がやってくる。同じくらいのスピードで街道を突つき進む。

　こちらは馭者もそれに乗っている人物たちもあくどそうだった。

　皆、鎧よろいや武器で武装しており、蛮ばん族ぞくや傭よう兵へいのような毛皮をまとっているものもいた。

　それを見て僕はもしかして、

「馬車に乗っている女の子が追いかけられているのだろうか？」

　という結論に至る。

　冒ぼう険けん活劇小説ならば定番の展開であるが、下界の常識に疎うとい僕は即そく断だんできないのでルナマリアに尋たずねてみる。

「ルナマリア、あの馬車二台を、どう思う？　僕は女の子が追われているように見えたけど」

「盲もう目もくの私はそこまで判断できませんが、ウィル様が言われるのならばそうなのでしょう」

「うーん、田舎いなか者の僕を判断基準にされるのは困る」

「私はウィル様の正義の心と義ぎ俠きよう心しんを判断材料にしているのです。それとトラブルに巻き込まれやすい体質も」

　軽く笑うルナマリア。

「たしかにここ最近、トラブル続きだ」

「しかし、そのトラブルもすべて解決していますし、結果、救った人間は皆、善人でした」

「今回もそうなると？」

「はい、私はそう信じております」

　凜とした表情で言うルナマリア。地母神の巫み女こが断言するのならば信じてもいいだろう。

　自分を信じるのではなく、彼女が信じるものを信じると思えば気が楽になる。

　それに剣けん神しんローニンがここにいれば、

「女は取りあえず助けておけ、後に役得があるかもしれんぞ」

　と言うだろうし、魔ま術じゆつの神ヴァンダルがいれば、

「有史以来、多勢で女を襲おそう輩やからが正義だったためしなし」

　と断言することだろう。

　そう思った僕は決意を固めると、走り出した。

　かなりの速度で。

　当然ルナマリアはそれについてこられないが。

　僕は振ふり向くと言った。

「ルナマリアは自分のペースできて」

「分かりました。しかし、あまり無理をされないでくださいね」

「分かっている」

　と言うとさらにスピードを速める。

　旅人たちは風のような速度で移動する僕に目を見張るが、それも一いつ瞬しゆんだった。あっという間に視界から消える。

　と言ってもやはり人間の足。このままでは馬車との距きよ離りは開く一方だろう。

　そう思った僕は魔ま法ほうを使うことにする。

　まずは上空を見て鳥がいないか確認。鷹たかを発見したので彼の視界を借りる。《鷹見》の魔法である。

　そこで馬車とのおおよその距離を把は握あくすると、ヴァンダルに習った数学を使い距離を測定、どれくらいの速度で飛べば追いつくのか計算する。

　即そく座ざに計算した僕は、《飛ひ翔しよう》の魔法を詠えい唱しようすると、大空を舞まった。

　重力から解放される僕。空と一体化した気分を味わうが、高度が中央点に達したとき、冷静に下を確認し、舞い降りる。

　すると降りた先は女の子が乗っている馬車の屋根の上だった。

　馭者は驚おどろくことはない。ただ、がくりとうなだれていた。

　見れば背中に矢が刺ささっている。致ち命めい傷しようではないが、出血多量で気を失っているようだ。

　やばい、と思った僕は、馬車の窓から顔をにょきりと入れる。

　それを見た女の子は、「わ！」と驚く。

「ごめん、驚かせて。でも、今が緊きん急きゆう事態ってのは分かるよね？」

　はい、と首を縦に振る女の子。

「僕が敵ではないことも分かってくれる？」

「それも分かります。あなたはとても優しい顔しているし、それに悪い人はにょきりと顔だけ出しません」

「そうか、それは早くて助かる。じゃあ、今からこの馬車を借りて手て荒あらなことをするけどいい？」

　女の子は僕を信じてくれたのだろう。いや、この状じよう況きよう下かでは信じるしかなかったのだろう、こくりとうなずく。

　話が早いので助かる。

　僕は意識を失っている馭者の横に座ると、手た綱づなを借りる。

　──が、そこで初めて馬車を操縦したことがないと気が付く。

　どうしよう、と思っていると、女の子がやってきた。

　丁度いいので、馭者を後方に下がらせ、安置すると、彼女を横に乗せ、尋ねる。

「ここまで颯さつ爽そうとやってきたのはいいけど、僕は馬車に乗ったことはないんだ」

「わたくしはアナハイム家の娘むすめです。当然、馬車など操ったことはありません」

「君もか、弱ったな」

「──ですが、いつも後方から操縦を見ていました。たしかここを引くとスピードが緩ゆるみます」

　とアナハイム家のご令嬢はアドバイスをくれたのでその通りにするとたしかにスピードは緩んだ。これならばなんとかなりそうだ。

　そう思った僕はおおよその操縦方法を聞くと後方に迫せまる悪漢の馬車と対たい峙じすることにした。
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　生まれて初めて操縦する馬車。

　テーブル・マウンテンではよく狼おおかみのシュルツの背中に乗っていたが、シュルツは自分で判断し、動いてくれるので楽だった。

　まったく下界は不便である。

　心の中で漏もらすと、僕は横に並んだ悪漢の馬車を睨にらむ。

　悪漢の馭者は底意地が悪そうであった。

「小こ僧ぞう、馬車の中に潜ひそんでいたか」

「空からやってきたんだよ」

　と言っても信じてくれないだろう。

「まあ、お前のような小僧では護衛にもならない。大人しく諦あきらめて馬車を止めろ。そうすれば命だけは助けてやる」

「てゆうか、この子、ええと、君の名前は？」

　とアナハイム家のご令嬢に尋ねる。

「わたくしはカレンです。ノースウッドの商家の娘です」

「いい名前だね」

　と言うと彼女は「ありがとうございます」と頰ほおを染める。

　僕もにこりと返礼すると、悪漢のほうに向き言う。

「お前たちはカレンを捕つかまえて酷いことをする気だろう。そんなやつに彼女は渡わたせない」

「酷いことなどせんさ」

「じゃあ、なにをする気だ」

「俺たちはアナハイム家のライバルの商家に頼たのまれただけなんだよ。娘のカレンを捕まえて人質にしろって。捕まえても人質として大切にするさ」

「もしも彼女のお父さんがそいつの言うことを聞かなかったら？」

「そうしたら毎日、指を一本切り落として、言うことを聞くまで送りつけるだけよ」

　下げ卑びた笑いでそう宣言する悪漢。カレンは顔を真っ青にする。

「──交こう渉しよう決けつ裂れつだ。いや、宣戦布告だ。お前たちみたいな悪に手加減はしない」

　もしも今の言葉を聞いたらローニンは祝しゆく杯はいを挙げ、ミリアは印画紙にその勇姿を転写するだろう。

　それくらい決まっていたのだが、僕は気にすることなく、馬車の車体を横に移動させる。

　僕たちの乗った車体は悪漢の馬車に当たり、悪漢たちは動どう揺ようする。

「ば、馬ば鹿かな、カレンごと死ぬ気か」

「まさか、僕には秘策がある。その秘策を試す前にちょっと脅おどしただけだよ。死にたくなければ降参しろ」

「なんて糞くそ度胸のある糞ガキだ。だが、近づいたのが運の尽つきよ」

　と言うと悪漢の馬車から一名、こちらに飛び乗ってくる人ひと影かげ。

　僕はそれに対処するため、一時的にカレンに馬車の手綱を預ける。

　彼女は「え？　え？」と動揺するが、僕は「持っているだけでいいよ」と言う。

「さっき、鷹見の魔法で見たけど、この先はまっすぐだ。その先にちょっと面白い地形があるけど、それまでには決着を付けるから」

　と気軽に言う。

　緊急時であるし、彼女も操縦に興味があったくらいだから、「は、はい」と危うい手つきながら手綱を握にぎり締しめる。

　僕はそれを頼もしく思うと、馬車の中にいた悪漢と対峙する。彼は短たん剣けんを握り締めている。

　あの状況下でこちらの馬車に飛び乗ってきたのだから身体能力と度胸は相当なものだ。雑魚ざこと侮あなどることはできない。

　事実、この悪漢はなかなか強かった。揺ゆれる馬車の中、器用に短剣を振るう。打ち合いになるが、それも数合までだった。

　もしも僕が普ふ通つうの人間で神々に育てられた子供でなければ、なんとでもやりようがあったのだろうが、僕は最強の神々に教育を受けた人間だった。

　このような揺れる場所での戦せん闘とうにも慣れている。

　剣神ローニンと水牛の上で剣術の訓練をしたことを思い出す。あれに比べれば街道を走る馬車の揺れなどないも同然だった。

　僕は平へい衡こう感かん覚かくを保ちながら、腰こしのダガーを構えると、彼の短剣目め掛がけ、振り下ろした。

　同じ短剣同士の戦いであったが、僕の短剣はミスリルで作られたダガー、一方、彼のそれは鉄のダガー、始めから勝負は決まっていた。

　パキンと割れる、悪漢のダガー。

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべる男。

「ば、馬鹿な、武器破は壊かい技だと!?　こ、こいつなにものだ!?」

「史上最強の神様たちの弟で子しだよ」

　と言うと、僕は素早く男の懐ふところに飛び込み、彼の胸を軽く押す。

　揺れる車内ではそれで十分だった。

　バランスを失った男はよろめきながら後方に下がる。

　そのまま開け放たれた馬車の扉とびらに向かうと、そこから転落する。

　地面に転がり落ちる。

　あっという間に小さくなっていく男。どんどん小さくなる。

　死んではいないようだが、大おお怪け我がはしているだろう。いい気味であるが、戦勝にひたっている暇ひまはない。

　僕はガチガチに固まって手綱を持っているだろう令嬢のもとに戻もどった。




　戻ると案の定、カレンは固まっていた。緊きん張ちようの極地であるが、手綱を受け取ると、彼女はほっと胸を撫なで下ろす。

「生きた心地がしませんでしたわ」

　と安あん堵どする。

　彼女はキョロキョロと後方を見ると、悪漢がいないことを確認する。

「あっという間に倒たおされたのですね。すごいです。──ええと、お名前は？」

「ウィル。ただのウィルだよ。平民なんだ」

「ではさすがはウィル様です。すごいです。てゆうか、もしかして名のある剣けん士し様かなにかなのでは？」

「まったくの無名だよ。僕の名前を知っている人間は一〇人もいないと思う」

「ではこれから名を売り出すのですね」

　と微笑ほほえむカレン。出会ったときからそうだとは思っていたが、彼女は楽天家のようだ。このような状況下でも笑みを絶やさないのだから。

　ならばこれから行う作戦も笑って許してくれるだろう。そう思った僕は彼女に尋たずねる。

「これから僕がやろうとしている作戦はかなり危険で、しかもこの馬車を壊こわしてしまうものだけど、いい？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「即そく答とうだね」

「はい、もはやわたくしはウィル様を全面的に信しん頼らいしています。明日、お嫁よめにきなさいと言われたら喜んで行くくらいに信頼しています」

「そんな無茶な要求はしないよ」

　と笑みを漏らすと、ふたりは同時に微笑んだ。




　一方、その頃ころ、かなり後方にいるルナマリア。彼女の背筋に悪お寒かんが走る。

「……むむ、悪い予感がします。ウィル様に近寄る女の気配」

　と胸中でつぶやいているかは不明であるが、かなり心配げに街道の先を眺ながめ耳を澄すませていた。
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　馬車に乗り込んできた悪漢を倒したが、僕は慢まん心しんしない。

　敵の馬車にはまだ数人、悪漢が残っていたし、その中に東洋のサムライブレードを持った傭よう兵へいの姿も見えた。

　日本刀と呼ばれる曲刀を使いこなすものは総じて強敵なのである。

　育ての親のローニンの姿を思い出す。彼の言葉も。

「いいか、どんなに強くなっても油断はするな。特に相手が多いときはな。人間、目は前にふたつしかないんだ」

　というのがローニン流剣術の極意である。

　なるべく一対一で戦えというのがローニンの教えであった。

　それに戦闘を避さけろ、というのは治ち癒ゆの女神の教えでもあるし、魔ま術じゆつの神の極意である。

　ヴァンダルの言葉を思い出す。

「いいか、ウィルよ。いつかお前も否応なしに戦闘に巻き込まれると思うが、なんでも剣術と魔法で解決しようと思うな。この世界で最強なのは智ち恵えよ」

「智恵？」

　幼かった僕は魔術の神ヴァンダルに尋ねる。

「ああ、そうだ。智恵だ。武力に頼たよらず、智恵で解決するものが一番の賢けん者じやであり勇者だ。智恵を使えばたったひとりで万の軍勢とも渡り合えることがある」

「万の軍勢。すごい──」

　当時の僕はヴァンダルの言葉に痺しびれたものだが、今にして思うとやはり彼の言葉は正しい。武力だけがすべてではないのだ。

　僕はそれを証明し、実じつ践せんするため、馬車のスピードを速める。

　悪漢の馬車の前に立ち塞ふさがり、彼らを後方に追いやる。

　それを見ていたカレンは顔を青ざめさせる。彼女は前方を指さす。

「ウィ、ウィル様、スピードを出しすぎです。このままだとあの崖がけに──」

　見れば数百メートル先に崖が見える。急カーブもある。このまま進めば馬車ごと川に落ちるだろう。

「大丈夫、僕に考えがあるから。大切なのは悪漢どもに崖の存在を悟さとらせないこと」

「だから道を塞いでいるのですね」

「そうだよ」

「しかし、悪漢をあの崖の下に落とすのはいいですが、わたくしたちも落ちてしまいます。それに馬も」

「それは大丈夫」

　と言うと僕はダガーを取り出し、馬車と馬を繫つなぐ箇か所しよに切り目を入れておく。

「これで川の中に落ちても自力で泳げるはず。馬は案外、泳ぎが得意だ」

「馬はいいにしても我々は？　恥はずかしながらわたくしは泳げません」

「大丈夫、僕たちは空を飛ぶから」

「空を飛ぶ？」

　きょとんとするカレンの腰に手を回すと抱だきかかえる。ついでに傷付いた馭ぎよ者しやも。

「わ、意外と力持ちです」

　と変なところに感心するカレン。僕は苦笑すると、そのまま馬車の外に出る。

　先ほどの悪漢のように地面に落ち、転げ回ることはない。《飛ひ翔しよう》の魔法を使ったからだ。

　通常、飛翔の魔法は個人を跳ちよう躍やくさせる魔法である。他者を飛ばすことはできない。

　自分の身体からだを羽毛のように軽くし、羽ばたく魔法だからである。

　しかし、僕の飛翔はひと味違ちがう。あの魔術の神ヴァンダルが発明したオリジナル魔法なのだ。飛翔の魔法を研究し、改良に改良を重ねた特別な魔法、それが僕の飛翔だった。

　成人男性と商家の令嬢くらい簡単に抱かかえて飛ぶことができるのだ。

　僕たちは地面に転がることなく、大空を舞まう。

　そこから馬車の行方ゆくえに注視する。

　案の定、悪漢たちはスピードを緩ゆるめることなく、僕たちの馬車を追っていた。前方に崖があることも知らないようだ。

　僕たちの馬車も崖に突つっ込こむが、悪漢たちの馬車も崖に突っ込む。

　悪漢たちは川の中に放り出される。哀あわれなのはなんの罪もない悪漢たちの馬であるが、なんの犠ぎ牲せいもなく物事を解決するというのも虫の良い考えである。

　怒いかりを向けるべきは悪漢たちであり、彼らを雇やとった商人なのだ。

　僕は気持ちを切り替かえると、地面に降り立つ。

　するとカレンがこちらをぼうっと見つめていることに気が付く。

　どこか怪け我がをしたのだろうか。それとも余りの怖こわさに放心しているのだろうか。

　尋ねると彼女はそうではない、と言う。

「……ウィル様があまりにも素敵だったので見とれていたのです。まるで伝説の勇者様のような活かつ躍やくです」

「勇者にたとえられて光栄だよ」

　無難に返すと、僕は彼女の馭者に視線を移す。

　忘れかけていたが、彼は重傷だった。すぐに治ち療りようをしなければ命にかかわるだろう。

　そう思った僕は彼の背中から矢を引き抜ぬくと、聖なる力を注ぎ込む。

　治癒の女神ミリア仕込みの回復魔法を掛けるのだ。

　みるみるうちに傷が塞がっていく。

　それを見たカレンは目を丸くする。

「す、すごい。神聖魔法も使えるんですね」

「ちょっとした手習いだよ」

「そんなレベルではありません。街の司祭様よりもすごい治ち癒ゆ魔ま法ほうです」

　と驚おどろくカレン。

　まあ、神様直伝だとは言えないので謙けん遜そんするしかないが、そのようなやりとりをしていると遠くから見慣れた顔がやってくる。

　ルナマリアがやってきたようだ。

　彼女は肩かたで息をしている。全速力で走ってきたようだ。

　彼女は「はあはあ……」と息を漏もらしながら、「さすがはウィル様です。全速力で走ってきたのですが、すでに悪漢どもを退治されているとは……」と言った。

　そんなに息も絶え絶えに褒ほめなくてもいいのでは、と思うが、丁度いいので紹しよう介かいする。

「カレン、紹介するよ。彼女は僕の友人のルナマリア」

「『従者』のルナマリアです」

　にこりと微笑む。従者であることにこだわりがあるようだ。

　カレンはスカートの裾すそを持って、「初めまして、ルナマリア様。わたくしはカレン・アナハイム。ノースウッドの街のアナハイム商会の娘むすめでございます」

　と微笑み返した。

　カレンはルナマリアの視線がわずかにずれていることに気が付く。

「……もしかして目が不自由な方なのでしょうか」

　彼女は小声で尋ねてくる。事実なのでうなずく。

　するとカレンは自分から手を伸のばし、ルナマリアの手を握にぎりしめる。

「ウィル様の従者さん、改めてよろしくお願いします。ノースウッドの街まで楽しい旅をしましょう」

「まあ、ウィル様はもうあなたの護衛を買って出たのですか？」

　ルナマリアが尋ねるが、カレンは茶目っ気一いつ杯ぱいの瞳ひとみで首を振ふる。

　僕のほうを見つめ、和なごやかに言う。

「約束はしていませんが、ウィル様ほどのお方がわたくしと馭者を放っておいてそのままにするとは思えません。きっと、屋や敷しきまで送ってくれるはず」

　──ね？

　と付け加えてくるカレン。

　多少、強引であるが、たしかにここまで介かい入にゆうしておいて放置するような真似はできない。

　ノースウッドという街にある屋敷まで無事に彼女を送り届けないと寝覚めが悪いだろう。

　そう思った僕は屋敷までの護衛を引き受ける。

　それを聞いたカレンはその場で飛び跳はねる。

　軽くドロワーズの端はしっこが見える。ルナマリアならば絶対にしない行こう為いだが、下界にはこんな女の子もいるのだと勉強になる。

（ある意味、ミリア母さんに似ているな）

　そんな感想を胸に、僕たちは一路、ノースウッドの街を目指すことにした。




　　　　†




　ノースウッドはテーブル・マウンテンの北部にある一番大きな街だ。

　その存在はヴァンダルの持っている地図で知っていた。

　晴れの日に、山にある一いつ本ぽん杉すぎの上に上れば輪りん郭かくを把は握あくできるくらいには近い。

　いつか行ってみたいと思っていたが、このような形で向かうとは夢にも思っていなかった。

　僕は今、アナハイム商会の娘さんを護衛しながらノースウッドに向かう。従者のルナマリアと三人で。

　カレンの馭者である中年の男は、矢傷を癒いやすため、近くにある村に滞たい在ざいしてもらっている。

　カレンが屋敷に戻もどったら、改めて家人に運んでもらう算段だった。

「というわけで人生初めての旅です」

　ぴょんと飛び跳ねるカレン。お付きのものなしで旅をするのが楽しいらしい。

　僕も旅立ちのときは興奮したし、その気持ちは分からないでもない。

　と伝えると、彼女は僕の生い立ちを尋たずねてきた。

「ウィル様はどうして旅をしているのですか？」

　という直球をもらう。

　ルナマリアの表情を見ると、彼女は軽くうなずく。

　カレンにならば旅の目的や出生について話しても大だい丈じよう夫ぶだろう、と思った僕は彼女に話す。

「ええとね。話せば長くなるけど、かいつまんで話すと、僕はテーブル・マウンテンに住む神々に育てられたんだ」

　カレンは「まじで!?」という顔をし、口に手を添そえる。

「テーブル・マウンテンには神々が住んでいることが広く知られていますが、神々に育てられた子供がいるというのは初耳です」

「父さんたちは有名人みたいだね。その有名人に育てられたのが僕なんだ」

「道理ですごく強いわけです。剣けん神しんローニン様に鍛きたえられ、魔術の神ヴァンダル様譲ゆずりの智ち恵えを持っているのですから」

　それにその優しさは治ち癒ゆの女神ミリア様譲りです、と続ける。

「ありがとう。父さんや母さんたちには幼い頃ころから厳しく修行させられたからね」

「はい、見ていて分かります。動きからしてただ者ではない。でも、その神の子がなぜ下界に？」

「それはルナマリアに連れてこられたんだ」

　僕たちの視線がルナマリアに集まる。

　ルナマリアはこほんと咳せき払ばらいをすると、説明を始める。

「私は地母神の神しん託たくを得て、テーブル・マウンテンに向かいました。そこで勇者の中の勇者、大だい英えい雄ゆうとなる素質があるウィル様と出会ったのです」

「たしかにウィル様の才能はすごいです」

　意気投合するふたり。

「私の最終目標は、これから地母神のおつげにあった魔ま王おうの復活を阻そ止しすることです」

「魔王が復活するのですか!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべるカレン。僕も驚く。

「そんな話は聞いていないけど」

「申し訳ありません黙だまっていました」

「どうして？」

「テーブル・マウンテンの神々はとても過保護な方たちでしたので、言ったら旅立ちを反対されるかと思いまして……」

「……その考察は正しいね」

　大声を張り上げる剣神ローニン、

　狼ろう狽ばいする治癒の女神ミリア、

　大口を開ける魔ま術じゆつの神ヴァンダルの姿が浮かぶ。

「実は地母神はこの世界を救う英えい雄ゆうの存在を私に知らせましたが、それと同時にこの世界を覆おおう闇やみの存在も示し唆さしました。邪じや教きようの集団が魔王の復活を企たくらんでいるようなのです」

「ルナマリアを襲おそった集団だね」

「はい、彼らが魔王の復活を企んでいます」

「もしも魔王が復活したらどうなるの？」

「……世界は闇に包まれます。聖せい魔ま戦争の再来です」

「それはやばいね……」

　聖魔戦争とは神代の時代、神々と魔王が争った戦争の名である。

　神々は光の種族を率い、魔王は闇の眷けん属ぞくを従え戦った。

　熾し烈れつな戦争だったらしく、この世界の地形が変わるほどに激しい戦いを繰くり広げたのだが、神々が多大な犠ぎ牲せいを払はらって魔王を封ふう印いんする、という結果に終った。

　ちなみにこの戦争にはあのミリア母さんも参戦しているらしいが、あまり詳くわしいことは教えてくれない。

　尋ねても「酷ひどい戦争だったわ……」と遠い目をするだけだった。

「てゆうか、魔王が復活したら一大事だ。なんとか阻止しないと」

「ですね。ですから世界各地を回り、魔王復活を阻止しつつ、万が一復活した際にやつに対たい抗こうできる力を得ないといけません」

「それでミッドニア王国の北部にある聖剣を探しに行くんだね」

「はい、当面の目的はその聖剣を抜き、戦力にすることです」

　納得した僕はカレンに視線を伸ばす。

　彼女ならば聖剣の情報を知っていると思ったのだ。

「そういえばカレンは北部出身だよね？　聖剣についてなにか情報は知らない？」

　その言葉を聞いたカレンはきょとんとしている。最初は聖剣など生まれて初めて聞く単語だから、と思ったが、違ちがうようだ。

　それどころか、ここ最近、「聖剣」という言葉を耳にしない日はないらしい。

　どういうことだろう？　と尋ねると、彼女はにこりと微笑ほほえみながら言った。

「これこそ天てん啓けいです。もしかしたらわたくしは勇者様の伝承に登場する存在になるかも知れません」

　えっへん、と胸を反らしたあとに付け加える。

「その聖剣は現在、我がアナハイム商会の所有物でございます。正確にはその聖剣が突つき刺ささっている土地を所有しているのです」

　と言うカレン。僕は驚くがルナマリアはそうでもない。

　なぜだろう、と聞くと彼女は「こんなことだろうと思っていました」、と言う。

「ウィル様は導かれるように最短で進んでいます。神の恩おん寵ちようと加護に包まれている。きっと、難なく聖剣にたどり着くと思っていました」

　ルナマリアはそう言ってカレンと同じように胸を張るが、「勇者様は天運があります」と、はしゃぐ彼女たちを見ると、心の中で湧わいた疑問を口にすることはできない。




（……てゆうか、僕は勇者じゃないんだけどなあ。その聖剣とやらを抜ぬけるのだろうか……。それに抜けたとしても装備できないと思うんだよなあ）




　ヴァンダルの書しよ斎さいにあった『聖剣伝説』という小説を思い出す。

　それによると岩に突き刺さった聖剣というのは勇者専用装備なのである。彼女たちはそのことを忘れているようだ。

　しかし、嬉うれしそうに聖剣の話をする女子ふたりを見ていると、水を差す気にはなれなかった。

　僕は「ウィル様が聖剣を装備したら、この世界を真っ二つにしてしまうかもしれません」と会話する彼女たちの後ろを歩いた。
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　三人の男女が街道を北上するが、盗とう賊ぞくに絡からまれるようなことはなかった。

　そのことを口にするとルナマリアはくすくすと笑う。

「ウィル様、物語ではないのですから、歩くたびに敵と会うようなことはありませんよ」

　出で逢あいが敵に囲まれているところだった聖女様とは思えない言葉だ。

　カレンも笑っているが、彼女とも同じような出逢いだった。

　だが、それらを無視し、カレンは得意げに言う。

「このミッドニア王国の治安は列強諸国の中でも有数なんです。街道を外れなければ女性がひとり旅できるほどなんですよ」

「そうなのです」

　うなずくルナマリア。

「私も神しん殿でんからひとりでやってきましたが、間ま違ちがえて街道から外れたとき以外は、魔ま物ものにも遭そう遇ぐうしませんでした」

「なるほど、そういうものなのか」

　見ればたしかに数キロごとに衛兵の詰つめ所があったり、騎き馬ば兵が見回りをしたりしている。

　道もちゃんと舗ほ装そうされており、うらぶれた感じはなかった。

「まあ、荒あら事ごとに巻き込まれないならそれが一番だ。治安は大事だね」

「そうですね」

　と首しゆ肯こうする女性陣じんだが、荒事には巻き込まれないが、トラブルは巻き起こす。

　数時間ほど歩くと、カレン嬢じようがその場に座り込み、ジタバタする。

「うぅ～、もう疲つかれました。休きゆう憩けいしましょう」

　その言葉を聞いてルナマリアは眉び目もくを下げ、吐と息いきを漏もらす。

「……カレンさん、先ほども同じ台詞せりふを発して、休憩をしたばかりではないですか」

「そうだけど、疲れたものは疲れたのです。ウィル様、おんぶしてくださいまし～」

　両手を開き、僕を求めるカレンだが、ルナマリアがすごい形相をしているので背中に乗せることはできない。彼女は甘やかしては駄だ目めですよ、と心の目で睨にらんでいるように見えた。

　その表情は怖こわかったし、それにたしかに甘やかしすぎもよくないので、自分の足で歩くように諭さとすと、カレンは「ちぇ……」と漏らし、とぼとぼと歩き始めるが、それも五分が限界だった。

「無理無理～。もう歩けません。足が棒です。近くの村に泊とまっていきましょう」

　そんな提案をするカレン。たしかに周囲はあかね色に染まっている。そろそろテントを張るか、宿を探さないとならない。

　お嬢様を野宿させるのも気が引けるし、そもそも彼女は裕ゆう福ふくだから、宿賃くらいどうにでもなる。というわけで宿を手配することにしたのだが、村まで数キロ、という道のりも今の彼女には辛つらいようだ。

「喉のどがカラカラです。ジュースが飲みたい～」

　だだをこねながら僕の背中を物欲ほしそうに見るカレン。

　ルナマリアは呆あきれながらも彼女を背負おうか迷っている。

　僕もそうしようと思ったのだが、ピコンと頭にアイデアが浮かぶ。

「そういえば試したかった故事があるんだよね」

「故事ですか？」

「うん、ヴァンダル父さんが持っていた異世界の本があるんだけど、そこにこんなエピソードがあるんだ」

「どのようなエピソードですか？」

「ツァオ・ツァオという英雄なのだけど、彼は喉が渇かわいた兵士たちに、丘おかの向こうに梅の木があるって励はげましたんだ。そうしたら兵士たちは梅を想像し、唾だ液えきで喉を潤うるおわせたんだって」

「なるほど、それを真似するのですね」

「うん」と、うなずくと、僕はカレンに耳打ちする。

「丘の向こうに桃ももの木があるよ」

　その言葉を聞いたカレンはぐずっていた表情から一転、顔を輝かがやかせる。

「桃は東方の賢けん者じやが食べるものですよね。どんなに甘いのかしら」

　むくりと立ち上がると、小走りに丘の向こうに走り出した。

「現金な娘むすめですね」

　その光景を微笑ましく見るルナマリア。同意だったので僕も笑みを漏らすと、ゆっくりと丘を登った。

　カレンは丘の上から僕たちを見下ろし、

「こっちですわ～」

　と手を振ふっていた。




　丘を登り切り、数百メートルほど歩くと、カレンは「ぷくぅ～」と頰ほおを膨ふくらませる。

　僕のほうを見つめながら批難する。

「ウィル様はいけずです。噓うそつきです。純真なわたくしを騙だますなんて」

「ごめん、ごめん、でも、まだ歩けたろう」

「……それはそうですが」

「村も見えてきたし、あそこに泊まればジュースくらい飲めるさ」

「桃のジュースはありますか？」

「それは約束できないけど、温かい食事にもありつける」

　温かい食事と聞いたカレンはお腹なかをさする。お腹が減っているようだ。

「温かい食事は久しぶりです。おとといからずうっと襲しゆう撃げき者に怯おびえて宿も取れませんでしたから」

「逃とう避ひ行こうを繰り広げていたんだね」

「安心してください。ウィル様がいればどのような悪漢も一ひと捻ひねりです」

　とルナマリアが自じ慢まんげに言ううちに、村に到とう着ちやくする。

「ここが村か。人間の集落は初めてだ」

　村の入り口には、「ようこそ、ククリコ村へ。カボチャの名産地」と看板に書かれていた。

　親しみやすいアットホームな村のようである。

　僕は胸を弾はずませながら村の中に入った。
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　カボチャの名産地ククリコ村はテーブル・マウンテンの裾すそ野のにある村である。

　人口は二〇〇人くらいだろうか。

　街道から少し離はなれたところにある小さな村で、名産品は看板の通りカボチャである。また、街道からそこそこ近いため、宿場町の機能もあるようだ。宿屋が何軒げんかあった。

　どの宿に泊まろうか悩なやむ。

　僕とカレンは、「このご休憩四〇シルと書かれた宿屋はどうかな？」と派手目の宿を指さすが、ルナマリアは首を横に振る。

「ウィル様、それは駄目です」

　と断固とした口調だ。なんでもあとで聞いたが、ここは連れ込み宿らしい。僕は小説でその意味を知っていたので顔を赤く染める。

　というわけで僕たちは無難に、一晩六〇シル、夕食朝食付きの宿を選んだ。

　宿に入ると女将おかみさんが湯ゆ桶おけを持ってきてくれる。これで足を洗って疲れを癒いやすらしい。素直にそれに従うとたしかに疲れが抜ける。

「もっと湯が必要な場合は、二シルね。お風ふ呂ろに入りたい場合は八シルだ」

　お風呂に入りたいですわ！　とカレンが主張するので、お風呂も借りる。

　ルナマリアは贅ぜい沢たくを戒いましめたいようだが、スポンサーが払はらうというものを拒きよ否ひする気はないようだ。

　お風ふ呂ろ場ばに向かうとき、「……久しぶりに髪かみを洗えます」とつぶやき、嬉しそうにしていた。こういうところは彼女も女の子である。

　ただ僕もお風呂は好きなので、ふたりが入ったあとに有り難く頂ちよう戴だいすると、そのまま食堂に向かう。

　夕食を食べるためだ。

　宿が用意してくれた夕食は豪ごう勢せいなもので、カボチャを中心に作ったものだった。

　カボチャと豚ぶた肉にくのシチュー。カボチャの揚あげ物。カボチャプリン、パンにもカボチャが練り込まれていてほんのり甘い。

　カボチャは山でも食べていたが、さすがに名産地で食べるカボチャはひと味違ちがった。

　カレンも満足しているようで、プリンのお代わりまでしている。

　一方、ルナマリアは小食というかとてもゆっくり食べている。食事の前のお祈いのりも長かった。なんでも地母神の神殿では食べ物に感謝する習慣はあっても美味うまい料理を作る習慣はなかったそうだ。

　毎日、マッシュポテトとグリンピースばかり食べていたらしい。

　カレンは「可哀かわい想そう……」と同情するが、彼女は気にする様子もなく、黙もく々もくと食事を食べる。

　ただ、美味いという味覚はあるようで、時折、「美味おいしいですね」と微笑ほほえむ。

　それを眺ながめながら食事していると、すべてを食べ終える。

　あとは部屋に戻もどって寝ねるだけである。お金は潤じゆん沢たくなので、男女別々に部屋を取ってある。

　ただ、そのことを告げるとカレンは「つまりませんわ」と嘆なげく。ウィル様の横で寝たいです、とも。

　過激な発言であるが、ルナマリアに「……カレンさん」と睨まれると、彼女は撤てつ退たいし、ひとり部屋に向かう。

　彼女がいなくなると、ルナマリアは「ふう……」と吐息を漏らす。

「神殿には絶対いないタイプの女性なので、扱あつかいに困ります」

「下界には詳くわしくないけど、彼女が特とく殊しゆだとは分かる」

「その通りです」

　と言うルナマリアだが、彼女も変わりものである事実は変わらない。

　食事の前どころか食事のあとも長時間お祈りするのは変わりものの部類に入るだろう。

　もっとも地母神の巫み女こである彼女には当然のことなのかもしれないが。

「うちには女神様そのものがいたけど、食事の前のお祈りとかはしなかったなあ」

　と漏らす。

「ミリア様は治ち癒ゆの女神様ですからね。地母神は大地の豊ほう穣じようを願う神。大地の恵めぐみに感謝を捧ささげる決まりなのです」

「なるほど。ところで地母神の教団なのだけど、どこにあるの？」

「テーブル・マウンテンの南側にあります」

「じゃあ、正反対の方向だね」

「そうなりますね。もしも向かうのならば山を突つっ切ったほうが早いかもしれません」

「用があったらそうしよう。山ならば抜ぬけ道をいくつも知っている」

「さすがはウィル様です」

　と言う彼女に質問を続ける。

「君が僕の従者になるのは教団の偉えらい人の命令なの？」

「いえ、大司祭であらせられるフローラ様は私が旅立つのを反対しました。フローラ様は私を娘のように可愛かわいがってくださっています」

「じゃあ、なんで旅立ったの？」

「地母神の神しん託たくがあったからです」

「神託か。それは夢で見るものなの？」

「色々な形があります。夢で告げられることもありますし、白昼、突とつ然ぜん脳内に響ひびくこともあります」

「神託は他の巫女も授かるの？」

「稀まれに授かるようですが、私のように頻ひん繁ぱんに神の声を聞けるものは珍めずらしいようですね」

　なので神しん殿でん内では「盲もう目もくの聖女」というあだ名で呼ばれ、一目置かれているようだ。

「しかし、目が見えないのにひとりで旅をするなんて勇気がいっただろうに」

「そんなことはありません。目は見えませんが、その代わり耳は良いのです。それで十分、補えます。また、目が見えないことでより一層神に近づけるのです。いつも地母神が側にいて息い吹ぶきを感じるような気がします」

　と言うと彼女は両手を組み、祈りを捧げる。

　聖女様独特のオーラが出ている。

　その神こう々ごうしさは特筆もので、ミリア母さんに爪つめの垢あかを飲ませたいところであるが、心の内に留とどめていると、ルナマリアは「それに──」と続ける。

「今はウィル様という勇者が一いつ緒しよにいてくれます。これほど心強いことはないです」

「側にいる限り、全力で護まもるけど、僕は勇者じゃないよ」

「ならば大だい英えい雄ゆう様が側にいるだけで安心です」

　と微笑む少女。

　全面的に僕を信しん頼らいしているようだ。

　その笑顔を見ると騎き士し道どう精神に駆かられる。

「まあ、大英雄になれるかは別にして、英雄と呼ばれるくらいにはなりたいかな」

　ローニン父さんも常つね日ひ頃ごろから言っている。

　自分のためでなく、他人のために「一二〇パーセントの力を出せる男になれ」と。

　ルナマリアという少女のためならば「一二三パーセント」くらいの力が出せそうであった。

　そのことを伝えると、ルナマリアは花が咲さいたかのような笑みを浮うかべてくれた。
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　ルナマリアと一緒にカボチャの種を煎せんじたお茶を飲む。

　それぞれにお代わりをし、飲み干すと、そのまま各自の部屋に戻る。

　軽く女性陣じんの部屋を覗のぞくが、ツインのベッドルームだった。カレンはネグリジェに着き替がえ、「ぐーぐー」と寝ている。

「きっと疲つかれているのでしょう」

　とはルナマリアの言葉だった。

「違いない」

　と首しゆ肯こうすると、僕はそっと扉とびらを閉め、自分の部屋に戻ったが、それはカレンの策略だった。

　彼女は夜中、ルナマリアが寝ね静しずまった頃ころにむくりと起きると、「おトイレ」と共同トイレに向かう。そこで用を済ますと、そのまま自分の部屋には戻らず、僕の部屋を開ける。

　鍵かぎを掛かける、という習慣のない僕の部屋は簡単に開く。

　カレンは寝息を立てる僕を見つめると、

「ふふふ、ガードが甘いですわ、ウィル様」

　と怪あやしげで艶つややかな表情を浮かべ、僕のベッドに潜もぐり込む。

　──そして僕の背中を抱だきしめると、そのまま勢いに任せ、……なにもしない。

　一緒に寝る。「ぐーすか」と寝る。

　こう見えてカレンはいいところのご令れい嬢じようなのである。慎つつしみが深かった。

　それに今日はとても疲れている。そのようなことをする気分ではない。

　またカレンはそれになりに他人の心の機き微びに敏びん感かんで、僕がその手のことを苦手としていると肌はだで感じていたのだ。

「……ウィル様に嫌きらわれたくないので、今日はここまで。でも、背中をくんかくんかして、ウィル分を堪たん能のうさせてもらいますわ」

　と背中を思いっきり抱きしめる。

　その後、すぐに眠ねむりにつくのだが、翌朝、カレンがいないことに気が付いたルナマリアが朝一番でやってくると、彼女はぷんすかと怒おこった。

「未み婚こんの男女がなにをやっているのですか！」

　その言葉はガードが緩ゆるい僕にも向けられていたので、申し訳なく思ってしまうが、カレンはどこ吹ふく風で、

「ルナマリアさんも同じことがしたくて堪たまらないのでしょう。わたくしはウィル様を独ひとり占じめするような真似はしません。ささ、朝食の準備が整うまで、一緒に寝ましょう」
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　と逆側のスペースが空いていることを伝える。

　その言葉にルナマリアは「むむぅ」と眉み間けんを寄せたものの、結局は誘ゆう惑わくに屈くつする。

　無言で僕の隣となりに入り込こむと、そのまま「くー」と寝息を立てる。

　こうして両りよう脇わきを美人で固められる僕。

　女性に免めん疫えきがないわけではない。

　ミリア母さんは僕を抱だき枕まくらにして寝るので、女性の身体からだの柔やわらかさや甘い匂においには慣れていたが、それでもルナマリアという聖女とカレンという令嬢は別格である。

　母さんよりも柔らかく、いい匂いがするような気がした。

　張り合うような少女たちに呆あきれながらも、僕は彼女たちの行こう為いを許すと、カレンの勧すすめ通り、そのまま朝食まで二に度ど寝ねをした。







　宿の女将おかみさんのノックによって起こされると、食堂に向かう。

　メニューはベーコン・エッグにパン、それにコンソメスープとヨーグルトだった。

　標準的な食事である。

　朝からそんなに食しよく欲よくが湧わくことはないので、これで十分というか、これが良かった。

「山の上でもこのような食事をされていたのですか？」

　はむはむ、とパンを食べながらカレンが質問してくる。

「うん、まあね。でも、たまにローニン父さんが和食が食べたいとだだをこねた日は和食だけど」

「ワショク……？」

　不思議そうな顔をする。

「和食というのは東方の蓬ほう萊らいって島国の食事だね。パンの代わりにお米、スープの代わりに味み噌そスープを飲むんだ。おかずは焼いた塩しお鮭ざけとかが定番かな」

「まあ、ヘルシーですね」

「健康的なだけじゃなく、とても美味しいよ。お米の甘み、味噌の旨うまみは特筆に値する」

　じゅるり、と涎よだれをたらすご令嬢。彼女は食いしん坊ぼうのようだ。

　屋や敷しきに帰ったら、料理人に作らせます、と宣言している。

「まあ、お米も味噌もこの辺じゃなかなか手に入らないらしいけど」

「それではどうやって手に入れているのですか？　ウィル様の家では」

「ヴァンダル父さんが発はつ酵こう食品に凝こっていてね。味噌は自家製なんだ。大豆を発酵させる。お米はローニン父さんが修行がてら、米俵を買って担いでくる」

「す、すごいお父様方ですね」

「ミリア母さんも蓬萊の国から化け粧しよう水を買ってきたりするよ。まあ、普ふ通つうの家でないことはたしかだね」

　そう苦笑を漏もらすと、僕は

「ああ、父さんと母さんの話をしていたら、なんか会いたくなったなあ。父さんと母さんも今いま頃ごろ食事中かな」

　軽くホームシック気味の台詞せりふを漏らすが、本当に戻りたくなったわけではない。

　まだまだ、僕の心の中では冒ぼう険けん心のほうが勝っている。

　それを証しよう拠こに朝食を食べ終えると、早く宿を出たくてうずうずする。カレンの屋敷があるノースウッドの街に行きたくて仕方ない。

　というわけで食事を終えると、急せかすようにふたりに用意させ、そのまま宿を出た。

　見上げればどこまでも青空が広がっている。絶好の旅日和である。







　一方、その頃、テーブル・マウンテンでは──。

　朝食を巡めぐって争いが勃ぼつ発ぱつしていた。

　神々の住まいでの食事は当番制になっており、全員が順番でこなすが、今日は剣けん神しんローニンが担当している。

　彼は豪ごう快かいにタラコとコンブのおにぎりを人数分作ったが、それが争いのもとであった。

　ローニンはうっかりウィルの分も作ってしまったのである。

　しかし、争いのもとは誰だれが余った分を食べるのかではなく、誰もいない場所に置かれたおにぎりを見て、治ち癒ゆの女神ミリアの傷心がえぐられたからである。

　彼女は「うわーん」と泣きながら、「これだから脳筋ローニンは厭いやなのよ。デリカシーがない」と愚ぐ痴ちる。

　ローニンもウィルがいなくなったことで気が立っていたのだろう。

「なんだってこの厚化粧女」と言い返す。

「私に向かって厚化粧ですって。この女神界一のナチュラルメイク派に向かって。先日も某ぼう神にお肌が綺き麗れいですね、ってナンパされたんだから」

「目が腐くさっていたんじゃねーか？　それとも女なら誰でも良かったのか」

「なんですって!?」

　いきり立つ女神様。一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きになるが、この場を鎮しずめたのは年長の老神だった。

　魔ま術じゆつの神ヴァンダルは無言で立ち上がると言う。

「いい加減にせい、ふたりとも。まだウィルが旅立って数日だぞ。こんな調子でどうする」

「ふん、ウィルがいないこの家になんの価値もないわ。汗あせ臭くさいし、加か齢れい臭しゆうがするし、私、出て行こうかしら」

「好きにせい。しかし、ウィルとて里帰りくらいはするだろう。そのとき、会えなくてもいいのか？」

「むぐう」

　と口をつぐむ女神。ウィルと会えなくなるのは身が引き裂さかれるのと同じである、と黙だまる。

　ただ、最後まで黙っていないのがこの女神の本領か。腹いせにウィルの分のおにぎりをほおばる。

「まあ、いいわ。ウィルに免めんじて許してあげる。はあ、それにしても私の可愛かわいいウィル。朝ご飯はちゃんと食べているかしら」

「それは心配する必要ねえだろ。ルナマリアという娘むすめが付いている。ウィルより年上でしっかりしている。あれはいい姉あねさん女によう房ぼうになるぜ」

「……ふん、年増がウィルのお嫁よめさんになんてなれるわけないでしょう」

　ツン、と言い返すと、ミリアはカップに注いだ味噌スープを飲み干す。彼女はお椀わんは苦手なので、味噌スープもカップで飲むのだ。

　さて、このように神々は朝食を取っていた。

　愛する息子がいないということを除けば、いつもと同じ『日常』を過ごしていた。
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　ククリコ村を旅立つ。本街道に戻ると、そのまま北上する。

「カレンの屋敷があるノースウッドの街はどの辺にあるのだろう」

　と尋たずねるが、ルナマリアは首を横に振ふる。

「分かりません。私は盲もう目もくなので地図を携けい帯たいしていないのです」

「なるほど、じゃあ──」

　とカレン本人の顔を見るが、彼女もきょとんとしている。ご令嬢は地理が苦手のようだ。

　仕方ないので街道を歩く商人に尋ねる。

　中年の商人は快く教えてくれた。

「このまままっすぐに道なりに進めば明日には到とう着ちやくするよ。女の足でも」

　女の足、という言葉にカレンは少しむすっとしているが、事実、カレンの足が遅おそいことに変わりはない。

　僕は商人に礼を言う。

「ありがとうございます。ご親切に」

　ぺこりと頭を下げると、商人は、

「今時礼れい儀ぎ正ただしい少年だなあ。姉さんや妹さんと旅をしているのかい？　大切にしてあげな」

　という言葉をくれる。

　どうやら僕たちを兄妹きようだいだと思っているようだ。

　ルナマリアがお姉さん、カレンが妹だろうか。

　たしかにカレンはちっこいのでそう思い込むのも無理はない、と思っていると、カレンはぷんすかと怒る。

「失礼ですね。ウィル様とわたくしは兄妹ではありません。婚こん約やく者同士です」

　と主張するが、もう商人の姿はない。僕に文句を言っているようだ。

　いつ、僕とカレンが婚約したのだろう、と思ったが、反論すると長くなりそうだったので無視して、そのまま北上を続ける。

　途と中ちゆうにマイルストーンを見つける。商人の言葉通り、石にはノースウッドまで数キロと書かれていた。

　このまま強行軍をすれば今夜中に到着するだろうが、女性陣じんに無理をさせたくなかったので、手前の宿場町で宿を取る。

　そのままそこで一いつ泊ぱくすると、翌朝、ノースウッドの街に入る。




「ここがノースウッドの街か」

　城じよう壁へきに囲まれた街を見み渡わたす。ククリコ村にも宿場町にも城壁はなかったのでとても珍めずらしい。無論、テーブル・マウンテンにもない。

「へー、これが城壁か。ぐるりと周囲を囲んでいるんだね。街を守るためにあるのかな」

「はい、そうですわ。この城壁は昔からずっとこの街を守ってくれているのです」

　説明してくれるのはこの街の住人のカレン。

「それだけでなく、街で商売をする人たちから税金を徴ちよう収しゆうする役目も果たしているのです」

　と指をさす。

　たしかに門の入り口には衛兵がおり、商品を持っている商人の通行手形を確認している。

「通行手形がないものは街には入れません。また、通行手形を発行する際に商品に応じて税金も課します」

「なるほど、そうやって税金を集めるんだね。──でも、僕たちは通行手形を持っていないよ」

「それは大だい丈じよう夫ぶです」

　とカレンは懐ふところから手形を取り出す。

「じゃじゃーん、これはこの街の領主様が発行する特別な手形です。この街だけでなく、この国ならばどの街でも入れます」

「カレンの実家はすごい力を持ってるんだね」

　と褒ほめるが、その言葉は真実で、先ほどから通る場所の半分にはアナハイム商会という看板が張られている。やはり彼女はこの街一番の商会の娘のようだ。

　事実、門番はカレンがアナハイム家の娘だと分かると、懇こん切せつ丁てい寧ねいに対応してくれた。他の通行人のように持ち物を検査されることもない。ほぼ、顔パスである。

「さすがはアナハイム商会ですね」

　ルナマリアも嘆たん息そくを漏らす。

　なんでもテーブル・マウンテンにくる途中で寄った街では、助すけ平べいな衛兵に身体からだを触さわられたらしい。

　そのような不ぶ躾しつけや不作法を味わうとは、やはり女のひとり旅は大変である、と同情をしながら、そのままノースウッドの門をくぐった。

　カレンの実家であるアナハイム商会はノースウッドの街の中心街の目め抜ぬき通りにある。

　市庁舎の真横に、市庁舎よりも立派な建物がそびえ立つ。多くの商人がせわしなく出入りしていた。

　当然、カレンはそこに行くかと思いきや、スルーする。

　不思議な顔をしていると説明してくれる。

「ここはお父様の仕事場なのです。用もなく立ち入るなと幼い頃ころから躾しつけられているのです」

「用はあるんじゃないかな。カレンのお父さんだって娘の無事を知りたいだろうに」

「大丈夫です。今の時間は自宅にいますから」

　市庁舎の大時計を見ると、午前九時。この時間はまだ家でくつろいでいるらしい。

「目覚めのモーニング・コーヒーを飲み、優ゆう雅がに仕事場に向かうのが父のスタイルなのです」

　と言う。いわゆる重役出勤というやつだろうか、と問うと、そうですわ、と認める。

　僕たちは黙ってカレンの後ろについて行くと、大通りから少し離はなれたところにある一角に向かう。広い敷しき地ちの建物が増えていく。ここはノースウッドの高級住宅地のようである。その中でも一ひと際きわ大きい建物がカレンの実家だった。

　彼女の実家が見えるとその門から飛び出てくる影かげが。

「お嬢じよう様さま!!」

　と血相を変えている中年の男。彼の名はヨハン。アナハイム家の執しつ事じのようだ。

「ああ、ヨハン、久しぶり」

　にこやかに言うカレンだが、ヨハンにはそんな余よ裕ゆうはない。

「お嬢様、心配しましたぞ」

「隣となり街まちにお使いに行っていただけよ」

「消息が途と絶だえましたし、その使いも果たせなかった様子。いったい、なにがあったのですか」

「ああ、そうだった。お父様のお使いを果たせなかったんだ」

　ぺろっと舌を出すが、ヨハンは怒おこらなかった。

「それはもういいのです。お嬢様の身さえご無事ならば」

　ほっとため息いきをつく執事。本気で心配していたようだ。彼は安あん堵どしていたが、愛するお嬢様の横にいる見慣れぬ少年と巫み女こを見て、不ふ審しんな表情をする。

「──こちらの方々は？」

「この殿との方がたはわたくしと馭ぎよ者しやの命を救ってくれた恩人です」

「なんと、お嬢様の!?　というか、お嬢様、なにがあったのですか？」

　再び血相を変える執事に、カレンはかくかくしかじかと説明する。

「──つまり、ガルド商会の連中がお嬢様を襲おそい、この方々に救ってもらったと」

「正確に言えばウィル様ひとりで無む双そうしていましたが」

　とカレンは付け加えるが、ルナマリアは厭いやな顔はしない。むしろ、僕を褒められたと誇ほこらしげにしている。

　とりあえず事情の分かった執事は表情を緩ゆるめると、かしこまり、僕に深々と頭を下げる。

「子細は承知しました。つまりあなたはお嬢様の恩人。お嬢様の恩人はこのヨハンの、いえ、アナハイム家の恩人に他なりません」

　地に額をこすりつけそうなほど頭を下げる執事。それほどお嬢様を救ったことが嬉うれしいらしい。

「ただいま、旦だん那な様にお嬢様の無事を報告して参ります。旦那様もとても喜ばれることでしょう」

　と言うと僕たちを屋や敷しきに案内してくれる。

　客間に通されるとそこでしばしカレンとお別れ。父親に無事の報告をし、おめかしをして僕をもてなしたいと言う。

　彼女はにこりと微笑ほほえむと、

「アナハイム家全員でおもてなししますからね。覚かく悟ごしてくださいまし」

　と茶目っ気たっぷりに言った。

　ノースウッドの街一の豪ごう商しようのおもてなしとはどのようなものだろうか。僕は好こう奇き心しん半分、怖こわさ半分でそのときを待った。




　　　　†




　アナハイム商会の主あるじ、ヴィクトール・アナハイムの屋敷の客間で膝ひざを突つき合わせる僕とルナマリア。

　彼女は悠ゆう然ぜんと出された紅茶を飲んでいる。

　その姿を見て羨うらやむ僕。

「ルナマリアはすごいね、こんな豪ごう華かな部屋に通されても平然としているなんて」

「私には、王おう侯こう貴族の部屋も、荒こう野やの廃はい墟きよも似たようなものです」

「なるほど、たしかに」

「神の前では皆みなが等しく平等なのです。──あ、もちろん、ウィル様は別格です。ウィル様は世界で一番特別な存在です」

　平然と言う巫女様。

「まあ、人は皆、特別な存在だよ。誰だれかにとって」

　一いつ般ぱん論でまとめると、僕はカレンが戻もどってくるのを待った。

　三〇分ほど経っただろうか。カレンではなく、ヨハンが戻ってくる。

　執事服をまとった中年の男は部屋に入るとうやうやしく言葉を発する。

「旦那様が応接室でお待ちです。是ぜ非ひともお礼をしたいとのこと」

「お礼なんていいですよ」

「そんな不調法はできません。お嬢様の命の恩人をもてなしたいとのことでした」

　ルナマリアに視線をやるが、彼女は素直に礼を受け取るように勧すすめる。

「旅には先立つものも必要でしょう。それにヴィクトール氏には聖せい剣けんの件でご協力願わないといけません」

「そうだね。たしか聖剣はヴィクトールさんの土地にあるんだよね」

「はい、その辺の情報も伺うかがいに行きましょう」

　と言うとふたりで応接室に向かう。

　そこにいたのは「今夜は舞ぶ踏とう会？」というくらいにおめかししたカレンとその父親だった。

　アナハイム商会の長、ヴィクトールは中肉中背、ロマンスグレーの紳しん士しだった。

　カレンによく似ていた。カレンは父親似なのだろう。

　ヴィクトールは僕が部屋に入るなり、「おお、君が噂うわさの英えい雄ゆうかね」と僕を両腕を広げて迎むかえてくれる。

　最初から好感度マックスである。

「是非、我が娘むすめの婿むこにしたいが、明日は空いているかね？　花婿の衣装を見み繕つくろいたいが」

「それは遠えん慮りよしておきます。その代わりにヴィクトールさんにお願いがあるのですが」

「なんだね？　娘の恩人には最大限の便べん宜ぎを図りたい」

　頼たのもしい言葉だったので遠慮なく話す。

「実は僕たちは聖剣を探していまして、それがヴィクトールさんの所有物であると小耳に挟はさみました」

「ああ、そのことか。君たちは聖剣を探しているのか？　もしかして勇者なのか？」

「いえ、ただの平民です」

「ふむ、ならば見つけても装備できないが」

　と言うと視線を送ってくるヴィクトール。その視線をそのままルナマリアに渡わたす。

「ウィル様には勇者の証はありませんが、きっと近いうちに勇者として覚かく醒せいします。その前に聖剣を入手したいのです」

　その言葉に「ふむ」という論評を漏もらし、あごひげに手を添そえるヴィクトール。彼は現実主義者の商人のようで、ルナマリアの言葉に懐かい疑ぎ的なようだ。人はそうそう都合よく覚醒しないものだ。

　それは僕も思っていたことなのだが、僕たちに思わぬ味方が現れる。

「お父様、わたくしもルナマリアさんと同じ意見です。ウィル様は特別なお方、いつか勇者として覚醒しそうな気がします」

「お前もそう思うのか？」

「はい、初めて会ったときから確信めいたものを持っていました。この方は特別な宿命を持っていると」

　おおげさだなあ、と僕は思ったが、ヴィクトールの目は案外、真しん剣けんだった。

「……ふむ、我が娘は先物取引の才能があるからな」

　そう漏らすとぽんと手を叩たたく。

「分かったいいだろう。我が娘とこの清らかな聖女の言葉を信じよう」

　と言うと、彼は聖剣を持っていく許可をくれる。

「聖剣はこの少年のものだ。聖剣が刺ささっている土地の主が言うのだから間ま違ちがいない」

　そんな簡単に決めていいのかな、と思ったが、僕はそうことが上手うまく運ぶとは思っていなかった。

「先日、カレンさんからも聞きましたが、聖剣はヴィクトールさんの所有する土地に刺さっていると聞きます。しかし、それは勇者でないと抜ぬけないと」

「君ならば抜くだろう」

「つまり抜いたら好きにしていいと」

「そうだな」

「なるほど」

　と僕も自分のあごに手を添える。

（……まあ、目に入れても痛くない娘の恩人にはそう言うしかないよな）

　どのみち、僕は勇者ではないから抜けない。抜け目ない商会の主はそう思っているのだろう。

　実際、彼は聖剣よりも本日、僕をどうもてなすかばかり気にしていた。

　この場で本気で剣が抜けると思っているのは、カレンとルナマリアだけだった。

（ふたりには悪いけどどう考えても無理だよな。ま、実際に抜けなければ諦あきらめるだろう）

　そう思った僕は、聖剣のことを忘ぼう却きやくし、アナハイム家のおもてなしの最中、カレンの求きゆう婚こんをどうかわすかに注力することにした。

　結婚に興味がないわけではないが、旅立ったばかりだというのに結婚するわけにはいかない。

　せめて世界の半分は見てから生しよう涯がいの伴はん侶りよとなる人物を決めたかった。

　そう心に誓ちかうが、ちらりとルナマリアの顔が視界に入る。

　そういえば母さんはルナマリアとの結婚は許しません、と言っていたが、彼女はどうなのであろうか。

　地母神の巫女というやつは結婚できるのだろうか。

　とても気になったが、本人に尋たずねることはできなかった。もちろん、「今夜は離しませんわ」と僕の腕うでに絡からみついてくるいたいけなご令れい嬢じようにも聞くことはできなかった。




　　　　†




　僕たちは聖剣のある場所を聞き出すとそのままそこに向かう──、

　ことはなく宴えん会かいに連れて行かれる。

　アナハイム家のご令嬢を助けたことに対するお礼の宴うたげに出席させられる。

　一刻も早く聖剣を得たいルナマリアは難色を示す。巫女である彼女は華か美びな席が苦手なようだ。商家の宴というものに興味がある僕は彼女を説得する。

「聖剣は逃にげないさ、それに僕が本当に勇者ならばその剣は僕にしか抜けないのだろう？　今さら慌あわてても仕方ないよ」

「…それはそうなのですが」

　と納得はするが結局ルナマリアは、アナハイム家が用意した綺き麗れいなドレスには袖そでを通さなかった。

「巫女にとってこの飾かざりのない衣装こそが花はな嫁よめ衣装であり、死に装束でもあるのです」

　といつもの簡素な服で宴に出る。

　僕も貴族が着るような衣服は合わないのでいつもの服で参加する。

　おめかしをしたカレンは不平を漏らすが、「それでもウィル様と食事ができて嬉しいです」と漏らした。




　アナハイム家の宴は立派な食堂で行われる。普ふ段だん、アナハイム一族が食事を取る場所で豪華に行われる。

「小しよう宴えんだよ」

　とは当主ヴィクトールの言葉であるが庶しよ民みん目線から見れば十分豪ごう壮そうだった。山育ちの僕から見ても。

　そもそもアナハイム家の食堂自体、とても大きい。僕の家がまるごとすっぽり入るのではないだろうか。大げさだがそれくらいはある。

　そこに各国の山海の珍ちん味みがところ狭せましと置かれるのだから豪華以外の言葉はない。

　見たことも聞いたこともないような食材で作られた料理をぱくついていると、カレンが話しかけてくる。

「一いつ緒しよに食事をしているととても幸せですわ。このまま結婚したいくらいです」

　頰ほおを染める娘に父親は言う。

「それも悪くない。そろそろ孫の顔も見たい」

　乗り気になっている父親を見てカレンは妙みよう案あんを思いついたかのように言う。

「そうですわ、聖剣探たん索さくの旅にわたくしもお連れください。良い花嫁修業になります」

　嬉き々きとして言うカレンであったがその提案は意外にも却きやつ下かされる。

「それは駄だ目めだ。お前を危険な目に遭あわせることはできない」

「ウィル様は天下無む双そうの英雄です。危険などありません」

「それでも駄目だ」

　却下するヴィクトール。彼は無制限に娘に甘いわけではないようだ。

「ガルド商会はいまだにお前を狙ねらっているだろう。今外に出るのは虎こ穴けつに飛び込むようなものだ」

　ガルド商会の名前を出すとさすがのカレンも折れざるを得ない。先日の襲しゆう撃げきは十分、カレンのトラウマになっているようだ。

　そのようなやりとりを見ているとルナマリアが質問をする。

「ガルド商会という輩やからがカレンさん誘ゆう拐かいの黒幕らしいですが、なぜ、その商会と敵対しているのですか」

「それは向こうに聞いてくれ」と冗じよう談だんめかすヴィクトールだがちゃんと詳しよう細さいも教えてくれる。

「経済上のトラブルだよ。我がアナハイム家は昔からこの街の木材を一手に取り仕切ってきたのだが新興のガルド商会がその利権を奪うばおうとしてきたのだ」

　以来、敵対している、とヴィクトールは言う。

　ガルド商会という名を出すと彼は不ふ機き嫌げんになる。酒でも飲まなければやっていられない、とメイドにワインを持ってくるように命じる。

　僕はその光景をなにげなく見るが、メイドの表情が少しこわばっているように見えた。

　小声でカレンに問いかける。彼女は嬉うれしそうに答える。

「…なんですの？　駆かけ落ち同然に連れ出す機会をうかがってくれているのですか？」

「場合によっては」と答えると彼女は本当に嬉しそうにする。

「でもその前に聞きたいことが」

「なんなりと」

「今、ワインを取りに行ったメイドはどんな娘こ？」

「まあ、駆け落ち相手の前で物色ですか」

　と頰をふくらませる真似をするが、僕が意味もなくナンパするとは思っていないのだろう。教えてくれる。

「最近、入ったばかりのメイドです。要領がいいので重宝していますわ」

「…なるほど、最近ね」

　と漏らすと彼女は卓上瓶デカンタでワインを持ってくる。それを無言で主あるじに注ぐ途と中ちゆうで僕は質問する。

「君は獣じゆう人じんの娘のようだけど」

　と尋ねると彼女は一いつ瞬しゆん、ピクリと止まり、「そうですが？」と微笑ほほえんだ。

「その耳は千せん狐こ族だね」

　千狐族とはテーブル・マウンテンの東側の森に住む一族である。彼らは耳の先が白かった。

「左様でございます。よくご存知で」

「山にいたとき少しだけ交流があったんだ。彼らはヴァンダル父さんと仲が良かった。霊れい薬やくの素材などを取引していたんだ」

「なるほど、我が一族は鼻が利くので素材集めは得意です」

「だろうね」

　と言うと彼女はペコリと頭を下げ、再びワインを注ぐ動作に戻もどる。

　皆みなが気にすることなくそれぞれに食事を再開するが、僕は唐とう突とつに立ち上がると、ヴィクトールに進言する。

「ヴィクトールさん、そのワインは飲まないほうがいい」

　その言葉を聞いたメイドはびくりと身体からだを震ふるわせ、ヴィクトールは怪け訝げんな顔をする。

　説明を求めてくるので僕は説明をする。

「理由は単純です。そのワインには毒が入れられているからです」

　僕とメイドを除く全員が驚きよう愕がくするが、ある意味それが答えだった。メイドの怪あやしさを見み抜ぬいたヴィクトールが千狐の娘むすめに詰きつ問もんをすると彼女は泣き崩くずれる。

「…すみません。お母さんが病気でどうしても治ち療りよう費が欲ほしかったのです」

　事情を打ち明け、ガルド商会の手先になった理由を話すが、罪は罪である、とヴィクトールは彼女を捕ほ縛ばくしようとする。しかし、それは思いとどまってもらう。

「待ってください。たしかに彼女は悪いことをしましたが、本当の悪はガルド商会です」

　僕の必死の説得は受け入れられる。僕自身がアナハイム親子の命の恩人ということもあったが、もともとヴィクトール自体、慈じ悲ひ深ぶかい人なのだろう。さすがにメイドは解かい雇こされたが、僕がヴァンダル父さん宛あてに彼女の母親の薬を調合してもらうように手紙を書くと、ヴィクトールも感化されたのか、彼女に退職金を渡わたす。

「慈悲深いですね」

　と褒ほめると、「君ほどではないさ」という言葉が返ってくる。

「…ここまでしていただけるなんて」

　僕たちの行こう為いに涙なみだぐむメイド。ウィル様は慈悲深いとルナマリアも感動している。

　こうしてヴィクトール暗殺は回かい避ひされたのだが、翌日、ルナマリアは「ウィル様も神しん託たくを受け取れるのですか？」と尋ねてきた。まさかと笑って首を振ふる。

「毒のことを見抜いたのは洞どう察さつ力だよ。メイドは明らかに不ふ審しんだったし、ワインの色が少し変だった」

「色ですか？」

「うん、牛乳を混ぜたような色をしていた。そうしたらヴァンダルがよく千狐族から乳白色の劇薬を仕入れていたことを思い出したんだ」

「そのような極小の情報からよくぞそこまで。さすがはウィル様です」ルナマリアは感激気味に僕の推理力を称しよう賛さんしてくれた。








第五章　聖せい剣けんのある森









　　　　†




　思わぬところで魔ま術じゆつの神譲ゆずりの推理力を発揮した僕。

　その後、アナハイム商会は警備を強化する。暗殺者どころか猫ねこの子一匹ぴき入れないようにする。

　使用人はすべて精査したが、他に怪しげな人物はいなかった。

「当座はこれで大だい丈じよう夫ぶだと思うが、根本的な解決になっていないな」

　苦笑いを漏もらすヴィクトール。カレンも怯おびえているのでなんとかしてあげたいが、それは断られる。

「いや、これはアナハイム商会とガルド商会の諍いさかいだ。旅人を巻き込むわけにはいかない。それに君は聖剣を抜ぬきに行くのだろう？」

　と諭さとされてしまう。

　ルナマリアも「組織同士の争いは組織で解決するしかありません。それに聖剣を早く抜きに行きたいです」と言うので僕は彼女たちの意見に従うことにした。

　ちなみに聖剣はノースウッドの街の東にある森の中にあるらしい。




　通つう称しよう迷いの森──




　と呼ばれる東の森の中心部に刺ささっているようだ。

　迷いの森に入る許可、それと聖剣を抜くことができればその所有権ももらえるとヴィクトールに太たい鼓こ判ばんを捺おされると、僕たちは彼の屋や敷しきを旅立つ。

　カレンは最後の最後まで手を振ふり、僕たちを見送ってくれた。




　このように聖剣を得る旅が始まった。

　もとのふたり組に戻る。

「カレンさんは騒さわがしい人でしたが、いなくなると寂さびしいですね」

「そうだね。静かになった」

　ルナマリアはおしゃべりではないし、どちらかといえば寡か黙もくに分類される。

　あまり無む駄だ話をしない。

　一方、カレンは口から先に生まれてきたかのようにずうっとしゃべっている。旅の最中は退たい屈くつせずに済んだ。

「まあ、退屈を紛まぎらわせるために旅をしているわけじゃないからいいんだけど」

「ならばなぜ旅をしているのですか？」

　いきなりの質問に僕は戸と惑まどい、己のあごに指を添そえ、「うーん」と、うなってしまうが、自分の中の考えをまとめると彼女に話す。

「強しいて言えば見聞を広めるためかな。山の中で一生を過ごしたら、狭い視野の人間になりそうだったから」

「広い視野を持ちたいのですか？」

「そうだね。父さんや母さんは常々言っていた。より高く、広い視野を持てって。大局観を養えって」

「養えそうですか？」

「それはまだ分からないけど、旅は楽しいよ」

　と言うとノースウッドの街にある門を出た。入るときは精査されるが、出るときはなにも言われない。

　出る人間まで調べていたら手が回らなくなるのだろう。

　僕たちはなにごともなく街を出ると、そのまま東に向かった。




　聖剣が刺さっている東の森は、ノースウッドの街から歩いて四日ほどのところにあった。

　もしもカレンがいたらその倍は掛かかっただろうが、ルナマリアは健けん脚きやくで通常の日程で到とう着ちやくできた。

　森が眼前に広がる。

「ここが迷いの森か、鬱うつ蒼そうとしているね」

「そうですね。その通称に間ま違ちがいはなさそうです」

「ヴィクトールさんは言っていた。この森は不思議な精せい霊れい力に包まれているから木を伐ばつ採さいできないんだって。妖よう精せいが住んでいるらしい」

「まあ、妖精さんが」

「その妖精が中に入った旅人を迷わせるんだとさ」

「それは困りましたね。無事、聖剣のもとまでたどり着けるでしょうか？」

「それは分からないけど、どんな困難があっても聖剣のところに行くんだろう？」

　その言葉にルナマリアは、「はい」と元気よく即そく答とうする。

　その答えは分かりきっていたので今さら呆あきれないが、森に入ろうとしたとき、僕たち以外の存在に気が付く。

　騒がしい連中がやってくる。




「きゃー、勇者様、森が見えてきましたよ」

「なんか陰いん気きでこわーい」

「大丈夫よ、最強の剣の勇者様が付いているんだから」




　この黄色い声はどこかで聞いた気がする。それに剣の勇者という名前も。

　振り返るとそこにいたのは先日出会った勇者だった。

　名前をレヴィンと言っただろうか。

　細ほそ面おもての美男子、勇者ガールズという女性をはべらせ、パーティーを女性で固めた勇者様だ。

　彼は両りよう脇わきに綺き麗れいどころを従え、勇ゆう壮そうに歩いていた。

　最初、僕たちに気が付かない振りをしたが、森の中に入る手前、わざとらしく「……おや、君はどこかで見たことがあるな」と立ち止まった。

　従者のリンクスも立ち止まり、ぺこりと頭を下げる。

「久しぶりだね。たしかテーブル・マウンテンの裾すそ野ので会った。名前は……ウィリー？」

「ウィル様です！」

　と答えるのはルナマリア。

　見事に挑ちよう発はつに乗っている。

「そうだった。失敬、失敬。オレは自分よりも弱きものの名を覚えられないんだ。つまり、この世界の誰だれの名前も覚えられない。だから彼女たちの名前も皆、ハニーと呼んでいるくらいなんだ」

　ハニー一号、二号、三号は気にした様子もなく、逆に「ワイルドですわ」と褒め称たたえる。

「まあ、君は見所がありそうだから、次からは覚えるよ、ビル」

「ウィル様です！」

　声を張り上げるルナマリア。

　それよりも僕が気になるのは勇者がなぜ、ここにいるかだった。尋たずねてみる。

　勇者はさも当然のことのように言う。

「勇者がこんな陰気な場所にくるなんて理由はひとつだ。この森の奥にあるという聖剣を抜きにきた」

「聖剣はアナハイム商会のものなんだけど」

「聖剣は勇者のものさ。それを証しよう拠こにオレにしか抜けないようになっている」

　そーよ、そーよ、とはハニー二号の追従であるが、一理ある。聖剣を抜き放てるものこそが所有者を宣言するのは道理だった。

「しかし、聖剣を抜けるのですか？　聖剣は勇者専用らしいのですが、どの勇者専用かは分からないらしいですよ」

　ルナマリアが尋ねる。

　この世界には剣の勇者、盾たての勇者、智ちの勇者などがいる。この森に眠ねむる聖剣デュランダルは誰の装備かは不明である。

　その素そ朴ぼくな疑問にレヴィンは答える。

「おいおい、そんなこと心配しているのかい？　オレは『剣』の勇者だぞ、聖剣ならばなんでも装備できるはずだ」

　まあ、理にはかなっているが、根こん拠きよはない。しかし、それを指し摘てきしても彼は森に入るのは止やめないだろう。

　ここにカレンでもいればアナハイム家の土地に入らないように主張することもできたのだが、彼女はいない。

　そんなことを考えていると、やはり剣の勇者レヴィンはそのまま森の奥に入る。

　それを黙だまって見ていると、僕の袖そでを引っ張る人物が。

　ルナマリアである。

　彼女は勇者に後れを取るのが厭いやなようだ。早く入ろうと急せかす。

　まあ、それはいいのだが、妙みように身体からだを密着させるのが気になった。

　なんでも勇者ガールズに対たい抗こう心を燃やしているとのことだった。まったく、困った巫み女こ様である。




　　　　†




　僕とルナマリア、それに剣の勇者一行が森に入る数日前、ノースウッドの街のとある屋敷で謀ぼう議ぎが行われていた。

　ここは目め抜ぬき通りにある立派な建物であったが、妙に陰気なのは室内が暗いのと参加者のせいだろう。

　皆みなが悪人顔で、小説の挿さし絵えが描えがきやすそうな人物で固められていた。

　この建物はガルド商会の本部。そしてここはその会議室。集まっているのはガルド商会の長と幹部たちだった。

　部下のひとりがカレン誘ゆう拐かいの失敗とヴィクトール暗殺の失敗を告げる。

　肥え太った男は歯ぎしりをしながらワイングラスを床ゆかに叩たたき付ける。

　ガシャンという音がした。メイドが顔色を変えて片付けを始めるが、肥え太った男は「そんなのはあとでいい！」とメイドを下がらせる。

　彼の名はボナン・ガルド。ガルド商会の長であるが、見た目通り短気で粗そ野やであった。

　アナハイム商会壊かい滅めつの作戦が失敗続きなことに腹を立てているようだ。

「いったい、お前たちはどこまで無能なんだ。娘むすめひとり誘拐できないのか。凄すご腕うでの傭よう兵へいを雇やとったんだぞ」

「そのものたちは皆、川に突つき落とされてしまいました」

「では、千せん狐こ族の娘はどうした。三ヶ月前から入念に仕込ませたんだぞ」

「それも看破されました。娘を救ったのもその父親を救ったのも同じ少年です」

「まったく余計なことをしてくれる。そのガキの名前はなんというのだ？」

「ウィルというらしいです」

「ウィルか。あの傭兵を倒たおすとはもしかして勇者なのか？」

「それは定かではありませんが、その少年は今、迷いの森に向かっています」

「迷いの森だと？」

　その地名で聖せい剣けんの存在を思い出したガルドは軽く表情を歪ゆがめる。

「……ならばやはり勇者か。今でも厄やつ介かいな存在なのに、聖剣を手にすればどうしようもなくなるかもしれん。手を打たなければ」

　と言うとガルドは傭兵を派は遣けんするように部下に命じる。

「ははっ」とすぐに手配するが、彼は先日の命令を思い出す。

「そういえばカレン・アナハイムの所在地ですが、彼女は今、ノースウッドの郊こう外がいにある別べつ荘そうにいるようです。重武装の兵士に守られています」

「自分の屋や敷しきが安全地帯ではないと気が付き、疎そ開かいさせたか。ヴィクトールめ、小こ賢ざかしい」

　と言うとなにか思いついたようで悪党じみた笑みを漏もらす。

「しかし、郊外にいるというのは都合が良いかもな」

「警備は厳重ですが」

「どんなに警備が厳重だろうと、人間が守っている限り、限界がある。それに俺には先日手に入れたこれがある」

　と言うとガルドは自分の考えを披ひ瀝れきする。

　その考えを聞いた部下たちは、賞賛のため息と同時に恐きよう怖ふを覚える。

　このお方はなんと残ざん忍にんで狡こう猾かつなんだろう、と思ったのだ。そのような策、常人には思いつかない。

　さすがは一代でガルド商会を築き上げた男である。

　改めて主あるじの豪ごう腕わんに敬意を表すと、部下たちは彼の悪わる巧だくみが成功するように動き始めた。







　街でそのような謀ぼう略りやくが練られているとも知らずに森を進む僕たち。

　この森の通つう称しようは迷いの森、複雑怪かい奇きな形をしている。まるで迷路のように入り組んでいる。

　方位磁石を出すが、当然のようにくるくると回る。

「厄介だね。聖剣を探し出せるか難しいかも」

「弱気なことを言わないでください」

　ルナマリアは僕を𠮟しつ咤たする。

「がんばって探すけどね。しかし、剣の勇者たちはどうやって中心部に向かうのだろう」

　別々の道を歩いているので彼らの戦略は不明である。

「なにも考えていなさそうなのでまっすぐ進む気でしょう。案外、そっちのほうが早く中心部にたどり着けるかも」

　とルナマリアが皮肉を漏らす。

　僕らは考えすぎて逆にどつぼにはまっているような気がする。

　先ほどから同じ光景ばかり目にする。

　このままでは遭そう難なんしてしまいそうだった。

　いや、すでに遭難しているのか。

　僕たちは現在、どこにいて、どこに進んでいるかも分からなかった。

　このままでは遭難し、白骨死体になってしまいそうだったが、そんな不ふ吉きつな想像をしていると前方から音がする。

　なにものかが走っている音だ。しかも彼らは鎧よろいを装着している。

「……勇者たちではなさそうだ。彼らより乱暴な歩き方をしてる」

　僕がそう言うとルナマリアもうなずく。

「誰かを追いかけているようですね」

　ルナマリアの聴ちよう覚かくは僕以上だ。その推察に間ま違ちがいはないだろう。

　僕は彼女のほうを振ふり向くと言う。

「下界に降りてきて分かったことはふたつある」

「どのようなことですか？」

「ひとつは神様たちの常識は世間の非常識ということ」

　実感がありますね、とくすくす笑うルナマリア。

「もうひとつは追いかけられている人がいたら、その人は間違いなく善人で、追いかけているほうが悪党ということだ」

　その言葉を聞き、苦笑を漏らすルナマリア。たしかに今のところ毎回そのパターンだったからだ。

　お約束こそがこの世界の真実かもしれない。

　そう思った僕は走り出し、前方にいるはずの悪党を懲こらしめることにした。




　　　　†




　前方にいた傭兵風の男たちは小さな子供を追いかけていた。それだけで悪と分かるが、ひとつだけ勘かん違ちがいしていたことがある。それは前方にいる子供がただの子供ではないということだ。

　少なくとも人間の子供ではなかった。

　人間の赤子ほどの大きさであるが瘦そう身しんである。まるで人形のような等身をしている。

　そして彼女の背中には虫のような羽があった。

　ヴァンダルの書しよ斎さいの図ず鑑かんで見たことがある。あれはおそらく妖よう精せいだろう。

　そう思った僕はルナマリアに伝える。

「この森はやはり精せい霊れい力に満ちあふれているようだね。妖精がいるなんて」

「妖精さんが追われているのですか？」

「多分だけどそう。ガルド商会のやつが欲よくに目がくらんで妖精を捕つかまえようとしているのか、聖剣への道を聞き出そうとしているのか分からないけど」

「悪党はガルド商会の連中なのですか？」

「そうだよ。以前、馬車でチェイスした連中が交じっている」

　見れば東洋のサムライ風の男がいた。

「ガルド商会の連中の狙ねらいはなんでしょうか？　まさか妖精を捕まえにきただけとは思えません。もしかしたらウィル様を狙って？」

「十分あり得る話だね。まあ、それは本人たちから聞こうか」

　悪党どもは妖精を捕まえ、縄なわで縛しばっていたが、僕の存在にも気が付いたようだ。

　にたにたと笑みを浮うかべている。

「こいつはついている。高値で売れる妖精を捕まえたと思ったら、同時に目当てのガキが自分から現れてくれるなんて」

「俺たちの日ひ頃ごろの行いはいいからな。神様はちゃんと見ていてくださるのさ」

「げへへ」と下げ卑びた笑いが聞こえてくる。それだけで不快になるが、同時に彼らが僕らを始末しにきたと察することができた。

「お前は邪じや魔まなんだ。ガルドの旦だん那ながノースウッドの街を支配するのにな」

「やっぱりガルドの命令か」

「命令じゃない、商売だ。お前の首を持って行けば金貨をくれる。これはビジネスだ」

「なるほど、ならば負けるわけにはいかないな。首は取られたくない」

「ほざけ」

　とサムライは言うと、腰こしから日本刀を抜ぬく。

　目にも止まらぬ速さである。

　彼の仲間が叫さけぶ。

「出た！　ミシマの抜ばつ刀とう術！　これを喰くらって生きていられたものはいないんだよ」

「早々に勝負は決まったな」

　余よ裕ゆうを嚙かます悪党どもだが、ミシマだけは笑っていなかった。彼は驚きよう愕がくの表情と共に言葉を漏らす。

「な、なに、このガキ、俺の抜刀術をそんな短たん剣けんで」

　僕は腰の短剣を抜き、それでミシマの刀を防いでいた。

　僕は彼の刀を払はらい除のけると言った。

「僕の剣の師し匠しようは剣神ローニンだ。父さんの刀はお前の何倍も速い」

　蚊かが止まるような動きだったぞ、と言うとミシマは眉まゆをつり上げる。

「抜かせ！　俺の剣術は蓬ほう萊らい一だ！」

　と叫ぶミシマの剣をいなすが、ふかすだけはある、なかなかに的確な一いち撃げきを放ってくる。

　もしも僕が剣神の息子でなかったら、それらに対たい抗こうできなかったかもしれない。

　僕はローニンの修行を思い出す。




「いいか、刀使いってのは軽けい妙みような動きをしてくる。西洋のロングソードより軽いからな。だからあらゆる角度から攻こう撃げきしてくると思え」

　と言うとローニンはロープを切る。するとロープの先にくくりつけられた刀があらゆる角度から迫せまってくる。

　皆みな、真しん剣けんだ。僕はそれを颯さつ爽そうとかわすが、さすがに三〇本も同時にくるとひとつくらいかする。

　頰ほおが切れるが、それを見たミリア母さんが怒ど髪はつ天てんをつくがごとく怒おこる。

「この不良サムライが!!　うちの可愛かわいいウィルになんてことしてくれてるのよ!!」

　その後、ミリアは一方的にローニンをボコボコにする。無論、ローニンも抵てい抗こうしたが、本気になったミリア母さんは最強の上、魔ま術じゆつの神ヴァンダルまで助っ人してはどうにもならない。

　付ふ与よ魔ま法ほうで援えん護ごするヴァンダルは茶をすすりながら、「当然の報むくいじゃ」と漏らす。




　そのような懐なつかしい光景が頭に浮かんだ。

　というか、そんな回想を挟はさめるくらいに余裕があるということだ。

　これもすべてローニンの過激な修行の成果かもしれない。

　僕はローニン父さんに感謝すると、ミシマの懐ふところに入る。

　残像を残すくらいの速度で消えるが、ミシマはそれを捕ほ捉そくできるくらいの眼力は持っていた。彼が強敵の証しよう拠こである。

　しかし、捕捉はできても身体からだが反応できるかは別である。

　ミシマは刀を捨て、脇わき差ざしで攻撃を防ごうとしたがそれはできなかった。

　僕は短剣ではなく、拳こぶしで攻撃する。悪党とはいえ、人殺しはしたくなかったからだ。

　ただし、僕の体術はローニン仕込み、剣けん神しんローニンの体術は最強である。




　ボゴぉ!!




　という音と共に背中が膨ふくれ上がるくらいに持ち上がるミシマの身体。

　的確に急所にめり込んだ一撃、ミシマは胃液を吐はき散らしながら悶もん絶ぜつする。

　そのまま気絶するわけであるが、それを見ていたやつの仲間は顔色を青ざめさせる。

　最強だと思っていた仲間がこうもあっさりと敗れて戦意を保っていられるほど根性は据すわっていないようだ。

　彼らは一目散に逃にげるが、僕は風のような速度で回りこむとにこりとして言った。

「妖精さんは置いていってね」

　と言うと、彼らは蒼そう白はくになりながらうなずく。丁重に妖精の縄をほどく。

　猿さるぐつわをされていた妖精は、怒いかり心しん頭とうといった感じで悪漢どもに蹴けりを入れるが、あまり痛そうではない。あまりにも小さく華きや奢しやだからだ。

　悪党たちは妖精に頭を下げるとそのまま去ろうとしたが、僕はさらに和なごやかに言う。

「忘れ物があるよ」

　と言うとミシマを指さす。悪党どもは仲間を置き去りにしようとしたのだ。

　というか気絶したミシマを介かい抱ほうするのも面めん倒どうなので、処理は彼らに任せたかった。

　彼らはミシマを抱かかえると、すたこらさっさと逃げていった。

「逃げ足だけは速いですね」

　と呆あきれるルナマリアであったが、追つい撃げきはしないようだ。比ひ較かく的平和に解決できたことを喜んでいる。

　こうして僕たちはガルド商会の追っ手を払い除けたわけであるが、その副産物として妖精と出会うことができた。

　おそらく女性と思われる妖精は僕の周りを飛び跳はねながら感謝の言葉を口にする。

「少年、ありがとう。ボクの名はリルル。この迷いの森の妖精なんだ」

　と自己紹しよう介かいもしてくれた。

　僕は彼女の小さな手を取ると握あく手しゆをする。

「よろしくね、リルル。僕の名前はウィル。この森に聖剣を探しにきたんだ」

　すると彼女は「え？」と驚おどろく。

「ということはもしかしてウィルって勇者？　すごいすごい、ごいすー！　この森に一〇〇年ぶりに勇者がやってきたんだ」

　その喜びようは凄すさまじく、木々の間を飛び跳ねる。

　まったく、聞く耳を持ってくれない。

　これでは勇者ではないと言い出しにくくなったが、それでも僕はリルルを頼たよることにした。

　彼女が落ち着くと聖剣がある場所に案内してもらう。

「お安いご用さ、ウィル」

　彼女は僕の肩かたに止まると、そのまま聖剣がある方向へ指をさした。




　　　　†




　僕の肩に乗ったリルルはハイテンションだ。

「久しぶりに森の外の人間を見たよー」と話しかけてくる。




「ねえ、ねえ、森の外は今も戦争をしているの？　え、もうしてないんだ」

「今はどんな服が流行はやっているの？　ボクはこの森一番のお洒落しやれさんなんだよ。このサイドテイル、決まっているでしょう」

「そっちの子は人間の雌めすだよね？　ちなみにボクは性別はないんだ。妖精だからね」

　と、まくし立ててくる。正直、耳元でささやかれる分、カレンより五月蠅うるさい。

　しかし、道案内は的確だ。おしゃべりしているのに、その道は右、そこの木々をくぐって左、そのまま道なりに、と迷うことなく目的地に案内してくれる。

「それにしても的確だね。僕には同じような道にしか見えない」

「それは私も同意です。妖精さんにとってこの森は庭のようなものなのでしょう」

　と言うと妖精は喜ぶ。

「そそ、ここはボクの庭。目をつぶったって歩けるさ」

　実際に目をつぶって飛ぶリルル。しかし、すぐに木にぶつかる。

「いてて……」

　と鼻を押さえる。くすくすと笑うルナマリア。

「巫み女こさんはすごいね。目をつぶってるのにどうして転ばないんだい？」

「私はつぶっているのではありません。目が見えないのです」

「なるる。じゃあ、なんで目が見えないのに歩けるの？」

「それは感覚としか。みなさんが空気を意識して吸わないように、私も無意識に歩いているのです」

「ごいすー、ごいすー」

　と今度はルナマリアの肩に乗る。

　妖よう精せいは体重が林りん檎ご三個分ほどしかないからそんなに苦ではないようだ。

　その後はルナマリアの肩を楽しむリルルだが、唐とう突とつに言う。

「ねえ、君たち、恋こい人びとなの？　もうチューはした？」

「──ごほっごほっ」

　と咳せき込む僕。平然としているルナマリア。対照的だ。

「その様子じゃ、ウィルが相当奥手のようだね。巫女さんも大変だ」

「そうなのです」

　と妖精に乗っかるルナマリア。

　まったく、とんでもないタッグが誕生したが、僕は話をそらす。

「ところでリルル、聖剣のある場所はまだ？」

「うーん、たしかこの辺なんだけどね」

「急に頼りなくなったね」

「いやあ、ごめんごめん、普ふ段だんは聖剣なんて意識しないしさ」

「そうなの？」

「うん、だって、ボクたち妖精族が装備できるわけじゃないし」

「たしかにそうだけど、君たちは聖剣の守護者じゃないの？」

「一応、そういうことになってるけどさ、妖精って軽い連中が多くてね。あと無責任なのが多いんだ。使命を覚えている妖精は何人いることやら」

　困ったね、というポーズをする妖精。

　困ったのはこっちのほうだ。もうちょっとしっかり管理してもらわないと、と言おうとしたが、それはさえぎられる。

「あー！　あったあった、あの道だ。あの道の奥に聖剣はあるよ！」

　リルルが聖剣のある場所へ続く道を発見する。結果良ければすべて良し、ミリア母さんから教わった言葉を復唱すると、その場所に向かうが、そこには先客がいた。

　意外な人物たちが先に到とう着ちやくしていたのだ。

　先回りしていたのは剣の勇者たち一行だった。馬ば鹿か正直にまっすぐ進んだ彼らは僕たちよりも先に聖剣のある場所に到着していたのである。

　無む欲よくというか、なにも考えないのが正解とは人生のようであるが、意外にも勇者たちの気は沈しずんでいた。

　念願の聖剣の前でうなだれていた。

　なにがあったのだろうか。

　僕は岩に腰こし掛かけている女魔ま術じゆつ師しに話をする。

「剣の勇者の仲間の方ですよね。どうされたのですか？」

　彼女は「はあ」とため息いきをつくと事情を説明してくれる。

「そこでレヴィンが落ち込んでいるでしょう？　勇者ガールズたちも声を掛かけられないくらい」

「ええ、たしかに。なぜ、あんなに落ち込んでいるんですか？」

「それはね、剣が抜ぬけなかったのよ」

「剣って聖剣ですか？」

「そう。勇者なのに聖剣を抜けなかったの」

「聖剣と相性が悪かったのかな」

「そうじゃないみたい。剣に手を掛けたとき、聖剣の声が聞こえたんだって」

「聖剣の声？」

「うん、お前の実力では私を使いこなせない、そんな声が聞こえたそうよ」

「そりゃ、最初から装備できないより辛つらいかも」

　とレヴィンを慰なぐさめようとするが、彼は僕が近づくと、涙なみだ目めになりながら言う。

「ええい、寄るな。近づくな。慰めの言葉などいらない」

　非常に落ち込んでいるようだが、周囲の目は気になるようだ。

「それにエイミーも余計なことは言うな」

　エイミーとは女魔術師のことであろう。彼女は「なによ、心配しているのに」と反論する。

「それが余計なのだ。オレを誰だれだと思っている。最強の勇者だぞ」

「聖せい剣けんも抜けなかったけどね」

　ぼそりと言うその言い草に勇者は傷ついているようだ。

　眉まゆを怒いからせ、どなり散らす。そうなると喧けん嘩かになるが、今まで散々、偉えらそうなことを言ってきたつけが回ったのだろう。他の仲間までエイミーの擁よう護ごを始めると、さらに怒り、彼女らを難なん詰きつし始める。

　見ていられないな、と思った僕は仲裁に入るが、すると勇者の矛ほこ先さきは僕に向かう。

「お前はなんだ。そもそもこの場所は神聖な場所、勇者しか立ち入れないのだぞ」

　それをいえばここはアナハイム商会の土地なのだが、と反論したくなるが、たしかに迷うことなくここに到着できたということは彼は導かれてここにやってきたのかもしれない。

　しかし、それでも聖剣に技量不足と言われたのはたしかなようだ。

　僕は建設的な意見を述べる。

「仲間と言い争うくらいならばその間、修行をして聖剣に認めてもらえるレベルになればいいのでは？」

　と提案すると、勇者の顔は真っ赤になる。

　ルナマリアは小声でつぶやく。

「……ウィル様はたまにクリティカルな発言をしますね。人の心をえぐるような」

「そうかなあ？」

　きょとんとしていると、勇者がいきり立つ。

「そこまで言うのならばお前も聖剣に手を掛けてみろ！　無機質な声で自分を否定されればオレの気持ちも分かるさ」

「そこまで言うのならば」

　このままでは収まりが付かないと思った僕は、聖剣に手を掛ける。すると聖剣の声が脳内に響ひびく。




『この感かん触しよくは人間──。この一〇〇年、人間が私に触ふれるのは二度です。しかも同じ日に触れるなど珍めずらしい──』




「お、聖剣がしゃべった」

　と言うが、ルナマリアには聞こえていないようだ。

　もちろん、勇者パーティーや勇者ガールズたちにも。

　さすがは聖剣、不思議な感覚であるが、聖剣デュランダルは容よう赦しやなく僕も否定する。

『ここまでやってきた勇気は認めますが、私は資格と力量のあるものにしか使いこなせません』

「だよね。僕は勇者じゃないもの」

『そうです。あなたは勇者ではありません。ですから私を装備できないのです──』

「あそこで怒っている勇者はどうなの？」

『彼こそが私の正当な所有者ですが、彼には資格はあっても力量がない。技が不足していますし、それに心のほうも──』

「やっぱりそうだよね。怒ってばかりだもの」

『はい、他人を思いやる心を持ってくれればいいのですが──』

　一いつ緒しよに勇者の未来を心配していると、デュランダルは言う。

『しかし、諦あきらめずに精進すればいつか私を抜き、その手にする日もくるかもしれません──。そのことを伝えてくれませんか？』

　とデュランダルは言うので、そのことを伝えるが、勇者は聞く耳を持たない。

「ええい、五月蠅い。お前も抜けないじゃないか。なにを偉そうに」

「僕は勇者じゃないから」

「それでも抜くそぶりを見せたらどうだ。オレは聖剣に拒きよ否ひされたが、最後まで諦めなかったぞ」

　うーん、そんなことを言われてもな、と思ったが、ルナマリアを見ると、彼女もそれを勧すすめる。

「私はウィル様が聖剣の主あるじだと思っています。剣の勇者に遠えん慮りよせず、どうか本気をお出しください」

　ルナマリアも収まりが付かなさそうだった。なので僕は形だけでも本気を出す。

　大地に両足を張り、力を入れると、そのまま「ぐぬぬ」と聖剣を引っ張る。




『少年よ、無む駄だです。私は選ばれしものにしか抜けません』




　ですよねー、と力を抜こうとした瞬しゆん間かん、それは起きてしまう。




　ぼこっ！
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　という音と共に聖剣が抜けてしまったのだ。

　それを見ていた一同は驚きよう愕がくする。

　その中でも勇者の驚おどろきようはない。

「な、なにぃー!?」

　という顔をする一同。ちなみに僕も驚いている。

「てゆうか、聖剣は勇者にしか抜けないはずじゃ？」

　と刀身を見ると、そこには岩と土ががっつりと付着していた。

　どうやら僕は岩ごと聖剣を引き抜いてしまったようだ。

「な、なんという馬ば鹿か力ぢから」

　女魔術師は呆あきれるが、ルナマリアは喜ぶ。

「これぞウィル様の実力です。さすがウィル様です」

　祝しゆく杯はいを挙げそうな勢いであったが、一番困こん惑わくしているのは聖剣自体かもしれない。

『な、なんですって？　い、岩ごと私を引き抜いた!?　こんなの生まれてから初めてです』

　困惑するデュランダルだが、がっくりと肩かたを落とす勇者を見ると喜ぶ気にはならない。

　それに岩をさしながら旅をすることはできない。それはもはや聖剣ではなく鈍どん器きだ。

　というわけで聖剣を勇者に返そうとするが、それも勇者のプライドを傷つける結果となる。

　岩ごと勇者に剣を渡わたすと、勇者はそれを落とす。どうやら普ふ通つうの人間にとって岩付きの剣は重すぎるようで……。

　恥はじの上に恥を塗ぬりたくられた勇者は涙目になりながらその場を立ち去る。

　まるで女の子のようだ。涙ぐむ勇者はちょっと可愛かわいらしいと思ってしまったが、そのことを口にすれば彼はさらに傷つくだろう。

　なのでなにもなかったことにする。

　僕は聖剣を元々あった場所に埋うめ直すと、ふうと汗あせを拭ぬぐう。

　そのままルナマリアと妖よう精せいを連れてこの場を立ち去る。

　ルナマリアは最後まで「聖剣を持って行きましょう」と主張するが、僕は強引に彼女を勇者が去った方向へ連れていく。




　　　　†




　勇者のことが心配になった僕は彼を追う。

　ルナマリアは勇者のことを嫌きらっているようだが、僕は彼のことが嫌いではなかった。どうも憎にくめないというか、悪い人物ではないように思えるのだ。

　僕は彼を探すため、ルナマリアと共に森を探たん索さくして、すぐに勇者を見つける。

　妖精のリルルが彼の居場所を教えてくれたのだ。

　しかし、場所が分かったはいいが、リルルの表情は暗い。というか、怯おびえている。

「……げ、まずいかも」

「どういうこと？」

「うんとね。勇者は南に向かっているんだけど、そこには沼ぬまがあるんだ」

「底なし沼？」

「似たようなものかも。そこにはジャバウォックが潜ひそんでいる」

「ジャバウォック!?」

　声を上げたのはルナマリアだった。

「知っているの？　ルナマリア」

「はい。伝説上の化け物です。竜りゆうと蛭ひるが合わさったような化け物で、とても邪じや悪あくです」

「傷心の勇者様など一ひと吞のみだろうね」

　とはリルルの言葉であるが、事実そうであった。

　前方から勇者の悲鳴が聞こえる。勇者にしてはとても可愛らしい悲鳴だった。

「沼にはまってしまったようだ。ジャバウォックがくる前に救出しないと」

「それは賢けん明めいだけど、手て遅おくれみたい」

　とリルルは困ったようなポーズをする。たしかに手遅れだ。

　勇者の数メートル先にはすでに大口を開けている生物がいた。翼つばさを持った巨きよ大だいな蛭。ジャバウォックである。僕は勇者を救うため、決死の覚かく悟ごで沼に飛び込むと、彼を岸に戻もどした。

　その瞬間、飛ひ翔しようの魔ま法ほうで沼から抜ぬけ出すが、ジャバウォックは僕に喰くらいつこうと飛ぶ。牙きばを剝むき出しにする。その速度は速く、僕は捕ほ捉そくされる。

「ウィル様！」

　血相を変えるルナマリア。彼女は剣を抜こうとするが、僕は止める。

「大だい丈じよう夫ぶ、捕捉はされたけど、捕ほ食しよくはされていない」

　僕は援えん護ごよりもレヴィンの救出を願うと、ルナマリアは従ってくれる。ただ、レヴィンには皮肉満まん載さいのようだ。

「あなたを救うためにウィル様が傷付いてしまいました」

　その言葉にはレヴィンも申し訳なく思っているようだ。うなだれながら返答する。

「オレなど放っておいていいのに」

　その言葉にルナマリアはカチンときたようだ。

「なにを言っているのです。ウィル様を悲しませるようなことは言わないでください」

「だけど、オレは」

「それに勘かん違ちがいしないでください。ウィル様はあなただからあなたを助けるのではありません。ウィル様はウィル様だからあなたを助けるのです」

「ウィルだから？」

「そうです。ウィル様は困っている方を見過ごせません。どのような人物でもです。たとえその身と引き換かえにしてもあなたを守ります」

　ルナマリアとレヴィンがそのようなやりとりをしていると、僕は身体からだをひねり、ジャバウォックの攻こう撃げきを避よける。ジャバウォックは強力な魔ま物ものであったが、ひとつだけ弱点があった。それは今まで強いものと戦ったことがないということであった。

　僕は慈じ悲ひ深ぶかいが、聖人ではない。自分を食べようとしている相手に手加減をするほど甘くはない。僕は短たん剣けんに魔力を込めるとジャバウォックに強力な一撃をお見み舞まいする。




「撃」




　と刀身にルーン文字を書き込むと、それをそのままジャバウォックにぶち込む。

　僕の渾こん身しんの一撃を喰らったジャバウォックはのたうち回る。そのまま倒たおれ込みそうだったが、そこは迷いの森一番の邪悪な魔物。一撃死だけは免まぬがれると、そのまま沼の中に逃にげ込む。

　僕はジャバウォックを撃げき退たいしたのだが、その様子を見ていたレヴィンは申し訳ない気持ちになる。僕の肩からは血が流れているからだ。

　ルナマリアは僕の肩を治ち療りようしているが、居たたまれない気持ちになったレヴィンはそうっとその場から逃げ出してしまった。レヴィンは自分を救ってくれた少年に感謝の言葉も述べられなかったのである。なんと情けないのだろう、と、レヴィンは思った。







　涙なみだを流しながらひとり森を走る勇者。

　もしも近くに崖がけがあればそのまま飛び込みそうな勢いであったが、幸いなことにこの森に崖はない。

　勇者レヴィンはどこまでもひた走るが、やがて開けた土地に出る。

　森の中にあるなにもないスポットに逃げ込むと、そこでひたすら泣いた。

「……く、オレはなんて情けないやつなんだ。あいつに礼を言うことすらできないなんて……」

　自己嫌けん悪おを抱いだきながら嘆なげくが、今さら悔くいてもなんにもならなかった。

「……それに仲間たちは許してくれまい。散々期待を持たせて裏切ってしまったのだから」

　今から戻っても三行みくだり半はんを突つきつけられるだけだろう。

「はあ、いっそ死にたい」

　レヴィンは腰こしの剣けんに手を掛かけようとするが、首を横に振ふる。

「……いや、駄だ目めだ。あたし……いや、オレには使命があるのだから」

　レヴィンは胸に隠かくしたロケットを取り出す。

　そこには家族の肖しよう像ぞう画がが納まっていた。いや、写真か。それは本人にしか分からないが、ともかく、愛しい家族に他ならなかった。

「……父上、それに母上、情けないレヴィンをお許しください。お家を再興できないレヴィンをお許しください」

　最愛の家族に詫わびを入れる。

　実はレヴィンは西国にあるとある王国の出身だった。

　そこで貴族の娘むすめとして生まれたのだが、家を継つぐために幼き頃ころから自分を偽いつわり、戦いに身を投じていたのだ。

　武人であった父親からは「我がアレンハイマー家を俺の代で絶やさないでくれ」と幼き頃から厳しい教育を受けた。

　母親も武家の娘で、「お前は今日から男です。どのようなことがあっても家名を汚けがすような真似はしないように」と、躾しつけられた。

　それは厳しい教育であった。人形遊びがなによりも楽しい年とし頃ごろのレヴィンから人形を取り上げ、剣を握にぎらせるのだから。

　生来細身であるレヴィンに男よりも厳しい修行を課すのだから。

　しかし、レヴィンはそれを耐たえた。それに耐えられた。

　なぜならば父上と母上が大好きだったからだ。厳しい父母であったが、優しさも兼かね備そなえており、弱音を吐はくレヴィンをいつも励はげまし、応おう援えんしてくれた。

　レヴィンの両手が血豆で真っ赤に染まると、父親は優しい手つきで包帯を巻いてくれた。

　レヴィンが高熱にうなされると母親は朝まで寝ねずの看病をしてくれた。

　すべてはレヴィンが立派な勇者となり、家名を継ぐためであった。

　レヴィンは両親の期待と愛情に応えるため、血の滲にじむような努力を重ねてきたのだ。

　だが、結果は聖剣に見放され、仲間にも見放されるという結末であった。

「……父上、母上、やはりレヴィンは駄目な子です。もはや生きている価値もない」

　再び自じ暴ぼう自じ棄きになるが、そこに舞まい降りたのは神であった。

　比ひ喩ゆではない。大おお鷲わしの形をした神が、森に舞い降りたのだ。

　鷲の形に化身した無む貌ぼうの神レウス、彼は翼をはためかせ、迷いの森に降り立つと言った。

「若者よ、なにを悩なやんでいる」

「……あなたは？　その神こう々ごうしいオーラ、神ですか？」

「いかにも我は新しき神、万能の神レウスなり」

「テーブル・マウンテンの主……」

「そうだ。今は訳あってとある若者の上を飛ぶ鳥だがな」

「……その神様があたしのような役立たずになんの用です」

「いや、余計なお世話かと思ったが、思い悩んでいるようだったのでな」

「……はい、そうです」

　今さら隠し立てはできないだろう。それにレヴィンは誰だれかに悩みを聞いてほしかったのかもしれない。

「……あたしは幼き頃より勇者を目指してがんばってきました。しかし、それも今日まで。聖剣に拒きよ否ひされた勇者など古今、おりますまい」

「それはたしかにそうだが、それでいいではないか」

「え……？　それでいい？」

「そうだ。かつて聖剣に拒否された勇者はたしかに聞かないが、そういう勇者がひとりくらいいてもいいではないか」

「…………」

「勇者の形はひとつではない。我の知っている勇者は勇者の印を持っていないが勇者だぞ」

「聖せい痕こんのない勇者が存在するのですか？」

「する。そもそも勇者とは資格ではないのだ。聖痕の有無は関係ない」

「そんなのは聞いたことがありません」

「例えば先ほどお前を救った少年は勇者ではないのか？　彼はなんの利益もないのにお前を命いのち懸がけで救ったぞ。怪け我がをしてまでお前を救った」

「…………」

　沈ちん黙もくするレヴィン。

「……彼は勇者だと思います。いつか、覚かく醒せいするでしょう」

「勇者の痣あざ、聖痕か、何度も言うが、聖痕がすべてではない」

「そうでしょうか？　あたしはこの聖痕がすべてだと教わりました」

「そうかな。聖痕を持っていない勇者ならば他にもいるぞ。この世界には無数の名もなき勇者がいるのだ。例えば我の知っている勇者は真の勇者だった。民のために殉じゆんじた勇者だ。そのものは西国の貴族だったのだが、ある日、戦死した。しかし、その理由は誰も知らない。いや、その理由は秘された」

　神はそこで言葉を句切ると続ける。

「理由は軍令違い反はんで死んだという不ふ名めい誉よがあるからだ。しかし、世間では不名誉とされるその貴族にも事情があった。自分の領地に盗とう賊ぞくが迫せまっているがゆえに、国王の軍を抜け出し、ひとり救きゆう援えんに行ったのだ。結果、貴族は討ち死にしたが、村は守られた。しかし、軍令違反は軍令違反。男の家はお取り潰つぶしとなった」

「…………」

　レヴィンは沈黙する。その貴族のことをよく知っていたからだ。

「そのものの名はイザーク・フォン・アレンハイマー、お前の父だ。彼は貴族の位を剝はく奪だつされたが、お前は貴族ではないと言い張るか？」

「それはありません。父上は誰よりも誇ほこり高い。位を剝奪されようが、どのような噂うわさを流されようが、貴族の中の貴族です」

「同時に村人を守る気高い心は、勇者の中の勇者だろう。お前にはその血が受け継がれているのだ」

「……その血」

「そうだ。家の再興などどうでもいい。勇者の称しよう号ごうなどどうでもいいではないか。問題はお前がイザークの息子、いや、娘と胸を張れるかだ。我はそれだけだと思う」

「……あたしはイザークの娘です!!」

「ならばそう胸を張って生きろ。それが生きるということだ」

　レウスはそう言うと再び翼つばさをはためかせる。

　レヴィンはその姿を見つめる。

　神が小さくなるまで、見えなくなるまで見送ると、決意した。

「……もう、自分を偽るのは止やめだ」

　レヴィンはそうつぶやくと、サラシを取る。男装と男風の口調を改める。

「止めだ。──あたしはもう自分を偽らない」

　そう言うとレヴィンは仲間のもとに戻もどり、彼らに謝ることにした。今までの無礼を、生意気を、そして自分を偽ってきたことを。

　おそらく、彼女たちは許してくれないだろうが、それでも過去の自分と決別したかった。




　こうして若者の命を救ったレウスであるが、彼はいまだ迷いの森の上空を旋せん回かいしていた。

　ただ、レヴィンに注目するのは止め、視線をウィルに移す。

　上空から愛する息子を観察する。

　レウスは彼のもとに舞い降りようか迷った。

　ウィルがレヴィンのもとにおもむき、彼女を諭さとすようにうながそうと思ったのだ。

　しかし、そのようなことはしなくてもいいようだ。

　ウィルという少年は限りなく優しい。思い詰つめた顔で飛び出した勇者を心配し、彼女を探しに出ていた。礼も言わずに逃にげ出した彼女を探していた。

　レウスはもうお節せつ介かいを働かなくてもいいようだ。

　愛する息子の慈じ愛あいに満ちた性格を改めて嬉うれしく思うと、レウスは大空高くに舞った。




　　　　†




　僕は再び、勇者を探しに行き、見つけた。

　ルナマリアは、

「殿との方がたは泣いているところを見られたくないはずです。ここはそうっとしておいてあげたほうが」

　と言うが、その考えは間ま違ちがっていた。

　そもそも剣の勇者レヴィンは殿方ではなかった。

　いや、たしかに先ほどまでは男だったような気がするのだが、今はとても柔にゆう和わな顔になり、さらに胸が膨ふくらんでいた。

　いったい、この短時間になにが？

　もしかしてこの迷いの森には男が落ちると女になる池でもあるのだろうか。

　そう思ったが、そうではないようだ。

　彼女は神と出会ったこと、その神に諭され、自分を偽ることを止めたことを伝えてくる。

　細かい話を聞くと、その神はレウス父さんぽいのだが、それよりも気になることを尋たずねる。

「自分を偽るのを止めるってことはレヴィンさんはもしかしてもとから女性だったの？」

「そうだ、少年、あたしは女だ。男装して旅をしていたのだ」

「女好きだったみたいだけど」

「あれは演技というか演出だな。舐なめられたくなかったから、周囲を女だらけにした」

　なるほど、たしかにあそこまで派手に女好きを演じればある意味一目置かれるし、男装の麗れい人じんとは気づかれにくいかもしれない。

　まあ、世界を救う勇者が勇者ガールズとはいかがかと思っていたので、ある意味、よかったのかもしれない。

　と思っていると、勇者は今までの態度について謝罪し、頭を下げる。

「少年、今までの無礼、許してくれ。それに先ほどの命の差し入れ、有り難かった」

　深々と頭を下げるレヴィン。

「気にしていないですよ。レヴィンさんにはレヴィンさんの事情があったのだし」

「そう言ってくれると助かる」

　と言うと、彼女は僕に相談をしてくる。

「……このまま仲間のもとに向かうが、少々怖こわい。彼女たちは私を許してくれるだろうか」

「きっと許してくれるはず。これは気休めではなく本音です。今のレヴィンさんの笑顔は前よりもずっと魅み力りよく的です。事情も理解してくれるはず」

「そうだな。そうだといいな」

　彼女はそう言うと「勇者ガールズの解散」を宣言する。

「一からやり直しだ。村むら娘むすめを囲っている暇ひまはないし、勇者としての実力も伴ともなっていない。ひとりで旅をし、まずは実力を蓄たくわえようと思う」

「それが最善かもしれませんが、せめて従者のリンクスだけでもお供にしてあげてください」

　彼は出で稼かせぎで従者をしているのだし、それにレヴィンのことを尊敬していた。両者が離はなれるのはどっちにとってもマイナスだろうと思ったのだ。

　僕の意図を理解してくれたレヴィンは、こくりとうなずくと再会を誓ちかった。

「さらばだ、とは言わない。近いうちに一人前の勇者になって君と再会したい」

「その日を楽しみにしていますが、レヴィンさんはすでに勇者ですよ。自分を偽いつわるのを止め、新たな旅立ちをしようとしているのですから。臆おく病びよう者にはできません」

　その言葉を聞いた彼女は、口元を緩ゆるませ、

「神様みたいな少年だな。すべての言葉があたしの心に刺ささる」

　と笑った。

　僕も苦笑を漏もらす。なぜならば神様の息子だからだ。

　その後、僕は彼女と友達になりたい、と握あく手しゆをする。彼女は快く受け入れてくれる。

　握手をすると、二、三、別れを惜おしむ言葉を交わし、僕たちは別々の方向へ歩き出す。

　見ればルナマリアがやってきたので先ほどの場所に戻る必要もない。

　聖せい剣けんを装備できないと分かった僕たちがあそこに戻る理由はなにもなかった。

　あとは勇者とその仲間たちの問題だ。

　そう悟さとった僕は、そのまま森の外まで向かうことにした。

　ちなみに先ほど仲良くなった妖よう精せいはルナマリアの肩かたにいた。

　僕たちを森の端はしまで見送ってくれるらしい。

　その気持ちは有り難かったので、素直に受け取ると、僕たちは迷いの森をまっすぐに出た。







　このようにレヴィンたちと別れる。妖精のリルルとも別れる。森の端まで到とう着ちやくしたからだ。

　鬱うつ蒼そうとした森を抜ぬけると、久しぶりに太陽光線を十分に浴びる。

　ルナマリアは、

「ううーん、気持ちいいです」

　と背せ伸のびをする。僕も真似したいが、その前に確認事じ項こう。

「聖剣を装備できないのは分かったけど、一応、アナハイム商会に戻ってヴィクトールさんに伝えたほうがいいよね」

「そうですね。それがいいでしょう」

　と同意するが、こうも付け加える。

「ちなみに装備できないのは『今』だけです。きっと、いつかできるようになりますから」

「まだ、僕が勇者として覚かく醒せいするのを待っているの？」

「そうです。ウィル様のようなお方に勇者の聖せい痕こんがないのは変です」

　ないものはないからなあ。諦あきらめてほしいけど、と彼女を観察するが、いつまでも諦める気はないようだ。彼女の意志の硬かたさは聖剣が刺さっていた岩以上である。一度決めたら絶対に離れない感じがする。

　そう思ったので諦めると、僕は彼女とノースウッドの街に向かった。

　急ぐ旅ではないのでのんびりとした足取りだったが、それも最初だけだった。

　後半は急ぎ足になる。

　なぜかといえば、道中で早馬に出くわしたからだ。

　その馬はアナハイム家の当主、ヴィクトールの使いのものだった。

　早馬の使者によると、なんでもヴィクトールの娘、カレンが滞たい在ざいする別べつ荘そうがガルド商会の手のものに襲おそわれているらしい。

　襲しゆう撃げきを受けたらしいのだ。

　それを救ってくれとのことだった。

　窮きゆう地ちに陥おちいっているカレンの姿を想像した僕らは、最大速度でノースウッドの街の郊こう外がいにあるアナハイム商会の別荘に向かった。
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　アナハイム商会の別荘。それは想像以上に豪ごう勢せいだ。それに警備も万全で、周囲を堀ほりに囲まれていた。ただ、敵と思おぼしき傭よう兵へいたちが取り囲んでいる。

「かなりの数だな。ガルド商会はどこまで執しつ拗ようなんだ」

「これはもはや武力でしか解決できないかもしれませんね」

　ルナマリアはため息を漏らすと、呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。神聖言語だ。

　彼女の身体からだが光り輝かがやくと、そのまま聖なる一いち撃げきの光の球が傭兵の一団を捕とらえる。

　邪じや悪あくならば邪悪なほど攻こう撃げき力が増すのが神聖魔ま法ほうである。悪党である傭兵たちには効果的だった。

　傭兵たちは不意打ちに驚おどろくが、救きゆう援えんは想定内だったようで、即そく座ざに反撃してくる。

「あなたたち、いい加減にしなさい。ここまでのことをすれば、街はおろか、国王陛下も介かい入にゆうしてきますよ」

　ルナマリアの怒いかりの声も彼らには届かない。

「そんなのは承知だ。ガルドの旦だん那なはこれが最後の襲撃だと思って大おお盤ばん振ぶる舞まいさ。アナハイム家が滅めつ亡ぼうするか、ガルド家が滅亡するか、だ」

「ならば滅亡するのはあなた方です!!」

　ルナマリアがそう宣言すると、僕は一歩前に飛び出し、短たん剣けんの斬撃を加える。

　ひとりの傭兵の武器を弾はじき飛ばし、そのまま蹴けりを入れ、気絶させる。

「ウィル様はどこまでもお優しい。悪党の命も大切にします」

「まだ、余よ裕ゆうがあるからだよ。ピンチになれば斬きってしまうかも」

「大だい丈じよう夫ぶです。そのときは地母神式のお経を上げます」

　と冗じよう談だんめかすルナマリアだが、今回ばかりは笑えないかもしれない。傭兵の数は三〇は超こえ、手て練だれも交じっていた。カレンの護衛は一〇人はいるが、多勢に無勢であった。

　しかし、嘆なげいたところで戦力差が埋うまるわけでもない。僕たちは傭兵たちをひとりひとり倒たおし、着実に数を減らしていく。

　ルナマリアとふたりで五人ほどの傭兵を倒したあと、そのまま別荘に入る。

　別荘の中に侵しん入にゆうした傭兵を倒すためだ。

　別荘の中でも剣けん戟げきの音がする。見れば執しつ事じ服の男が戦せん闘とうをしていた。

　執事のヨハンである。彼は細身の剣で傭兵を突つき殺す。

　剣に付着した血を拭ぬぐいさると、こちらのほうを振ふり向き、援えん軍ぐんに感謝を述べる。

「必ずきて頂けると思っていました。ウィル様は主役の星のもとに生まれたようなお方、ここぞというときにきてくださります」

「もっと早くに駆かけつけられたらよかったんだけどね。カレンは無事？」

「はい、そこがお嬢じよう様さまの部屋ですが、蟻ありの子一匹ぴき侵しん入にゆうを許していません」

「それはすごい」

　見れば周りには死体の山がある。すべてヨハンが倒したもののようだ。見かけに寄らず歴戦の戦士なのかもしれない。

「それにしてもまた襲撃とは思いも寄らなかった。ガルド商会はどこからそんなにお金が」

「こいつらも言っていましたが、これが最後の襲撃でしょう。やつらの雇やとっていた傭兵はすべてで五〇。本日、三〇はここにきていますし、残りはすべてウィル様がすでに倒したはず」

「たしかに街道や森でかなり倒したね」

「ならばもうやつらに手て駒ごまはないはず」

　と話していると、床ゆかに転がっていた傭兵が「くっくっく……」と笑った。

　先ほどヨハンに刺された男だ。急所は外れていたらしい。いや、慈じ悲ひで外してくれたのか。だが、男はまったく感謝していないようだった。

「おろかな連中だ。勝った気でいやがる」

「どういう意味だ？　我々は勝ちつつある。ウィル様のおかげでお前たちを圧あつ倒とうしているしそれにノースウッドの街からさらに衛兵とアナハイム家の援軍がこちらに向かっているはず」

「それがガルド様の策略だと気が付いてもいないようだな」

「なに!?」

　と眉まゆを歪ゆがませる執事のヨハン。

「そういうことだよ。我々は陽動だ。アナハイムの私兵とノースウッドの衛兵を引きつけ、その間に街を襲撃するのさ」

「ほざけ、お前たちにもう戦力はないはず」

「たしかに人間の戦力はないが、ガルド様は古代遺物アーテイフアクト、巨きよ人じんの笛を持っている」

「な、巨人の笛だと？」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべるヨハン。がたがたと震ふるえ始める。

「巨人の笛とはなんですか？」

　僕が尋たずねると、ヨハンは語る。

「巨人の笛とはこの辺一帯に住む一つ目巨人、サイクロプスを操る笛です。かつて聖せい魔ま戦争時代に用いられたものですが、伝説上の笛だったはず」

「聖魔戦争ってあの聖魔戦争ですか」

「あの聖魔戦争です。なにか気になることでも？」

　いえ、母が少し参戦していたもので、とは言えない。今は神々のことを話す時間的余裕がないのだ。しかし、聖魔戦争のときに用いられたアーティファクトが持ち出されるとは。──と考察しているとルナマリアはなにかつぶやいている。

「……巨人の笛。もしかして魔王の手先どもが暗あん躍やくしている……？」

　その声はあまりにもか細かったので僕にしか聞こえないが、ルナマリアも驚いているようだ。僕たちがそれぞれに驚愕していると、悪漢はにやりと笑う。

「我々は敗れたが、ガルド様が敵かたきを取ってくださるはず。今いま頃ごろ、アナハイム家の屋や敷しきの壁かべを壊こわしていることだろう」

　再び、くっくっく、と笑う悪漢であるが、気を失う。出血多量になったようだ。このような男など死んでしまえ、ヨハンはそう思ったようだが、さすがにそれはできない。僕は最低限の回復魔法を掛かける。こいつが悔くやむのは地じ獄ごくではなく、この世の牢ろう獄ごくであるべきだ。

　ヨハンは回復魔法を掛ける僕を見ても怒いかることはなかった。ただ、終始、顔色は青ざめている。

「ガルドは魔物の力を借りる外道だったようです」

「意外ではないかな」

「そうですな。しかし、はったりの可能性もある。いくら追い詰つめられても魔物の力を使えば縛しばり首です」

　ヨハンはそう言って自分を納得させようとするが、窓ガラスが割れる音が聞こえる。

　きゃあ、という絹を裂さくような悲鳴も。

　カレンの部屋である。

　僕たちが慌あわてて部屋に入ると、部屋の中には醜みにくいガーゴイルがいた。幸いカレンはまだ無事だった。ヨハンと僕は素早くカレンとガーゴイルの間に入り、対たい峙じする。

「な、なんだ、この化け物は」

　慌てるヨハンに僕は冷静に説明する。

「ガーゴイルと呼ばれる魔物です。窓を突き破って入ってきたのでしょう」

「しかし、なぜ」

「それは愚ぐ問もんかと。巨人を使って街ごとヴィクトールさんを殺そうとする男です。ガーゴイルを召しよう喚かんすること自体、朝飯前でしょう」

　と言うと僕はかぎ爪づめを伸のばすガーゴイルを短剣で斬る。殺意を持って。

　ガーゴイルは一撃で切り裂かれ、消しよう滅めつするが、窓の外に何匹びきものガーゴイルが見える。ガルドは何体も召喚したようだ。

　僕は窓の外へ上半身を出すと、巨きよ大だいな火球を彼らに投げつけ、一いち網もう打だ尽じんにする。

「ウィル様はすごい。魔法も超ちよう一いち流りゆうです」

　先ほどまで青ざめていたカレンが安あん堵どの表情でそう評す。平静を取り戻もどしたようだ。

「本当にすごいです。ウィル様はいつもわたくしのピンチに駆けつけてくれます」

「ローニン父さんは言っていた。ヒーローは遅おくれてくるものだけど、必ず最後には現れるって」

「そうですね。ウィル様はいつもそうです。きっと、そのような宿星のもとに生まれたのでしょう。ウィル様はやがてこの世界を救う救世主となりますわ」

「大げさだなあ」

　と軽く返答すると、僕は改めてこの別べつ荘そうに避ひ難なん場所があるか確認する。地下室があるとのことだったので、そこに向かうように指示すると、カレンに言った。

「僕はこのままノースウッドの街に行く。君のお父さんと街の人たちが心配だから」

「分かりましたわ。ご武運をお祈いのりしています」

「お嬢様はお任せください。このヨハンが命いのち懸がけで守ります」

　と言うと外が騒さわがしくなる。どうやらノースウッドの街から援軍がきたようだ。周囲にはガルドが用意したガーゴイルやオークもいたが、援軍の圧倒的数の前では無力であった。

　しかし、それもガルドの策の内。やつの真の狙ねらいはカレンではなく、その父親なのだ。別荘に戦力を集中させ、その間、サイクロプスに街ごとヴィクトールを暗殺させるというのがやつの策であった。小こ賢ざかしくあくどいが、効果てきめんであることは認める。

　僕はガルドの野望を阻そ止しするため、別荘をあとにしようとするが、出立の前にルナマリアを見つめる。彼女は当然のように僕に付いてくるようだ。

　僕としてはこの別荘に残ってほしかったが、説得は無む駄だであろう。彼女は地獄の底だろうが、どこへでも付いてくるような女性だった。時間が惜おしい僕は、そのまま別荘の外に出ると、援軍が乗ってきた馬にルナマリアと乗る。馬の足を使ってノースウッドに戻るのだ。

　馬には乗り慣れていなかったが、それでも自分で走るよりも何倍も速い速度で移動すると、土つち煙けむりをまき散らし、騒そう乱らんに包まれているノースウッドの街が見えてきた。

　かなりの被ひ害がいである。

　どうやらガルドの計算は完かん璧ぺきで、衛兵たちがいなくなったところを完璧に突き、なんの抵てい抗こうもなく街の中に侵入したようだ。

　巨大なサイクロプスはノースウッドの門を難なく破は壊かいすると、そのまま街を突き進んだように見える。

「……これは間に合わなかったかも」

　街の惨さん状じようを見て、ヴィクトールの生存を不安視する僕。もしかしたらヴィクトール救出ではなく、敵討ちになるかもしれない。そう思ったが、僕は街の広場で颯さつ爽そうと剣けんを振るう知り合いの姿を見つけ、その考えを変えた。

　僕たちは間に合ったのだ。

　そこにいたのは僕の「友達」である真の勇者だった。

　剣を振るい、街のために戦う彼女の姿はとても美しかった。








第六章　巨人サイクロプス襲しゆう撃げき──そして









　　　　†




　迷いの森で聖剣から見放された剣の勇者レヴィン。

　彼女はそのことを受け入れ、自分を偽いつわるのを止やめた。

　仲間のもとに戻ると自分が女であることを正直に話し、今までの非礼を詫わびた。

　ウィル少年は彼女たちは許してくれるさ、と言っていたが、それは都合が良すぎた。今まで散々、偉えらそうにし、周りの人を見下してきたレヴィンは彼女たちに拒きよ絶ぜつされた。




「もとから大して強くないのに偉そうだった」

「日ひ頃ごろからセクハラが多かった」

「わたしをその気にさせて実は女だったなんて」




　と文句を言われ、三行みくだり半はんを突つきつけられた。

　そのまま勇者パーティーは解散である。勇者ガールズも。

　ただ、彼女たちは森で解散はせずに、街に向かうことを提案した。

「今まで働いてきたんだから退職金をくれ」

「そうよ、そうよ。わたしたちを弄もてあそんだ慰い謝しや料りようも」

　彼女たちはレヴィンがいくら銀行に預けているか知っていたし、それにレヴィンも彼女たちにお礼を払はらうつもりだったので、ことはすんなりと行く。

　一行はノースウッドに向かうとそこの銀行でレヴィンの財産を全部下ろし、皆みなに分配した。

　勇者には金貨一枚も残らない配分であるが、本人は気にしていなかった。ただ、リンクスという従者の給料をこれからどう払おうか、それだけが心配事であったが、リンクス少年は和なごやかに言う。

「レヴィン様、気にしないでください。僕はしばらく無給で大だい丈じよう夫ぶですから」

　ウィル少年がこのものだけは手放すな、と言った理由が分かったような気がする。心の底からリンクスに感謝すると、今までの非礼を詫びた。

「先日は鯉こいを食べたいなんて無茶を言ってすまなかった」

「気にしないでください。おかげでウィルさんと出で逢あえました」

「そうだな。そのおかげであの少年と出逢えた」

　レヴィンは笑みを漏もらすが、すぐに表情に影かげが差す。

「……しかし、ウィル少年には仲間に謝って一から出直す、と大たい言げん壮そう語ごを吐はいたが、実はあたしは落ち込んでいる。まさか仲間にこれほど拒絶されるとは。……まあ、仕方ないが」

「落ち込まないでください。また一からやり直せばいいじゃないですか。今度こそ真の仲間をパーティーに加えましょう」

　と拳こぶしを握にぎりしめるリンクス。彼の純真なところは弱ったレヴィンにはとても有り難いものだった。

「まあ、なるようにしかならないか。取りあえず冒ぼう険けん者ギルドに行って仕事でも……」

　と漏らすと同時に遠くから音が聞こえる。

「なんだ、なんだ？」

　と周囲は騒そう然ぜんとするが、見ればノースウッドの街の入り口に、見上げんばかりの巨きよ人じんが立っていた。

「──巨人」

　あまりの大きさ、それに敵意におののく。

　しかしそれは恥はじではない。巨人は普ふ段だんは滅めつ多たに見られない魔物なのだ。神代の時代、神々と戦せん闘とうを繰くり広げた戦闘種族なのだ。むしろ、怯おびえないほうが愚おろかものと言えよう。

　父上も言っていた。

「勇気と無む謀ぼうをはき違ちがえるな」

　と。絶対に勝てない戦いは回かい避ひすべきである。

　それがこの世界を生きる冒険者の共通言語であるが、レヴィンは無意識のうちに巨人のもとに走っていた。見れば先ほど別れた仲間のひとりがサイクロプスの足下にいたからである。

　レヴィンの財産で洋服を買い込んだ彼女は嬉き々きとして街を出ようとしていたが、街を出る瞬しゆん間かん、巨人の襲しゆう撃げきに鉢はち合あわせしたのだ。

　運が悪い、のはどちらだろうか。

　巨人と鉢合わせした仲間か、それを助けることになったレヴィンか、それとも計画に水を差されたガルドだろうか。

　それは分からないが、勇気を振ふり絞しぼり、巨人と対たい峙じしたレヴィンは、そのまま巨人を斬きり付けた。




　巨人の足にレヴィンの剣が刺ささるが、巨人は痛つう痒ようを感じていないようだった。レヴィンの腕うでが未熟なのではない。サイクロプスが巨大過ぎるのだ。

　巨人は虫でも払うかのように足を振るが、それだけで周囲の建物が破壊される。

　レヴィンは颯爽と回避し、かつての仲間を救出する。

「レ、レヴィン!?　どうしてわたしなんかを？」

「あたしはもう勇者ではないが、卑ひ怯きよう者ではない。かつての仲間を見捨てることなんてできない」

「で、でも、わたしはあなたに酷ひどいことを」

「あたしのほうが酷いことをした。それにこれは仲間を助ける目的であると同時に、再確認の意味があるんだ」

「再確認？」

「そうだ。あたしに父上の血が流れているかの再確認、勇者となれる可能性があるかの再確認だ。それとあの少年の友達になる資格があるかの再確認かな」

「あの少年ってウィルのこと？」

「そうだ。聞けばあの少年はなんの縁えんもない自分を頼たよった巫み女こを救い、彼女と旅をしているらしい。なんの縁もない商会の娘むすめを救ったらしい。それになんの取とり柄えもない勇者を救い、友達になってくれると言った」

　それがどんなに貴重なことか。どんなに嬉うれしかったか、とレヴィンは口にする。

「あたしはがんばりたいんだ。友達のために。あの少年と再び握あく手しゆをするために。だからお前を助けた。この街を守るんだ」

　そう言うとレヴィンは仲間を安全な場所に置き、再び巨人のもとへ向かう。

　巨人との戦力差は圧あつ倒とう的であったが、レヴィンは気にすることなく、立ち向かった。

　巨人は小こ賢ざかしく動き回るレヴィンに殺意を向けたが、レヴィンは気にすることなく、剣を振るった。巨人の攻こう撃げきが激しくなり、その身命に危険が迫せまっても気にすることなく戦い続けた。

「あたしは誓ちかったんだ。あの少年に。次に会うときは立派な勇者になると誓ったんだ。お前ごときに負けない！　お前なんかに街を壊こわされてたまるか！」

　そう叫さけんだが、その虚きよ勢せいはいつまでも続かない。皮肉なことにレヴィンの敗因はレヴィンが勇者なことだった。

　なんとか足に張り付いていたのだが、巨人が暴れると周囲の建物が崩くずれる。そして崩れ落ちる建物の下に子供がいるのを見つけてしまう。レヴィンは考えるよりも先に身体からだを動かし、子供を救っていた。

　子供を突き飛ばし、瓦が礫れきを避よけさせることに成功はしたが、代わりにレヴィンが瓦礫に埋うまる。煉れん瓦がの一部がレヴィンの頭部に直ちよく撃げきし、失血を強しいる。

　昏こん倒とうしかけるレヴィンの視界に影が迫る。見れば巨人が大足を振り下ろそうとしていた。

「──あたしもここまでか。ま、それもいいか。これで少年に恥はじることなく逢あえる」

　あの世でだけど、と、つぶやくと、巨人の影、足が頭上に迫る。

　レヴィンはそのままその影に押し潰つぶされる。ヒキガエルのように惨みじめに潰される。

　──ことはなかった。

　見れば巨人の足はレヴィンのわずか上で止まっていた。

　そこにいたのは、全身が黄金色に輝かがやく少年だった。

　そこにいたのは、今、レヴィンが一番会いたい少年であった。

　レヴィンはその名を口にする。




「ウィル少年！」




　その言葉を聞いたウィルは、にこりと笑いながら言った。

「待たせてごめんね、レヴィンさん」

　彼はそう言うと、力を込め、巨人の重みに耐たえていた。
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　僕はノースウッドの街まで馬を飛ばすと、巨人の足下に潜もぐり込んだ。

　友人を救うためである。

　ルナマリアは当然のように制止する。

「ウィル様、駄だ目めです！　いくらウィル様でもサイクロプスの重みには耐えられません」

「そうだね。君の言う通りだよ」

　と言うと僕は彼女の意見を無視し、サイクロプスの足下に走り込んでいた。

「なぜ、そのようなことをするのですか？」

　ルナマリアは尋たずねるが、そんなものは僕にも分からない。

　ただ、目の前で友人が潰されるのを見たくない。理由はそれだけであった。

　僕は巨人の足下に潜り込むと、友人を守るため、巨人の足を両手で持つ。

「……っぐ、重い」

　圧倒的な重さだった。巨人の全長は一〇メートルほど。その体重は測定不可能である。

　ちょっとした貴族の館くらいの質量があるかもしれない。

　そんな化け物が振り下ろした足を支えるなど、常識の範はん疇ちゆう外だった。理り外がいの行こう為いだ。

　しかし、僕はその足を止める。支える。踏ふん張ばる。

　友人を守るため、彼女の命を救うため。

　魔ま力りよくを全開にし、支える。

　巨人はそんな僕を見て、愉ゆ悦えつを浮うかべていた。笑っていた。無む駄だな行為を、と思っているのかもしれない。

　神代の時代に神々に敵対した邪じや悪あくな巨人の末まつ裔えいは、足に体重を軽く乗せる。徐じよ々じよに押し潰す気のようだ。僕とレヴィンの命を弄ぶ気のようだ。

　まったく、性格が悪いが、僕は気にしない。今は全身の力を振り絞るだけだった。

　その姿を見て、剣けんの勇者は言う。

「もう止やめてくれ！　それ以上は少年の身体が持たない！」

　僕の骨はきしんでいる。否、折れている。ボキボキと音が鳴る。

　このままだと確実にふたりとも押し殺されることだろう。しかし、僕は止めない。

「どうしてそこまでするんだ？　少年はどうしてそこまで優しいんだ？　あたしなんかのためになんでそこまで」

「──友達を助けるのは当然だ」

「怖こわくはないのか？　なぜ、そんな勇気を持てるんだ？」

「それはレヴィンさんだって同じだ。絶対に勝てないと分かっているのに、レヴィンさんは巨人に立ち向かった。誰だれかを守ろうとした。この街を守った。僕はレヴィンさんを見習っただけだ」

「違う、あたしの勇気は少年からもらったものだ。本当のあたしは弱いんだ。他人の目ばかり気にしてしまう、弱い女なんだ」

「ならば僕も弱い男だよ。他人の目は気にしないけど、自分の目を気にしてしまう男だ」

「自分の目？」

「そうだよ。鏡に映った自分だ。レウス父さんはいつも言っていた。朝、鏡を見て自分の目をまっすぐに見られる人間になれって。相手の刀身に自分の顔が映ったとき、醜みにくく歪ゆがんでいないか常に確認しろって」

　僕はそこで一呼吸置くと続ける。

「僕は誰かのために一二〇パーセントの力を出せる人間になりたいんだ。父さんと母さんが自じ慢まんしてくれるような人間になりたいんだ。だから君を助ける！」

　と言うと僕は力を強める。出力を上げる。限界を超こえる！

「僕は神々の子、剣神ローニン、治ち癒ゆの女神ミリア、魔ま術じゆつの神ヴァンダルの息子なんだー!!」

　そう叫ぶと、身体の底から力が湧わく、かつてないほどの力が湧く。

　そして絶対によろめくことのない巨人の足がよろめいた。

「そ、そんな馬ば鹿かな!?」

　レヴィンは驚きよう愕がくする。

「これがウィル様の真の力……」

　ルナマリアが感かん涙るいに震ふるえる。

　僕はこうして一つ目の巨きよ人じんサイクロプスの足を押しのけ、やつの足から大切な友人を守った。

　それを見ていたふたりの女性は呆ぼう然ぜんとその光景を見つめるが、巨人との戦いはまだ終っていない。

　第二ラウンドはこれからだった。




　巨人の足を払はらい除のけた僕。巨人はよろめき、尻しり餅もちをつく。

　まさか蟻ありのように矮わい小しような人間に力負けするとは思っていなかったようだ。きょとんとしている。

　今が反はん撃げきのチャンスであるが、僕は動けない。

　なぜならば両手両足の骨が折れていたからだ。

　それを見てレヴィンは申し訳なさそうに涙なみだを流すが、ルナマリアは冷静だった。素早く僕のもとにやってくると、回復魔ま法ほうを掛かけてくれる。

　緑色の魔力が彼女の手のひらから放たれる。とても心地よい感かん触しよくであった。

「ありがとう。命の差し入れだ」

「どういたしまして」

　と微笑ほほえむが、お𠮟しかりも受ける。

「ウィル様は無茶をしすぎです。さすがに巨人に圧殺されれば地母神とて蘇そ生せいは不可能です」

「結果、圧殺はされなかったよ」

「結果論です。しばらくは自重してください」

「分かった」

　と言うと舌の根も乾かわかないうちに立ち上がろうとする。

「無茶です、なにをされるのですか」

「サイクロプスを倒たおさないと。やつはまだ僕たちを狙ねらっている」

「骨が治るのにはあと五分は掛かります。それまでは安静にしてください」

「それは無理だ。やつは立ち上がった」

　と僕が言うとレヴィンは決意に満ちた表情をする。

「あと五分だな。あたしに任せろ。剣の勇者であることを証明する！　父上の娘であることを証明する！」

　そう言って剣を持ち、巨きよ人じんに挑いどむ。

　無茶だ、先ほど返り討ちに遭あったではないか！　と止めたいところであるが、それはできない。彼女の両目は決意で満ちていたし、さしあたり彼女の剣けん術じゆつに頼たよるしかないのだ。

　しかし、案の定、怒いかりに燃えた巨人に彼女の剣は効かない。巨人はレヴィンを握にぎり潰そうと、巨きよ木ぼくのような腕うでを振ふり回す。

「危ない！」

　やられる、そう思った瞬しゆん間かん、遠くから魔法が飛んでくる。

　小さな火球であったが、サイクロプスの大きな単眼に当たったので、巨人の動きは一瞬、止まる。

　視線を魔法が飛んできた方向にやると、そこにいたのはかつての勇者の仲間だった。

　レヴィンは叫ぶ。

「エイミー！」

　エイミーと呼ばれた女魔ま法ほう使つかいは、「ふんっ」と鼻を向ける。

「別に勘かん違ちがいしないでよ。あんたのためにこんな化け物と戦うんじゃないんだから。ただ、ちょっと魔法の練習をしたかっただけ」

　ツンデレ風に言うが、明らかにそれは言い訳であった。

「良い仲間を持っているみたいですね、剣の勇者は」

　ルナマリアは事実を口にする。

　僕はルナマリアに返す。

「そうだね、いい仲間『たち』を持っているようだ」

「仲間たち？」

　不思議な顔をするルナマリアに僕は説明する。

　後方から勇者の仲間たちがやってきたことを。

「女戦士に女僧そう侶りよもいる。従者のリンクスは街の壁かべにのぼってバリスタを撃うってくれるみたいだ」

　見れば勇者ガールズたちも遠くから応おう援えんしてくれていた。

　それを見たレヴィンは感動に打ち震えている。

「やはり彼女は勇者なのかもしれない。その行動によって多くの人を動かすのだから」

　そう口にするとルナマリアはこう漏もらす。




「すべての源流はウィル様ですよ。きっとあなたはこの先、より多くの人と出で逢あい、より多くの人を感化させていくでしょう」




　願わくは、その光景を間近で見られますように、と続けると、彼女はさらに回復魔法に注力した。




　　　　†




　第三ラウンド、勇者とその一行が時間を稼かせいでくれたおかげで僕の骨折は回復に向かう。

　無論、応急処置ゆえに完かん璧ぺきではないが、それでも両足を大地に立たせ、短たん剣けんを振るえるくらいになった。

　剣が振るえるのならば問題はない。痛む身体からだを奮い立たせ、短剣を抜ぬき、サイクロプスに向かう。

　僕はレヴィンに後方に下がるように命令しながら、そのまま巨人のもとへ走る。

　巨人は僕に一いち撃げきを見み舞まうが、それを颯さつ爽そうと避さけると、巨人の腕に飛び移り、腕を駆かけ上がる。

　腕を攻こう撃げきするなどちゃちなことはしない。

　そのまま巨人の頭部目掛け、駆け上がる。

　その戦いぶりは神話の一説のようだった、とはルナマリアの述じゆつ懐かいであるが、僕はただ、無我夢中で巨人に向かっているだけだった。

　巨人の弱点だけを冷静に見つめ、今、放つことのできる最強の一撃を見舞うだけであった。

　巨人の肩かたに乗った僕は、ローニンにもらった短剣に力を込める。

　ヴァンダルに教えてもらった付ふ与よ魔ま法ほうを掛ける。ミリアに教えてもらった弱きものを守る気持ちを乗せる。

　身体中にある力、魔力を込めると、それを刀身に乗せる。

　最強の魔法である《陽光》、フレアの魔法を刀身に乗せると、最高の剣けん技ぎを付加させ、剣けん閃せんとして放つ。

　まばゆい光が短剣から放たれ、辺りを包み込む。

　もしもこの一撃が通じなければ僕は死ぬことになるだろう、そのまま巨人に握り潰つぶされるはずだ。

[image: ]

　しかし、後こう悔かいはない。それでも仲間を守ろうとした。街の人々を守ろうとした。

　きっと父さんたちも喜んでくれるはず。僕を誇ほこりに思ってくれるはず。

　そのように思いながら放った一撃。

　その一撃は、──正しく報むくわれた。

　僕の一撃は巨人の頭部、単眼ごと吹ふき飛ばす。

　首から上を失った巨人は、ゆらり、とよろめき、そのまま倒れた。地面に崩くずれ落ちた。

　こうして僕は勝利する。友を救った。街を救ったのだ。

　ただ、あまりの激げき闘とう、それに先ほどの傷もあり、僕もそのまま崩れ落ちる。その場で意識を失う。

　疲ひ労ろう感かんと痛みが一気に押し寄せるが、僕はそれを受け止めると、大地に倒れ込んだ。

「ウィル様──」

　遠くから聞き慣れた声が聞こえてくる。

　ルナマリアが僕のところへ走ってくる。彼女は僕を膝ひざに抱かかえると、涙を流しながら言った。

「やはりあなたこそ真の勇者です。この世界に福音をもたらすものです」

　それはどうか自分には分からなかったが、ルナマリアの膝の上はとても心地よい。

　幼い頃ころ、母さんがしてくれた膝ひざ枕まくらを思い出しながら、僕は眠ねむりについた。







　数日後、僕は意識を取り戻もどす。無事だったアナハイム商会の客室で目を覚ます。

　目を覚ますと、横にいたカレンが嬉うれしそうに飛び跳はねる。

「ウィル様が目を覚ましました。しかもわたくしの看病の時間に。これは運命です」

　と、はしゃぐと、隣となりの部屋で控ひかえていたレヴィンがやってくる。彼女も嬉しそうに僕の手を握る。

「ウィル少年、よく目ざめた。心配したぞ」

　彼女は心の底からその台詞せりふを口にする。その手は柔やわらかい。改めて女性であることを思い出す。

「──レヴィンさん、無事でよかった。仲間の人たちも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、エイミーも、戦士も僧侶も無事だ。勇者ガールズもな。皆みな、出で掛かけているが」

「結局、パーティーは解散なんですか？」

「いや、あれから話し合ってまたパーティーを結成することにした。今度は部下と上司ではなく、対等の仲間として一いつ緒しよに」

「……そうか、それはよかった」

　と身体を起こすと、激痛が走る。

「……いて」

「無理をするんじゃない。君は怪け我が人だぞ」

「そうですけど、いても立ってもいられなくて。ルナマリアは無事ですか？」

　見ればルナマリアの姿がない。それがとても気になった。

「ああ、彼女か。彼女ならばあれから一晩ほど君に回復魔ま法ほうを掛かけてな。その後、丸二日、水みず垢ご離りをしながら君の回復を願っていた。昨日、倒れるように崩れてそのまま寝ねてしまった」

「な!?　水垢離って冷たい水を被かぶるやつですよね。なんてことをさせるんですか！」

「そんなことを強しいるわけないだろう。というか止めたが止やめなかったんだ」

「くそ、今度は僕が彼女を助けないと」

　と言うと立ち上がり、彼女が寝ている客室へ向かう。

　そこにはリンクス少年がいた。

　彼は涙なみだを流しながらルナマリアの横にいた。

「……なぜ、泣いているんだ。リンクス止めてくれ、そんな表情しないでくれ、それじゃあ、まるで──」

　僕はよろめきながらルナマリアのところへ向かう。

　やっとの思いでルナマリアの横に向かうと、彼女の顔には白い布が掛けられていた。

「……な、まさか。そんな、ありえない。なぜ、君が死ぬんだ。僕はまだ君に言っていない。旅に連れ出してくれてありがとうと。この世界が素晴らしいと教えてくれてありがとうと。大切な仲間と出で逢あわせてくれてありがとうと」

　僕はまだ言っていないんだ……。

　最後にそうつぶやくように言おうとしたが、できなかった。声が出なかったのだ。

　僕はその場で泣き崩れようとするが、それはできなかった。

　男は泣くものじゃない、というローニン父さんの言葉を思い出す。

　しかし、泣かなかったのはその言葉を思い出したからではない。泣く必要がなかったからだ。

　死んだと思われたルナマリアの胸で気が付く。その豊満さにではない。胸が上下していることに。

　それはつまり、彼女が生きているということであった。

「……ルナマリア、君は生きているの？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げると、彼女はぴくりと動く。

　ついで、

「ふぁーあ」

　とのんびりした声を上げ、その場であくびをしながら目ざめる。

　彼女はきょとんとして周囲の音を確認しながら、自分の胸の上にいた人物の存在を確かめる。

「その心音はウィル様ですね、というか、もしかして震えておられるのですか？　どうしてですか？　は!?　もしや激痛が!?　回復魔法を掛けないと」

「い、いや、大丈夫だから」

　過保護に僕を抱だきしめるルナマリアから慌あわてて離はなれるが、僕は批難がましい目でリンクスを見つめる。

　彼は申し訳なさそうに謝るが、理由を聞くと納得した。

「ご、ごめんなさい。さっき、窓に大おお鷲わしの神がやってきて、泣く真似をするように頼たのまれたから……」

「レウス父さんだな」

　僕はこの屋や敷しきの上を飛んでいるだろう父親に批難の念を送るが、それが届いているかは分からない。しかし、父さんがなんと言っているかは分かる。

「まどろっこしいので余計な世話を焼いてやった」

　当たりだろうか。大きくは間ま違ちがっていないだろう。

　僕は余計な世話をする父さんに初めて反発する。

「──まったく、余計なことばっかりして」

　その口調は本気が少し入っていた。ミリア母さん辺りが聞いたら、

「大切なウィルちゃんが反はん抗こう期になった」

　と騒さわぐかもしれない。それくらい僕は怒おこっていた。

　まあ、すべてが無事に片付いて良かったけど。




　　　　†




　巨きよ人じん襲しゆう撃げきをこのように乗り越こえた僕たち。

　目覚めたときにレウス父さんに悪戯いたずらされるというアクシデントはあったものの、それ以外は万事良好であった。

　事件を起こしたガルド商会の主あるじは当然のように罰ばつを受ける。

　一時は逃とう亡ぼうしたものの、国境線の街で捕ほ縛ばくされ、そのまま王都へ送られた。そこで裁判を待つ身であるが、アナハイム商会のヴィクトールいわく、縛しばり首は確定のようだ。

「俺を殺すために巨きよ人じんまで持ち出して街を壊こわしたのだ。縛り首だけで済んだのは幸いかもしれない」

　と言う。ヴィクトールは元ライバルに対して同情する気はないようだ。

　ただ、積極的に追い打ちを掛ける気もないようだ。彼はガルド商会の従業員をそのまま雇やとうという。あるいはそれは抜ぬけ目ない商人の手しゆ腕わんなのかもしれないが、今回の件で路頭に迷う人が少ないのはいいことであった。

　このように万事上手うまく物事は進むが、僕は療りよう養ようのため、しばらくヴィクトールの屋敷で世話になる。その間、その娘むすめのカレンがモーションを掛け、ルナマリアがそれを防ぐ。小うるさいが平和な証しよう拠こなので厭いやな気分ではない。

　一方、剣けんの勇者レヴィンは五日ほど仲裁役を買って出てくれたが、五日後に出立する。

「東のほうに救いを求める村があるらしい。そこで勇者として務めを果たしてくる」

　と微笑ほほえみ、僕と握あく手しゆをして出発した。

　名残なごり惜おしげに別れると、ルナマリアがささやく。

「一緒に行くということも可能ですが」

　それは彼女なりの気き遣づかいなのだろうが、気持ちだけもらっておく。

「一緒に行きたいところだけど、一緒に行くと僕を頼たよってしまうからいいってさ。まあ、僕も彼女を頼ってしまいそうだけど」

「立派になりましたよね、剣の勇者様は。次に会うときはもっと成長を遂とげているでしょう」

「そうだね。伝説の勇者になっていたら、ルナマリアを取られてしまうかもしれない」

「そんなことありませんよ。たとえ千の勇者と天てん秤びんに掛けられても私はウィル様を選びます」

　なんの照れもてらいもなく言い切る少女。その表情はあまりにも真しん剣けんなので逆に恥はずかしくなってしまう。

　僕は小さくありがとう、と彼女に感謝を捧ささげる。小さな声で言ったが、その声はちゃんと届いていたようで、にっこりと微笑んでくれた。

　その後、しばらくアナハイム家に厄やつ介かいになると、僕たちは旅を再開する。

　カレンなどは、

「それは駄だ目めですわ、つまりません──間違えた──。お身体からだに触さわります。もうちょっと養生してください」

　と、僕を引き留める。物理的に。

「ルナマリアの回復魔法と、アナハイム家の豪ごう勢せいな料理、それにカレンの楽しい会話でだいぶ回復できたよ。これ以上は過回復だ。それにこんなに豪勢にもてなされ続けると、旅をしたくなくなってしまいそうで怖こわい」

「ならばずっとアナハイム家にいてください。結けつ婚こんしてくれとは言いません。そうだ、私専属の護衛に」

「それは楽しそうだけど、僕はもっと色々な世界を見たいんだ」

　力強く、断固とした口調で言ったからだろうか、「そうですか……」と漏もらすが、最終的には旅立つことを理解してくれる。

「しかし、聖剣探たん索さくは終わりました。次はどうされるのですか？」

　とカレンが尋たずねてくるので、僕はルナマリアを見つめる。

「とりあえず見聞を広めるのが目的だけど、短期的な目的もほしいな」

　その願いに盲もう目もくの巫み女こは応える。

「ならばこのミッドニアの東にあるという聖なる盾たてを探しに行きませんか？」

「聖なる盾？」

「はい、神の祝福を得た盾が眠ねむるというダンジョンがあるのです」

「それはいいけど、聖剣と同じで勇者しか装備できないんじゃ」

「それは大丈夫です。聖剣とは違ちがい、誰だれでも装備できるそうです。ただし、一度装備すると二度と解除できないとか」

　それは聖なる盾ではなく、呪のろわれた盾ではないか、と思ったが、口にはせず、東に向かうことにする。

　世界中を旅するにしてもなにか目的のようなものが欲ほしかった。

　それに一度装備したら二度と外せない盾というのも面白い。装備するかは別として入手して研究をしてみたかった。

「ヴァンダル父さん辺りに渡わたせば喜んでくれそうだ」

　僕は親孝行のため、自分の好こう奇き心しんを満たすため、ルナマリアの勧すすめ通り東に向かう。

　ふたりは意い気き揚よう々ようとアナハイムの屋敷を出立する。

　当主ヴィクトール、その令れい嬢じようのカレン、そして執しつ事じのヨハンが見送ってくれる。アナハイム家の使用人たちも総出で見送ってくれる。

　ヴィクトールは、

「また、いつか、再会したいものだ」

　と握手を求める。

　それは僕も同じだったので、握手に応じると別れを惜おしんだ。

　また、ヴィクトール商会の家か紋もんを刻んだ通行証もくれる。これさえあればこの国のどの街にも入れるらしい。

　僕たちは礼を言うと旅立った。

　街道を歩く。街道はどこまでも続いていた。その先にある青い道も。

　僕たちはその地平線をどこまでも行く。

　僕たちは春の日差しを全身に受けながら、意気揚々と歩き出した。
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　富士見ファンタジア文庫の読者の皆みな様さま、初めまして、羽は田た遼りよう亮すけです。

　色々なレーベルで本を出させて頂いているので、もしかしたら初めましてではない方もいるかもしれませんが、自己紹しよう介かいをさせて頂きますと、ライトノベル作家になるのでしょうか。

　ライトノベル、小説家になろう、その他、色々と書いているので時折、自分の肩かた書がきに迷うことがありますが、ここではライトノベル作家とさせて頂きます。

　さて、そんなライトノベル作家の羽田が書いたのが、本作、「神かみ々がみに育そだてられしもの、最さい強きようとなる」です。

　皆みな様、どのような理由で本作を手に取ってくださったのでしょうか？

　ｆａｍｅさんの素敵なイラスト？　あらすじ？　帯コメント？　もしくはＷＥＢ版のファン？　あるいはドラマガの短編を読んでくれたのでしょうか。

　どのような導線から本作を手に取ってくださったか興味は尽つきませんが、ここまで読んで頂けたということは気に入ってくださったはずなので、作者としては大満足です。

　今後もウィルたちの活かつ躍やくを描えがけるように精進しますので、何なに卒とぞ、応おう援えんお願いします。

　皆様の温かいご声せい援えんが作者やイラストレーターさん、編集さん、その他多くの関係者のモチベーションとなります。

　それではここでいつものお礼を。

　前述した通り、本というのは多くの関係者によって作られています。

　イラストレーターさん、編集さん、校正さん、デザイナーさん、印刷所の方々に配送される方々、書店員さん。

　本当に数え切れない方々の仕事によって本作は読者の皆様方の手に届きます。

　感無量です。本当に有り難いことです。

　そして一番有り難いのはその本を買ってくださる読者の皆様方です。

　皆様のおかげで本作は形になり、物語を紡つむいでいけるのです。

　出版不ふ況きようが叫さけばれる昨今ですが、文庫のライトノベルは気軽に買える娯ご楽らく。一ページでも長く、皆様に物語を提供していけるように頑がん張ばります。

　今後も何卒、よろしくお願いいたします。


羽田遼亮
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